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　──私たちは今日、ふたりだけの結婚式を挙げた。

　青い海に白い砂浜のコントラストがとてもきれいなバリ島の、とあるリゾートホテルのプライベートビーチ。潮騒の音をＢＧＭにして、燦々と降り注ぐ太陽の光を全身に浴びて撮ってもらった写真には、幸せいっぱいの私たちの笑顔が映っていた。

　スマホでもこんなによく撮れているのなら、現地のカメラマンに一眼レフで撮ってもらったウェディングフォトはよりきれいに撮れていることだろう。写真の仕上がりが俄然楽しみになった。

「夏なつ希き」

　先刻、夫となったばかりの彼──海かい都とが私の名前を呼んだ。海都は備え付けられたキングサイズのベッドに腰を下ろし、私を手招いている。

　一生に一度の思い出だからと奮発して、バリのウェディングプランのなかでも最も評判のいい五つ星ホテルのスイートルームをチョイスしたので、たったふたりで利用するのが忍びないほど部屋が広い。

　私のかけているどっしりとした猫脚のソファから、豪奢なベッドまでの距離を小走りして、ぴったりとくっつくようにとなりへ座ると、海都は私の肩を抱いて、こう囁いた。

「改めて、これからよろしく」

「こちらこそ……よろしくお願いします」

　照れ隠しに丁寧語で頭を下げると、海都がおかしそうに笑った。顔のパーツはシャープでクールなイメージがあるのに、笑うとくしゃっとなる顔が、ギャップがあってかわいい。私が一番好きな彼の表情だ。

「……思い出の場所で結婚式を挙げられてよかったよな」

　小さく息を吐き、彼がしみじみと言った。

「うん。披露宴は国内でしなきゃいけないけど、式は新婚旅行も兼ねてふたりで挙げてきていいって言ってもらえて、うれしかったな」

　一ヶ月後の七月初旬、私たちは会社や取引先の方々を招いて披露宴をすることになっている。海都はゆくゆくうちの会社を背負っていくことになるだろうから、関係各所へのお披露目の意図もあり、ふたりのというよりは会社の意向が色濃く反映されるイベントになる。

　だからこそ、結婚式くらいは自分たちの思うようにして構わないという、海都のご両親の配慮なのだろう。私も彼の立場はよくわかっているつもりだから異論はない。寧ろ、『ふたりきりで海外挙式がしたい』との我儘を聞いてもらえて、感謝しているくらいだ。

「一週間も休んだら、働きたくなくなりそうで怖いな」

「それはあるね」

　ふたりとも、この休みをもぎ取るために必死に仕事を片付けたものだから、いざ休みに入った途端どっと疲れが出てしまい、行きの飛行機ではお互いに爆睡してしまった。

　それから三日、式があったとはいえ、日本にいるときよりもずっとゆったりした時間を過ごしているように思うから、帰国していつもの生活リズムにすぐ戻れるか、正直自信はない。

「ま、でもたまにはこんな息抜きもいいよな。戻ったら、今度は披露宴の打ち合わせで忙しくなりそうだし」

「そうそう、それに引っ越しもあるから、のんびりできるのは今くらいだね」

　帰国したらやらなければならないことが盛りだくさんだ。ならばせめて今くらいは、こんな贅沢な時間の使いかたも許されるだろう。

　このスイートにはちょっとした庭のようなスペースがあり、日当たりもよく、プールや屋外用のカウチが設置されているから、まるで富豪にでもなったかのような非現実を存分に味わえそうだ。

「……夏希に出会えてよかったよ」

　私の肩を抱く彼の手に、少し力がこもる。

「私も、海都に出会えてよかった」

　付き合い始めて約一年だけれど、海都との出会いは七年も前に遡ることを、私たち以外は誰も知らない。

　私は愛する夫の横顔を見つめながら、彼と出会ったあの夜に思いを馳せた。
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　七年前の三月。大学の卒業式を終え、四月頭の入社式までの間に最後の自由時間を得た私──白しら浜はま夏希は、大学の同期である男友達ふたり、女友達ふたりとともに、卒業旅行を企画した。

　行き先はインドネシアのバリ島。「コスパのいいリゾート地で豪遊しよう！」と、友人のひとりである渡わた邉なべ晴はる教のり──ハルが提案してくれたのだ。

　ハルは私たち五人グループのムードメーカー的存在で、みんなをぐいぐいと引っ張って行ってくれる。明るい茶髪と、ちょっと目尻のつったぱっちりとした二重のイメージそのままの、ノリのいい男の子。その社交性で、グループ外にも友人は多い。

　そのハルの誘いに「いいね！」と真っ先に乗っかったのが厚あつ木ぎ佑ゆ衣い。女の子らしいゆるふわなパーマが似合う、明るくて包容力のある子。グループの同期で一番の仲良しだ。

　五人グループのなかで唯一のカップルである柏かしわ崎ざき侑ゆう真まと宮みや園ぞの來く未みも、「楽しそう！」とテンションを上げていた。

　かくして私たちは、学生生活最高の思い出を作るために、バリ島へ出発したのだった。

「やっと到着～。疲れたねー！」

　宿泊先のホテル内にあるコテージに到着するなり、トランクとトートバッグを投げ出した佑衣が、三つ並んだベッドの一番手前に飛び込んで言った。

　今日を含め四泊、私たち三人はこのコテージで過ごすことになる。ハルと侑真も敷地内の近くにある二名用のコテージを割り当てられている。

「トランジットありとはいえ時間かかったもんね。十時間くらい？」

「もっとでしょ。えーと……十三時間かな」

　適当に訊ねた私に対し、生真面目な來未は指を折りながら正確な時間を導き出す。

　移動に半日以上も費やしていたなんて驚きだ。実際よりも短く感じたのは、機内でも気の置けない友人たちとおしゃべりを楽しめたからだろう。

「到着が夕方なのは正解だったかも」

「言えてる」

　ベッドに寝そべったまま言う佑衣に、私は深く頷いた。ゆっくり身体を休めなくては、遊ぶ気も起きない。そういう意味では、このスケジュールで好都合と言えそうだ。

　私はぐるりと部屋のなかを見渡した。ここは学生に人気のあるコテージ型のリゾートホテルらしく、コテージ内の設備の古さに目を瞑ることができれば、ビーチや主要な観光地に近く、とてもリーズナブルな価格で泊まることができる。古いといっても最低限の清潔感は備えているので、個人的にはあまり気にならない。むしろ、豪華さよりも価格の安さを取りたい学生としては、理想的なホテルのように思えた。

　私と來未はひとまずコテージの入り口に自分たちのトランクと、ついでにベッドから動く気配のない佑衣のもまとめて置くことにした。

　ようやくひと休みとばかりに真ん中のベッドに腰を下ろすと、來未がとなりにやってきた。彼女の動きに合わせて、肩上の黒髪のボブがしゃんと揺れる。

「それより──夏希、心の準備はできてるの？　この旅行中、ハルくんに告白するんでしょ？」

　彼女が声を弾ませて訊ねた言葉に、心臓がどきんと高鳴る。

「う、うん……こんな風に頻繁に会えるのも最後だし、伝えるなら今しかないのかなって」

　ハルに片想いをしていた私は、この旅行が終わるまでに自分の気持ちを伝えようと決意していた。大学生活が終われば、みんな社会人となりそれぞれ違った就職先で働くことになる。卒業してもハルと一緒にいられる理由を作りたい。そのためには、ハルの彼女になるしかないのだ。

「わー、もう私のほうが緊張してるよー！　夏希とハルくんって仲いいし、お似合いだと思うよ」

　來未自身がそう言う通り、來未は緊張した様子で左胸を押さえている。普段から優しく思いやりに溢れる彼女は、自分自身のことのように捉えてくれているらしい。両手をぶんぶんと振る仕草は、彼女の小柄な容姿とあいまって、ちょこまかと動く小動物を思わせた。

「そ……そうかな」

　自信なさげに返事をしてみるけれど、本当のことを言うと手応えを感じていないわけではない。

　五人のなかでも私とハルは特によく話すほうだし、好きなバンドが同じで、ふたりきりでライブに出かけたこともあった。特別用事がなくても、何となくのノリでメッセージアプリで頻繁にやりとりし、そこから通話に切り替えることもあるし──『ただの異性の友達』という枠は、とっくに超えているだろう。

　ハルほど親しく付き合っている異性は他にいない。彼は今、お付き合いしている子はいないと聞いているし、彼にとっての私もそうであってほしいと願ってしまう。

「そうだよ。……ね、佑衣だってそう思うでしょ？」

　私とハルの仲のよさに太鼓判を押してから、來未は佑衣に話を振った。私がとなりのベッドへ視線を向けると、佑衣はゆっくりと身体を起こしてから、胸元までの緩いパーマヘアに手櫛を入れながら大きく頷く。

「……夏希、頑張ってよね。上手くいくように応援してるから」

「ありがと」

　にっこりと微笑を浮かべる佑衣。ふたりの温かい言葉に胸に抱いた希望が膨らむのを感じながら、私は笑ってお礼を言った。

　佑衣と來未に、ハルのことを打ち明けてよかった。普段、行動をともにするグループに好きな人がいる場合、そこのメンバーにカミングアウトするのはとても勇気が要る。

　來未と侑真はグループ内のカップルだけど、ふたりは五人で遊び始める前から付き合っていたから、意味合いが少し違う。もし私がまだ三年生だったなら、自分から告白をしようとは考えなかったかもしれない。告白して上手くいけばいいけれど、玉砕したら気まずく感じるのはお互いだけではなく、周囲もまた同じなのだ。

　せっかく気が合う仲間と楽しく過ごせているのに、壊すようなことはできないし、したくない。私がこうして告白に踏み切れたのは、どうせ卒業するから失敗してもいい、と思える環境だからという理由に尽きる。

　旅行に来る直前まですごく、すごーく悩んだけれど、ここまで来たらもう開き直るしかない。ちゃんと告白してハルの気持ちを聞こう。

　たとえだめだったとしても本人の口からそれを聞けば諦めもつくし、すっきりするだろう。

「ね、荷物の整理済ませたら向こうの部屋行こっ」

「うん！」

　佑衣の呼びかけに私と來未が頷く。私は三つ並んだトランクのそばにある棚を見た。そこには、さきほどホテルにチェックインする前にコンビニで購入したお酒やお菓子などがたくさん詰まっている。これを持って、男性陣ふたりが待つ部屋で飲み会をしようということになっている。

　五人揃ってみんなお酒が大好きなので、今夜も盛大に酔っぱらいそうな予感がする。戻ってきてすぐに眠れるようにと、明日の支度などをあらかた済ませてしまってから、私たちは自分たちのコテージを出たのだった。
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　海で泳いだり、観光したり、初めて食べるインドネシア料理に舌鼓を打ったり──バリで仲間と過ごした時間はどこを切り取っても楽しく、面白く、興味深いものだった。私にとっては初の海外旅行だったこともあり、現実世界と切り離されたみたいな、万華鏡のようなキラキラとした眩い輝きがあった。

　スマホには、ここ数日だけで仲間との写真が数えきれないほと増えた。私の人生でこんなにも充実した瞬間は他にないだろうというくらい、楽しいことだけで満たされた時間だ。

　でもそれも終盤。明日の夜にはバリを発ち、朝方、日本に戻ることになる。

　ということは、そろそろタイムリミットだということだ。勇気を出して、ハルに告白しなければ。

　本当はこんなギリギリまで引き延ばすつもりはなかったのだけど、楽しい旅行中にギクシャクしたくない──と、また弱気が顔を出してしまったのだ。　

　でももう大丈夫。楽しい思い出はたくさん作った。ここからは、ハルと私、ふたりだけの思い出を作る努力をしよう。願わくば、先々に恋人同士になった私たちが「あのとき気持ちが通じ合えてよかったね」なんて、振り返ることができるような、素敵な告白の思い出を。

　そう腹を決めたのに──

「っ……」

　はっと目を開け、ソファの背凭れから上体を起こすと、見慣れたコテージの内装が視界に飛び込んできた。

　ふたつ並んだシングルベッドの片方に、黒髪の男女の姿を見つける。どうやら、來未と侑真が力尽きて寝ているようだ。ナイトテーブルの上にはお酒の注がれたグラスや、おつまみやお菓子の入った紙皿がいくつも置かれている。

　バリに来てからというもの、それが決まりごとであるかのように毎晩男性陣の部屋で飲み会が開かれている。というのも、私たちの宿泊するホテルのあるクタ地区は、観光客が多いゆえにスリや置き引きなどが多く、治安の悪い場所だ。トラブルに巻き込まれないようにと、ディナーは外のレストランでサクッと済ませてから、お酒はホテル内でゆっくり楽しむことにしたのだ。安全が確保されつつ、財布にも優しいので、悪くない選択だったと思う。

　ただ──飲み過ぎて寝入ってしまったのは誤算だ。いざハルに告白するため、コテージの外に彼を誘おうとしたけれど……情けないほど緊張してしまった。どうにか気持ちを奮い立たせるためにハイピッチで飲んでるうちに撃沈してしまったというわけだ。

　手元のスマホで時刻を確認すると、二十一時半。飲み始めてまだ二時間も経っていないのに潰れるとは。それも、最大の目的を果たす前に。

　眠りこけていたせいで、この旅行に合わせて買ったお気に入りブランドのワンピースの裾がくしゃくしゃになっているので、座り直して整える。少しでもかわいらしい自分で想いを伝えるためにと選んだ、レモンイエローが目に鮮やかなこのワンピは、ノースリーブでフロントボタンがついたデザイン。スカート部分は三段ティア―ドになっている。いかにもリゾート向けなので、選んでいる時点から着るのが楽しみだった。

　そのとき、コテージ内にハルと佑衣の姿がないことにようやく気が付いた。部屋のなかは歩き回って探さなければいけないほど広くはないので、ソファの上で視線を彷徨わせるだけで十分だった。

　ホテル内にも小さなコンビニがあったはず。ふたりは買い出しにでも行ってくれているのだろうか。

　そんなことを考えながらスマホをワンピースのポケットにしまい、ソファから降りた。アルコールで身体が火照っているため外の空気に当たりたくて、外に続いている扉を肩で押し開ける。

「夏希に告白されたの？」

　その瞬間、佑衣のドキリとする言葉が聞こえてきて、私は扉を半分開けたままの状態で硬直してしまった。

「まだされてないよ」

「そっか」

　佑衣の安堵したような声を聞くなり、ハルが小さく笑った。

　扉の隙間から声の主を探してみる。ふたりはコテージの入り口付近に置かれているベンチに、扉を背にして座っているようだ。私と彼らの距離は二メートル程度。表情こそ見えないものの、会話の内容はもちろん、いい雰囲気だということも十分に感じ取れる位置だ。

「──何、妬いてんの？」

「妬くよ。ハルって夏希と仲いいから」

　ちょっとうれしそうなハルに、佑衣が拗ねた口調で言う。

「心配しなくても、オレには佑衣だけだから」

「本当？」

「本当。……告白されても、きちんと断る。約束する」

　ハルが佑衣のほうに顔を向けると、彼女もつられるように彼と向き合った。そのときハルが、佑衣の顔にかかった髪を指先で掬い、その緩く曲線を描く柔らかな髪を、慣れた風に彼女の耳にかけた。そうすると、さっきよりも佑衣の表情が見えやすくなる。

　佑衣は幸せそうに微笑んでいた。それから、恥じらった様子で口を開く。

「……ハル、うれしい。就職しても、ずっと一緒だからね？」

「当たり前だろ」

　ごく自然な所作で、どちらともなく顔を近づけると、ふたりはキスをした。

　唇が重なった瞬間、頭のなかにシャッターが引き下ろされる。これ以上見ていられなくなって、私は音を立てないように扉を閉め、忍び足でソファに戻った。足の力が抜けたみたいに、そこへぽすんと座り込む。

　心臓がバクバクして、今にも口から飛び出してきそうだ。

　……ハルが佑衣と付き合っていたなんて、ちっとも気付かなかった。

　──いや。そもそも。

　『……夏希、頑張ってよね。上手くいくように応援してるから』

　この旅行の初日、彼女は私にそう言ったはずだ。

　ふたりの雰囲気から察するに、少なくともこの旅行が始まる前には付き合い始めているのだろう。ハル本人も、私が告白する予定であることを知っていたようだから、事前に佑衣の口からハルへと伝えられていたと考えるしかない。

　気候は蒸し暑いくらいなのに、背筋がすっと冷たくなる。それまで酔っ払って眠っていたのがうそのように、すっかり酔いから醒めてしまった。

　じゃあ佑衣は、全部知ってて私を応援するふりをしてたってこと？

　私の気持ちが届かないとわかっているくせに、あんな台詞を口にするなんて──

「夏希、起きてたんだ」

　コテージの扉を潜り、ハルと佑衣が戻ってくる。ハルの声で顔を上げると、ふたりが繋いでいた手をぱっと離したのがわかったけれど、私はそれに気が付かないふりをして口元に笑みを作った。

「うん。ごめ―ん、いつの間にか寝ちゃってた」

「結構飲んでたもんな。何でか侑真と來未が一緒になって酔っ払って、あの通りだよ」

　それぞれ明後日の方向を向きながら眠りに落ちているふたりを顎先で示し、ハルがおかしそうに言った。

「夏希、水飲む？」

　佑衣も、まさかさっきの会話が聞かれていたとは気付いていない様子で、心配そうにそう訊ねてくれる。私は首を横に振った。

「ううん、平気。……私、外の空気吸ってくるね」

　このまま三人で過ごして、平気でいられる自信がなかった。私は少しでも早くこの地獄から逃れようと、気まぐれを装って立ち上がった。

「え、ひとりで？」

「オレ、ついていこうか？」

「大丈夫、その辺少し歩いてくるだけだから」

　時間も時間だし、ひとりにさせるのはよくないとでも思ったのだろう。ちょっと驚いて訊ねるふたりにそう言い、彼らの横を通り過ぎて扉の前に立った。

「気を付けてね」

「うん、ありがと」

　私は佑衣に感情の伴わないお礼を言うと、振り返らずに扉の外に出た。

　入り口にほのかな明かりの点ったコテージの間を進んでいく。行き先なんて決まっていない。あのふたりから遠ざかることができれば、どこへでも構わない。

　失恋したのと同時に、大切な友達をひとり失ってしまった。

　泣いちゃいけないと思うけれど、涙は勝手にこぼれてくる。右手の人差し指で両目の下瞼を拭った。面と向かってぶつけることのできなかった悲しみや悔しさが、あとからあとから溢れてくる。

　私は今、ひどい顔をしているに違いない。……こんな顔、みんなに見せられないのに。

　ガーデンを抜け、無人のロビーを抜けるとホテルのエントランスに出る。

　行き場のない私は、唐突に海が見たくなった。失恋して海が見たくなるなんて漫画の読み過ぎかと自分で突っ込んだけど、コテージに戻るわけにもいかないし、静かな波音を聞きながら気が済むまでひとりでいるのもアリか。

　ちょうどホテルの真向かいにはビーチがある。ホテルの外に出るのはちょっと危ないかなとも思うけれど、目と鼻の先だし大丈夫だろう。

　私は楽観的に構えてエントランスを出て、道路に出た。街灯の少なさもあって、昼間の雰囲気とは全然違う。

　サワサワと葉の擦れる音や、名前も知らない虫の声が聞こえたりして、何だが少し不気味だ。早いとこビーチに行こう──そう思ったとき、

「Ｈｉ」

「ひゃっ！」

　背後から声をかけられ、思わず変な声を出してしまった。恐る恐る振り返って目を凝らしてみると、男性の人影があった。

「Ｈｏｗ，ｓ　ｉｔ　ｇｏｉｎｇ？」

「あ……」

　流暢な英語に戸惑っていると、その人物は二歩、三歩と私との距離を詰めてくる。それに伴い、相手の容貌がわかるようになってきた。日に焼けた肌に彫りの深い顔立ちは、外国人で間違いない。表情には軽薄そうな笑みが浮かんでおり、長身で、派手な柄のシャツと白いハーフパンツを身に着け、ぺたぺたと音の鳴るビーチサンダルのようなものを履いている。

　本能的に、この人は『よくない人だ』と思った。論理的な理由なんてないけれど、こういうときの予感は当たるようになっている──気がする。

　私は慌てて踵を返し、引き返そうとした。けれど背後を見せた途端、私が走り出すよりも早く、相手が私の右手首を強く掴んでそれを阻止する。

「っ!?」

　掴んだ手をぐっと引かれた瞬間、背筋にヒヤリとしたものが走る。

　何か早口で言われたけれど、聞き取ることができなかった。でも、何となく湿ったニュアンスで、それがいやらしい言葉なのだろうということだけはわかった。

「やっ──！」

　男は勢いのまま私を地面に引き倒すと、私の上に馬乗りになった。暗闇に慣れた瞳が、まるで飢えた獣のように興奮した眼差しを捉える。

　このままじゃいけない。どうにかしなきゃ。

　頭ではわかっているけれど、恐ろしさで身体が動かない。

　男の唇から覗く舌が、ゆっくりと下唇を舐める。その舌先の動きを視線で追いながら、私の身体は魔法にかけられたみたいに、固まってしまうばかりだ。

　得体の知れない男の存在は、私から冷静な判断力と行動力とを奪い去ってしまった。思考を恐怖で塗り潰されている今の私は、蜘蛛の巣にかかった蝶も同然。逃れられなければ、喰らい尽くされるしかない。

　男の顔が近づいてくる。いかにも獰猛で粗野な男の表情は、下衆な笑みによって歪められている。

　その瞬間、全身に鳥肌が立ちそうなほどの拒否感が襲ってきた。

　──嫌だ。こんな男に触れられたくない。

　こんなはずじゃなかった。私の思い描いた卒業旅行の結末は、ドキドキとした心地よい高揚感や、幸福感に彩られているはずだったのに──

　海が見たいだなんて安易に行動したことを、心の底から後悔して絶望しかけたとき、男の頭上に何かがヒットして、身体の力が抜けたのがわかった。

　それがビールの空き缶であると気付いたのは、バウンドしてカラカラとした音を立ててからだ。その一瞬の隙をついて彼の拘束から抜け出し、私は身体を起こした。

「それでいい。あとは任せろ」

　空き缶が飛んできた方向から、男性の声が聞こえた。日本語であることに驚きつつ、視線の先で声の主を探した。すると三メートルくらい先に、別の人影を見つける。

　邪魔が入ったことを知った男は、私でも知っているような汚いスラングをいくつか口にしながら、再び私を捕まえようと迫ってくる。すると、日本人らしき彼が私と男の間を割って入るように駆け出し、男の急所を蹴り上げた。

「──戻るぞ。走れるか？」

　声にならない悲鳴を上げてその場に崩れ落ちる男を後目に、彼が促す。

　……この人は、私を助けてくれているのだろうか？

　急展開に頭がまったくついていかない。彼に従っていいのかどうかの判断が、瞬時には下せなかった。

「しっかりしろ。早く！」

「は、はいっ」

　彼に一喝されて目が覚める思いだった。

　そうだ。しっかりしなきゃ。このままじゃいけない──ここから逃げよう！

　私は彼を追いかけるように、ホテルまでの道のりを駆け出したのだった。

　

「……ここまで来れば、もう平気だろ」

　息を切らしながら再びエントランスを潜り、ホテルの敷地内に入ると、周辺の明かりに照らされてようやく彼の姿がはっきりと見えてきた。

　清潔感の漂う黒髪の短髪に、真っ直ぐ直線を描く眉。切れ長の一重の瞳。鼻梁は高く、薄く形のいい唇。ありていに言えば、クールな顔立ちのイケメンだ。おそらく私と同年代。Ｔシャツとジーンズという格好がラフになりすぎずこなれて見えるのは、長身で手足が長いからだろう。そういえば、さっき外国人の男と並んだとき、あまり身長差がなかったことが頭を過った。

　彼もこのホテルの宿泊客なのだろうか。何も訊かれずここまで連れて来られたけれど、どうして私がここに泊っていることがわかったのだろう。

　訊ねようとして、その質問が無意味であることに気付いてやめた。私の軽装を見れば、近隣からやってきたと推測するのは容易だろう。

　念のためにロビーに続く扉を潜った先で立ち止まり、彼と向かい合った。

「あ……ありがとう、ございます」

　私はスカートや足についた砂を払いながらそのイケメンにお礼を言うと、彼は整った顔を不機嫌そうに歪めた。

「こんな時間に女のひとり歩きって、危ないと思わなかったのか？」

「…………」

「アンタ、日本人の旅行客だろ。何だってホテルの外をフラフラ歩いたりしてるんだよ。まさか襲われるのを待ってたわけじゃないだろうな」

「そ、そんなわけないじゃない！」

　まるで期待していたような言い方をされて、思わず感情的に言い返してしまった。けれど、もし目の前の彼がいなかったら、下手するとそれが現実になっていたのかもしれないと思い直し、深呼吸をひとつして、気持ちを落ち着けてから続ける。

「……海に行きたくて」

「海？」

　どうしてこんな時間に、とでも言いたげな訊き方だった。無理もない。私が彼の立場でも、同じように返すだろうと思うから。

「──まあいいや。とにかく、大人しく部屋に戻っとけ。海なら明日にでも行けばいい」

「……やだ」

　私は首を横に振った。仲間たちのいるコテージに戻る気はしない。

　侑真と來未はまだ寝ているだろうから、今、ハルと佑衣はふたりきりだ。お邪魔虫にはなりたくないし、仮にふたりの関係を打ち明けられたとしても、それを受け止める心の余裕がなかった。

　女子三人が使っているもう一方のコテージに戻るという手もあるけれど、そちらにハルと佑衣が移動していないという保証もない。とにかく今は、ふたりと顔を合わせたくない。

「……やだ、って。子どもか」

　イケメンが呆れてため息を吐いた。

「だって、やなんだもん」

「ああ、そう。なら好きにしたらいい」

　疲れた風に言うと、彼はコテージが並ぶガーデン側の扉に手をかけた。

「え、行っちゃうの？」

「当たり前だろ」

「そんな、待ってよ。見捨てる気？」

　私が咎めると、彼はもうひとつ、もっと大きなため息を吐いてから私を振り返った。

「……あのなぁ、人聞きの悪いこと言うなよ」

　私は今、彼にとって非常に面倒くさい人間なのだろう。そういう自覚は多分にある。でも行き場がない私としては、せっかく出会えた話し相手をみすみす取り逃がしたくない。

「部屋に戻れない事情があるの。お願いだから、もう少しだけ付き合ってよ。……だめ？」

　もしここが日本だったら。失恋した直後じゃなかったら。見知らぬ彼にこんな大胆なお願いはしなかっただろうと思う。異国の地という普段と切り離された空間であることと、心に多大なダメージを負ったことで、何かに寄りかかりたい衝動に駆られていたのかもしれない。

　この際、海じゃなくてもいい。胸の奥にある重苦しいものを紛らわせてくれるのならば、何だって、誰だって構わないのだ。

　彼は私をじっと見つめて、どうするべきかを考えているようだった。私も張り合うかのように彼を凝視する。

「……仕方ないな。俺は自分のコテージに戻るけど、着いてきたかったら好きにしろ」

　折れたのはイケメンだった。私は彼のあとに着いて、ガーデンに出た。

　彼のコテージは私たちのコテージとは逆側にあった。ほとんど同じ造りの小部屋の両サイドにはシングルベッドが二つ置かれているから、ここは二名用なのだろう。

「同室の人は？」

「他の友達のコテージで飲んでる。多分、しばらくは戻ってこないだろうな」

「そうなんだ」

　仲間内での旅行は、どこも似たり寄ったりみたいだ。

　ソファに促され、腰を下ろした。私のコテージにあるのとそっくりそのまま同じ、ラタンのフレームに、キナリのキャンバス地のファブリックが、いかにもバリっぽい。木彫りの掛け時計もまったく同じデザインで、針先は二十二時すぎを示している。

　備え付けのミニ冷蔵庫から何かを取り出したイケメンは、私に目で合図をしてからそれをこちらに投げてよこした。キャッチして見てみると、さっき私を襲ってきた外国人の男の頭上に落としたのと同じラベルの缶ビールだった。

「飲めば」

　ソファと向かい合う位置にあるスツールに移動してきたイケメンが言う。私は冷たい缶を握りしめ、白地に赤い星が煌めくラベルと睨めっこしながら考える。

　今夜はもう結構飲んでいるから、控えたほうがいいのかもしれないけど……。

「それとも、水かジュースのほうがいい？」

「ううん。頂くね」

　脳裏に、ベンチでイチャつくハルと佑衣の姿が浮かんだ。私はそれを掻き消したい一心で、ビールのプルタブを開けた。私の所作を確認してから、イケメンも自分の分の缶ビールのプルタブを開ける。。

「乾杯しとく？」

　そのままイケメンが缶の飲み口を自身の口元に運ぼうとしたので、すかさず訊ねた。彼は一瞬きょとんとしたけれど、噴き出して笑う。

「……そうだな」

　ともすれば冷たい雰囲気がある彼だけど、意外にも、笑うと顔がくしゃっとなってかわいい。心の中でそう思ったけれど、口には出さなかった。

「じゃ、乾杯」

　彼がそう言って缶ビールを前に突き出してきたので、私も缶を持つ手を伸ばして、缶の縁を軽く触れ合わせた。

　冷たいビールが喉奥を落ちていくと、心地よさでこの三十分強の間の出来事がまるっと幻だったかのように思えてくる。けれど、そうであれば目の前の彼とお酒を飲んでいるこの状況はあり得ないだろうと思い直し、やはり現実だったのだと、ひっそり落胆してしまう。

　──沈んじゃダメだ。せっかくこのイケメンに付き合ってもらってるんだから、今は自分のことは考えないようにしよう。

「アンタ、大学生だろ」

　「何でわかるの？」とばかりに瞠目すると、イケメンはおかしそうに瞳を細めた。

「俺もそうだから。ここ、卒業旅行で人気あるって聞いてるし、多分そうかなって」

「てことは、あなたも卒業旅行？」

「そう。でもあんまり実感ないよな。四月になったらどんな生活してるか、あんまり想像ついてない」

「わかる。学生じゃなくなるのってどんな感じなんだろうって思うよね」

　イケメンの言葉に深く頷く。私も四月からは福祉施設の運営会社で働くことになるのだけれど、まだ企業の一員になって働くという感覚がわからなくて、不安のほうが大きかったりする。

「少なくとも、しばらくこんな長期の休みは取れなさそうだけどな」

「言えてるね」

　私たちは顔を見合わせて笑った。初対面なのに、彼とは不思議とテンポが合うというか、無理しなくても会話のキャッチボールを楽しむことが出来た。異国で仲間以外の日本人とかかわるとは思ってなかったのもあり、この寛大なイケメンに対して親近感を覚えたのもある。

「──そうだ、まだ名前聞いてなかったね。教えてよ」

　彼に対する興味が急速に高まり、私が訊ねた。

「訊いた方が先に名乗るもんじゃない？」

「ここは外国なんだからレディファースト。教えて？」

「レディファーストって欧米の文化だった気がするけど」

　納得いかなそうに首を捻らせていたけれど、嫌というわけではなさそうだ。イケメンは手にしていた缶を、ソファと揃いのラタンのローテーブルの上に置いた。

「俺は、アオノ、カイト」

「字はどう書くの？」

　漢字が『青あお野の海都』であることを知り、それが面白かった私は声を立てて笑った。

「いかにもバリ島っぽいリゾートちっくな名前だね。青の海って」

「知ってる。で、アンタは？」

　きっとこれまで、似たようなことを繰り返し言われてきているのだろう。イケメン──もとい、青野くんは苦笑を浮かべ、ボールを返してくる。

「シラハマ、ナツキ。漢字はそのまま。白に浜辺の浜と、夏に希望の希」

「マジ？」

　青野くんはそれまでより少し大きい声で訊ね、そして笑った。

「アンタも他人のこと言えないだろ。白い浜って、十分バリ島っぽいしリゾートっぽい」

「だよね。さっき青野くんに言いながら、ブーメランだなって思った」

　このバリ旅行を計画したとき、佑衣と來未が「夏希にぴったりの行き先じゃない？」とはしゃいでいたのを思い出し、彼に対する親近感はさらに増した。

「あんまり苗字で呼ばれ慣れないから、海都でいい」

「じゃあ海都で。私のことも夏希でいいよ。同じく、名前で呼ばれるのがほとんどなんだ」

「夏希な。わかった」

　呼び捨てには慣れている名前なのに、イケメンに呼ばれるとドキドキしてしまうのは仕方がないことなのだと自分に言い聞かせつつ、微かな高揚を悟られないように缶の中身を嚥下する。少し軽くなったそれをテーブルに置いて、私はふと気が付いたことを訊ねるべく口を開いた。

「今さらだし、私が訊くのも何だけど……他の仲間は飲み会してるんでしょ？　戻らなくていいの？」

「いいんだよ。どうせこれから毎晩お祭り騒ぎなんだ。初日くらいゆっくりして体力を温存させておきたい」

　どうやら海都たちは今日バリに降り立ったばかりらしい。楽しい旅行の幕開けだというのに、ひとり別行動というのは妙な気もするけれど、それを言えば私だってバリの最後の夜をこうして見知らぬ男性と過ごしているわけだから、突っ込むことはできなかった。

「夏希のほうこそ、戻らなくていいのか？　何か、ワケありみたいだけど」

　当然、訊かれるだろうと予想はしていたけれど、いざ訊ねられると言葉に詰まる。私は慎重に言葉を選びながら言う。

「……今は、ちょっと戻れないんだ。戻りたくないってほうが正しいかな」

「ふうん。堪らず外に飛び出したってところか。……別に答えたくなければ答えなくてもいいけど、何があったんだ？」

　海都は訊ねながら、私の胸の内を探るようにじっと見つめてくる。

「学生時代を締め括る楽しい旅行の最中、夜に女ひとりで海に行こうなんて考えるほどのことがあったわけだろ」

「笑わない？」

　言わないで適当に誤魔化すこともできたけれど、彼とビールを飲んでいるうちに、忘れていた酔いを思い出したようだ。気持ちが大きくなって、むしろ聞いてほしいとさえ思えてくる。

「そんなの、聞いてみなきゃ約束できない」

「じゃあ言わない」

「冗談だ、怒るなよ」

　私がつい口を尖らせると、海都がまた顔をくしゃっとさせて笑った。疲弊した心が、その笑顔に癒される。

「別に笑われてもいいや、言っちゃう」

　たとえどんな反応でも話すつもりだったから、私は開き直って続けた。

「失恋したの。大学の同期五人グループで旅行に来て、そのなかに好きな人がいるのね。で、今回の旅行で告白しようって意気込んでたんだけど、一緒に来てる別の女友達と付き合ってるって知っちゃって……でも納得できないんだよね。女友達は、私が好きな人に告白するの知ってて『頑張ってね』とか言ってくれたけど、私と好きな人が付き合えるわけないって、その子が一番わかってるはずでしょ」

　言いながら目を閉じると、まぶたの裏にハルと佑衣の顔が浮かんできた。五人でいるときとは違う、甘い雰囲気をまとって笑い合うふたりを思うと、胸が締め付けられるように痛んだ。

「これ、結構悲惨だよね。笑うなら笑っていいよ」

　いっそ自分が笑い飛ばしてしまおうと、声を立てて笑ってみせながら、そう促してみる。

　ところが、目を開けて海都に視線をやると──彼は真面目な顔で私を見つめていた。

「笑わないんだ」

「笑わない。ってか、俺には笑えなかったわ」

　どういう意味だろう。不思議に思いつつ、きまり悪そうに後頭部を掻く彼の姿を眺める。

「……一緒だから。俺も、失恋した」

「うそ」

「本当。好きな子に彼氏がいるのを、ついさっき知った。しかも、その彼氏って俺の友達で、今別のコテージで飲んでる。ちなみに友達は、俺がその子のこと好きなの知らなくて、幸せそうに報告してきた」

「うわぁ」

　詳しく話を聞いてみる。彼は仲のいい男友達三人と旅行に来ており、そのなかのひとりが、海都が片想いしている女友達とつい最近付き合い始めたとカミングアウトしたらしい。仲間たちからひとり外れて行動していたのは、そういうわけだったのか。

　うれしくない偶然。わたしがぽかんと口を開けたまま聞いていると、海都が苦笑する。

「俺も結構悲惨じゃない？」

「悲惨だね。笑える」

「笑うな」

　海都がすかさず突っ込んだので、私は余計におかしくなってまた笑った。

「っていうか、さっき外で海都に怒られたけど、私が怒られる筋合いなくない？　海都だって外にいたなら、私と同じように失恋してホテル飛び出したわけでしょ」

「失恋したらとりあえず海見に行くだろ」

「何それ、ベタすぎない？」

「夏希がそれ言うか？」

　私たちは顔を見合わせて、ふたり同時に噴き出してしまう。

　失恋の直後なのに、ましてや危うく襲われかけた直後なのに、こんなに楽しく笑えている自分が不思議でたまらない。失恋したからこそヤケになっているのかもしれないけれど、それでも心のなかにじわりと温かなものが満ちていくのがわかる。

　それから海都と、時間を忘れるほどおしゃべりに夢中になった。

　まるで昔からの知り合いかと錯覚するみたいに、彼との会話は楽しく弾んだ。似通った要素をいくつも持ち合わせている私たちは、話の調子もテンポも奇妙なくらいに合致していて、たまに生じる会話の空白すら心地よく、気にならなかった。

　バリを去れば、今後海都とは会うこともないのだろう。それがもったいないと思ってしまうほど、私は彼に強い関心を抱いていた。

　お互い三本目のビールを飲み切ったところで、スマホにメッセージが届いていることに気付いた。開いて確認してみると、佑衣からだった。

『夏希、大丈夫？　具合でも悪いの？』

　時刻は二十三時になろうとしていた。一時間以上も席を外していたため、何かあったのではと心配させてしまったようだ。

『ううん、大丈夫。今ホテルのバーで他の日本人と盛り上がってるところ。もう少ししたら戻るね』

　さすがに、知らない男性のコテージにいますとは言い辛かった。

　リゾートホテルというだけあって、ホテル内にはカフェバーのような店がいくつかある。そのなかには、夜間にも営業している店もあるので、要らぬ心配をかけないように、そこにいる体で返事を送った。すぐに既読のマークがついて、さらにメッセージが届く。

『よかった、酔ってたからどこかで倒れてるのかと思った。了解、ハルと起きてるようにするから、好きなときに帰っておいでね。まだ告白、してないんでしょ？』

「……」

「どうした？」

　スマホに視線を落としたままの私に、海都が訊ねる。

「……例の女友達が心配して、連絡くれた」

「それだけか？」

「え？」

　間髪入れずにもう一度訊ねる彼に、私はようやくスマホから視線を外し、顔を上げた。

「いや。一瞬、すごく傷ついた顔してたから」

「……すごいね。超能力者みたい」

　会ったばかりの彼に、隠そうとした負の感情を言い当てられてしまって驚く。私がわかりやすい反応をしてしまっただけなのかもしれないけれど。

「その女友達が『好きなときに帰ってきて』って。『まだ告白してないでしょ？』って──告白なんかしたって意味ないのにね」

「……」

「これでも、学科で一番仲いい子だったんだよ。だから卒業旅行も一緒に来たわけだし。……バレてないからって、こういうメッセージが来ると堪えるね」

　言いながら、自分でも声が震えるのがわかった。鼻の奥につんとした痛みが広がり、視界がぼやけたすぐあとに、スマホを握りしめる指先にぽたり、ぽたりと涙の滴が落ちた。

「ごめん。泣くつもりなんてないんだ。……でもダブルパンチはキツいよ。知った直後は気が動転してたのもあって笑ってやり過ごせたけど、時間が経ったらいろんな感情が込み上げてきちゃって……ふたりの顔見たときに、冷静でいられる自信がない」

　泣いたら海都を困らせてしまう。そう思って、溢れる涙を指先で拭って止めようとするけれど、涙腺は私の意思に反して緩むばっかりだ。

　結果として泣きじゃくる私の横に海都が移動してくる。そして、私が落ち着くまで、背中を優しく撫で続けてくれた。

「夏希の気持ち、よくわかるよ」

　ようやく目頭から溢れるものが止まったとき、海都が呟く。

「……ありがと」

　今、私の気持ちを限りなく理解してくれるのは、となりにいる彼に違いない。だから彼が発した言葉も、ただの慰めなんかじゃなく、実感を伴ったものとして心に落ちた。

「海都が助けてくれて……こうして話を聞いてくれて、よかった」

　彼に身体を向ける形で、私の背を撫でてくれるＴシャツの肩口をきゅっと掴み、彼を見つめる。長身の彼に対しては、座っていてもほんの少しだけ見上げるような位置になる。

　もし海都がいなかったら、と心細く思う。あのまま粗野な男にいいようにされてしまっていただろうし、こんな風にやりきれない感情を吐露することもできなかったはずだ。

　どちらが促すわけでもなく、そうすることが自然であるかのように、私と海都は身を寄せ、抱きしめ合った。細身に感じていた彼の、思いがけない胸板の厚さを頼もしく思いつつ、首元に顔を埋めると、ふわりと彼の香りが鼻腔をくすぐる。いつも視線で追っていたハルのそれとは違う、知らない男の人の匂い。

「俺たちって、似てるよな」

　耳元に落ちる低音が、頬で触れ合う彼の胸に響いてドキドキする。

「私も同じこと考えてた」

　私と彼はとてもよく似ている。年齢や、環境や、抱えている傷まで。だから一緒にいると、こんなに居心地がよく感じるのだ。

「……どうする、戻るか？」

　あくまで優しく、私に委ねるトーンで海都が訊ねた。彼の胸に凭れ逡巡する。

　佑衣が心配してくれているのは本当だろう。多分ハルもそう。でなければ、やっとふたりきりになったのだし、私なんて気にせず、お互いのことだけを考えていればいいはずだ。

　ふたりを安心させるためにも、戻らなければいけないのはわかっている。

　わかっているのだけれど──

　私は小さく首を横に振った。

「もう少し、海都と一緒にいたい」

　我儘に輪をかけた切望。私を抱き留める彼にとっては、いい迷惑なのかもしれない。なかば無理やり付いてきたような経緯もそうだし、このコテージで一緒に寝泊りするだろう彼の仲間だっていつ戻ってきてもおかしくはない。いつまでもここにいられないのは承知している。

　でも、言わずにはいられなかった。身体を寄り添わせたまま、彼の表情を仰ぎ見て窺う。

「俺も」

　すると、予想外の返事が返ってきて、「え」と小さく声がもれた。聞き間違いかと彼の言葉の続きを待つみたいに、緩い弧を描く薄い唇を見つめる。

「──もっと夏希といたい」

「……うれしい」

　ゆっくりと、彼の唇が私のそれに近づいてくる。私は何の躊躇いもなく、その柔らかな感触を受け入れたのだった。





◆◇◆






「夏希、本当にいいの？」

「……うん」

　私が頷くと、海都は私の肩をそっと押して、ベッドに横たわらせる。

　もしハルへの想いが通じたら、この旅行中に身体を求められる展開もあり得ると思っていた。だからいつそのときが来てもいいように日数分のかわいい下着を揃えたし、触れ合ったときにガッカリさせないように、ボディミルクを身体中に入念に塗って旅行に備えていたのだ。

　でもまさか、その相手がハルではなくて初対面の男の人になるとは──この状況に、自分自身が一番びっくりしている。

　普段の私はガードが堅いほうだと思っていて、男性とその場限りの関係を持った経験はない。寧ろ、こういうのは恋愛感情の延長線上にあるものだと考えているから、こっち方面に奔放な友人の話を聞いて「私には無理だな」と思っていたくらいだ。

　じゃあどうして、と自問するけれど、明確な答えは出ない。失恋してヤケになったとか、その場の空気に呑まれてとか、そういう理由もゼロではないけれど、最たるものは視線の先にいる彼のことをもっと知りたいから。そのための最短距離であるからなのだろうと思う。

　知りたいから関係を持つというのは、短絡的すぎる考え方であると理解している。それでもなお彼に身体を許そうとしているのは、間違いなく、彼に惹かれているからだ。

　異性として海都と触れ合ってみたい。そんな衝動を抑えられなくなったのだと思う。

「夏希」

「ん……」

　海都の片膝がベッドに乗ると、微かに軋んだ音が響いた。名前を呼ばれて彼の目を見つめると、彼の眼差しがふいに優しくなる。

「緊張してる？」

「っ……何でそんなこと訊くの？」

「見てればわかる」

　慣れていない雰囲気はしっかり彼に伝わってしまっているみたいだ──恥ずかしい。私は頬がかあっと熱くなるのを感じた。

「だって……だ、誰とでもこういうことするわけじゃ、ないし」

「ふうん。俺だからしたいって思ってくれてるわけ？」

「……しっ、知らないっ」

　意図せず彼への好意を伝えてしまったことに焦って、私は小さく喚いた。恥ずかしさとともに、失恋直後に別の男性に気があるような素振りを見せるのは、いくら何でも誠実さに欠けるだろうと思ったからだ。

「うれしいよ、すごく」

　けれど海都は気にすることなく、寧ろ言葉通りうれしそうに頬を緩ませた。それから、照れくささで何か言葉を紡ごうとする私の唇を塞ぐようにそっとキスをする。

「んっ……」

　吸い付いては離れてを幾度か短く繰り返したあと、彼は鼻先を私のそれにくっつけて、至近距離で見つめてくる。

「あ……あんまり、じっと見ないで」

　散々泣いて、アイメイクが崩れているのはわかっている。視線を俯けて消え入りそうな声で言うと、彼の片手が私の頭をぽんと優しく叩いた。

「大丈夫、かわいい」

　唇に、頬に、首筋に、柔らかな唇が触れるたびに、私の口から切なげな吐息がこぼれる。

　彼は同時に私のワンピースのフロントボタンを途中まで外すと、露になった胸の覆いの上から膨らみに触れた。

　とっておきのブラは、普段の自分にはかわいすぎると敬遠するベビーピンクがベースで、表面がシフォン生地になっている。彼の体温が乗ってすぐ、指先は覆いの下の感触を確かめるようにゆっくりと上下する。

「ふ……ぁ……」

　最初は片手で。すぐにもう片方の手も反対側の膨らみに触れ、同じように覆いの上から愛撫する。

「直接触るよ」

　緊張し通しの私に気を遣ってくれているのか、海都はそう一言かけてからカップとの間に指先を差し入れ、左右の膨らみを覆いの上に露出させる。ふるりと震えてこぼれ出る膨らみを、温かい指先が弄った。

「きれいなピンク色。おいしそう」

「ぁっ……！」

　しばらく膨らみの輪郭を撫でていた彼だけど、緊張と興奮とで頭を擡げる頂を見つめて呟くと、そこに口付けを落とした。柔らかな唇がふにふにと頂を圧し潰したあと、やや唇を尖らせて吸い付く。

「んぁっ！」

　独特の快感に身を捩り、大きな声を発してしまう。私はハッとしてコテージの扉のほうへ視線を滑らせる。

「平気だよ。さっき夏希も確認しただろ？」

「そう、だけどっ……」

　顔を上げ、私の表情を見て笑う海都。確かにベッドに移動する前、「邪魔が入らないように」とコテージの内鍵をかけていた。

「──でも、あんまり声が大きいと、誰か覗きに来たりはするかもな」

　意地悪く囁きを落としたのは、私の羞恥を煽るためなのだろう。彼はそれだけ言うと、再び胸の頂に吸い付き、愛撫を再開する。

「ふ、あぁ……舐めるの、だめっ……」

　唇で挟んで吸い付きながら、合間に舌先をぷっくりと膨らんだ先端部分に押し付ける。ざらざらした舌先が頂に触れ、扱かれるたびに、下腹部にきゅんきゅんとした疼きが走る。彼の忠告通りになるべく声のボリュームを抑えようと、片手で口元を覆った。　

「だめって反応じゃないけどな──あぁ、汗かいてる」

　私が発した言葉を揶揄しつつ、海都はワンピースのボタンを裾まで外して袖を抜き、脱がしてしまう。おそらく、服が汚れないようにとの配慮なのだろう。

「……い、今さらだけど……明かり、消しちゃだめ？」

「何で？」

「何でって、それは……恥ずかしいからに決まってるじゃない」

　ワンピースを取り払われた私が身に着けているのはブラとショーツだけ。こちらを見下ろす海都に、このあと余すところなくすべてを晒すのだと思うと、急に心許なくなったのだ。

「却下」

　ところが、彼は私の提案を一蹴した。咎めるように彼の瞳を見上げる。

「──夏希はきれいだ。肌は白いし、スタイルもいい。恥ずかしがる必要なんかない」

「ふ、ぁ」

　諭すように穏やかに言いながら、言葉の内容をなぞるように、彼の指先が頬に触れ、首筋を撫でる。そこから胸の膨らみを通り、脇腹を撫でた。羽で触れるようなじれったさに、ぞくぞくと肌が粟立つ。

「背中浮かせて」

　言われるがままにすると、彼は片手をそこに差し入れて、素早くブラのホックを外した。そして肩ひもを抜いてしまうと、ワンピースと一緒に傍らにまとめてくれる。

「……慣れてるね」

　ひとりごとのように私が呟く。触れ方で何となくわかっていたけれど、今ので確信した。海都はとても女性慣れしている。

　それもそうか。長身で、イケメンで、頼りがいがあって。そんな男性を、女性のほうが放っておくはずがない。大学時代にもし彼と出会っていたのなら、私もきっと彼を想う女性のひとりになっていたはずだ。

「そんなことないけど」

　私の言葉を拾った海都が、凛々しい眉を上げて笑った。頭のなかで「どうだか」と返す。慣れてる男性ほどそう言うのだろう。音にしながったのは、追及しても仕方がないからだ。

「気持ちよかった？」

　覆いのなくなった膨らみをするりと撫でた手が、腹部を通って下肢に達する。ピンク色の生地の中心がワントーン濃くなっていることに気付くと、その場所を示しながら訊ねる。

「……意地悪。わかってるくせに──ぁんっ……」　

「ちゃんと言葉で伝えてもらった方がうれしいからな」

　私の膝を片方立たせたあと、海都の指先がその場所を小刻みに刺激する。シフォン生地の上から、秘裂をなぞるみたいに上下に指の腹で擦られるうちに、どんどんと熱を保ってきた。

「ぁ──そこ、はぁっ……！」

　興奮とともに入り口からとろりと蜜が溢れ出す。それが潤滑油となり滑りがよくなると、ほんの少し大胆に動くようになった彼の指が、入り口の上に隠れた敏感な突起を掠めてくる。直接的な刺激は強い快感となり、私は思わず脚を閉じようとした。

「だめだ。ここが夏希の気持ちいいところなんだから」

「ぁあっ……！」

　やんわりと、けれどしっかり制されて、指先は布越しに感じやすい突起を追いかけるみたいな動きに変わった。びりびりと電気が駆け抜けるような感覚に、だんだんと声が抑えられなくなってくる。

「たくさん濡れてきたのわかるだろ？」

「っ……」

　溢れ出た蜜を吸った布地に触れる海都には、顕著に反応していることがすぐにわかってしまう。私は羞恥のあまり言葉を詰まらせた。

「ここ、すごく熱い。それにぐちゃぐちゃ」

「言わないでっ……」

　身体の高ぶりを具体的に指摘されると、どんな顔をしていいかわからない。哀願がこぼれた唇を塞ぐかのように、彼がキスをした。

　さっきと同様に、唇をくっつけたり離したりしながら、舌先を伸ばした彼が私もそうするようにと仕草で促した。おずおずと舌先を伸ばすと、彼のそれと触れ合い、上下の位置を入れ替えながら絡ませる。

　キスを交わしている間も、ショーツ越しに秘裂を撫でる手は止まらない。下着の上から、私が平静ではいられなくなる小指の先ほどの粒を刺激され、確実に快感のゲージを上げていく。

「やぁっ……ぁはぁっ……それ、すごいぃっ……！」

　感覚の鋭い場所だからこそ、擦られるほどにもっと、もっとと刺激をほっしてしまう。だんだんともどかしさを覚えた下肢は、無意識のうちに両脚を擦り合わせ、彼の指先の感触を貪欲に味わおうとする。

「……直接触ってほしい？」

　意図的にじらしていたのか、それとも両脚で手や指先を圧迫されたからなのか、彼は私がもっとダイレクトな刺激を望んでいると気付いたようだった。舌先を引っ込めた彼が、囁いて訊ねる。

「触って、ほしい……」

　キスで頭がぼうっとしていたせいか、普段なら恥じらいが先行するであろう言葉もすんなりと出た。海都は口元に薄く笑みを湛え、両手を使ってショーツを脱がせた。　

「夏希のここ、いっぱい濡れて光って……早く触ってほしいって、ひくひく震えてる」

　彼はショーツに守られていたその場所を覗き込み、恥毛を搔き分けるように撫でてから秘裂の縁を指先でなぞる。

「っ……！」

「すぐにもっと気持ちよくなるから、待ってて」

　海都はぺろりと自身の指先を舐め、唾液を塗すと、それを物ほしそうに蠢いている入り口に宛がった。　

「力抜いて」

　そんな言葉をかけられたのは、やはりまだ隠せないほどの緊張が見て取れたということか。意識的に深呼吸をすると、ほんの少しだけ身体の強張りが抜けたような気がする。直後、彼の指先が入り口を通過し、膣内へと挿入ってきた。

「く、ぅっ──」

　下着がびしょびしょに濡れるほどの愛液のおかげで、そこは彼の指の根元までを易々と飲み込んだ。それからゆっくりと指先ぎりぎりまで引き抜き、また根元まで押し込む動作を繰り返していくと、切ない感覚がじわじわと湧き上がってくる。

「はぁっ……海都っ……」

「大丈夫か？」

　私は消え入りそうな声で「大丈夫」と答えた。痛みはなかった。彼の指が挿入ってきたときは圧迫感を強く感じたけれど、慣らされているうちに期待を伴う切なさと反比例していったように思う。

　内壁に触れている彼にもそれは伝わっているようだ。膣内を弄る指を二本、三本と順番に増やしていくと、下肢に響く快感も二倍、三倍と膨らんでいく。

「気持ちいい？」

「ん、っあ──擦るの、気持ちいいっ……」　

　私は頷きながら素直に答えた。膣内で彼の指先が動くたび、甘い刺激が下肢に走って、身体がふわふわする。

「もっと感じて。今だけは何もかも、忘れられるように」

「ぁ──……！」

　三本の指でぐちゅぐちゅと膣内を掻き混ぜながら、入り口側の浅いところを撫でるように擦ってくる。

「あ、ぁ、ああっ……それイイっ……！」

　指先がそこをなぞるたびに、下肢全体に切ない疼きが走る。まだ味わったことのない性感帯を刺激されて、ワントーン高い声を出してしまった。

　私の反応に好感触を得た海都は、繰り返しその場所を愛撫し、性感を高めてくる。撫でられるたびに、身体の奥が弾けてしまいそうな喜悦を覚え、自分のものとは思えない、艶めかしい喘ぎを発してしまう。

「だめぇっ──―そこ、強いのぉっ……はぁっ……！」　

　すでに高みにむけて加速し始めていた身体は、不意に敏感な突起を捏ねられたことで、一気に頂点に押し上げられてしまう。

「んんんんっ……!!」

　絶頂に達した瞬間、つま先にぐぐっと力が籠る。下肢に埋め込まれた彼の指をしゃぶりつくすかの如く締め付けたあと、呼吸と一緒に身体が緩んでいくのがわかった。

「はぁっ……はぁ……ごめん、私っ……」

　ひとりで勝手に果ててしまったことを謝ると、彼は緩く首を横に振った。

「謝らなくていい。夏希が気持ちよくなれたなら」

　そう言うと、蜜に濡れた指先を引き抜き、滴るそれを舌先で舐め取った。

「か、海都っ……」

「夏希の、甘くておいしいよ」

　海都が私の欲望の証を味わっている。その事実が視覚から伝わり、再び下肢が切なげな音を立てて疼き始める。

「……夏希がほしい」

　彼は色濃い興奮に染まった双眸で私を見つめながら、自身のＴシャツを脱ぎ、ジーンズのジッパーを下げて脱ぐと、ベッドの端に追いやった。

　意外とがっしりした肩幅と、筋肉質なラインはいかにも男性らしい身体つきだ。

　この人に求められ、今からひとつになろうとしているのだと思うと、強い期待感と高揚感にぶるりと身体が震えた。

「うん。……来て」

　シンプルな黒のボクサーパンツの上からでも、屹立した彼の剛直の存在を感じ取ることができる。私はその場所に視線が釘づけになりつつ、胸を高鳴らせて言った。

　ボクサーパンツを取り払うと、高ぶりのままに反り返る彼自身が露になる。今からこの逞しいものが、私の膣内に挿入ってくるのだ。

「海都がほしいの。……私の膣な内かに来て。海都でいっぱいにして」

　私はねだるように彼を見上げて言うと、彼の首に腕を回して、キスをせがんだ。

「──夏希」

　海都が私の名前を呼んでから、その要求に応えてくれる。

　恋人同士がそうするような、何度も唇を触れ合わせる甘ったるいキス。私たちはお互いのことをほとんど知らないけれど、この瞬間、お互いをほっする気持ちは恋人同士のそれと何ら変わらない。

　身体だけではなく、思考も彼で満たしてほしい。他の嫌なことを全部、頭のなかから追い出してしまえるほどに。

　お互いの唇を味わいつくしたあと、海都はナイトテーブルの傍らに置いていた避妊具のパッケージを破り、自身に装着する。それから私の脚を左右に割り開き、剛直の切っ先を秘裂に擦りつけた。十分に愛液を纏わせ、入り口を確かめるように数回ノックしてから、膣内へと推し進めていく。

「ぁはああっ──……」

　指を三本使って解したとはいえ、彼の質量とは比較にならない。みっちりと隙間なく埋められていく感覚に圧迫感と息苦しさを覚えつつ、そこに痛みや不快感は生じなかった。

「……平気か？」

「んっ……平気」

　降ってきたのは、快感を噛み殺したような声音。きっとすぐに快楽を追求したいところを、私を気遣い、様子を窺ってくれているのだ。Ｓっぽく意地悪なようでいて、そういうところは優しいなんて反則だ。

　私の答えを待ってから、彼が少しずつ抽送を始める。さっき指でされたよりも膣内を広げられるからなのか、彼自身が内壁を擦るたびに甘くぞくぞくする快感が下半身に蓄積されていく。

「ゆっくりしたいと思ってるんだけど……夏希の膣内、気持ちよくて……セーブ利かないかも……」

　終始私をリードし余裕に見えた彼が、初めて切羽詰まった表情を浮かべる。私の目には、海都が唇を噛んで、湧き上がる衝動を必死に堪えようとしているように映った。

「して、海都……私は大丈夫だから。海都も何も考えずに、ただ気持ちよくなれるようにして……？」

　心に同じ傷を持つ私たち。私に忘れたいことがあるように、彼にもあるはずだ。ほんのわずかな間でも、それらをお互いに手放すことができたらいい。たとえその行為が、不毛な傷の舐め合いなのだとしても。

「夏希……」

　私の意を汲んでくれたのか、海都は私の名を呟いたあと、それまでの遠慮がちだった動きから一転、膣内を穿つように腰を激しく打ち付けてくる。

「ぁ、あ、はぁっ……んんっ、ふぁ、あんっ……！」

　身体の芯を揺さぶってくるみたいな強烈な快楽が下肢に広がると、私はその衝撃と激しい快感に身悶えし、気が付くとただただ呼吸を乱しながら喘がされていた。

「膣内、とろとろで……それなのにきゅうきゅう絡みついて……気持ちいい……すぐ、イきそうっ……」

　吐息で切なげに呟く様子で、彼も強い悦びのなかにいることがわかる。

「……夏希も感じて。一緒に気持ちよくなろう」

　耳元で優しく囁きを落とすと、海都は繋がったまま私の背中を抱き起こした。そのまま彼の脚の上に乗せられ、抱き合う体勢になる。

　海都をより深い場所で受け入れる姿勢なので、それまでとは違った場所を擦られ、突かれ、快感が加速する。

「んあぁ──すごいっ……変になっちゃうっ……！」

「俺も……頭、真っ白になりそう……」

　彼の首元に抱き付き、縋るように唇を求めた。柔らかな唇の感触を飽き足らず味わい、舌先を絡めては口腔と一緒に舐め上げ、粘膜を刺激し合う。

　それだけでもうっとりしてしまうのに、下肢では絶えず彼の剛直が膣内を擦り、甘美で蕩けるような快楽を送り込んでくる。

　気持ちいい。思惑通り、その感覚だけに突き動かされた状態で、私も彼の動きに合わせてはしたなく腰を揺らしてしまった。

　もっともっと、この悦楽を際限なく追求したい。そうすれば、余計なことは考えなくて済む。

「ぁあ、それ、やぁっ……だめなのっ……!!」

　海都が片手を接合部にやり、ダメ押しとばかりに私の充血した突起を指先で捏ねる。微かな圧をかけて撫でまわされるたびに、身体が浮遊しそうな鮮烈な快感が脊髄を駆け抜け、悲鳴に近い声がこぼれた。

「いやって言う割に、パンパンに腫れきってる。……もっと触られたくてしょうがないんじゃないか？」

「んんっ、ぁんっ！」

　強すぎる快感を訴えても、彼は手を止めるどころか執拗にそこを責めてくるようになる。

「イッて、夏希……今は俺のことだけ考えて」

「ぁっ!!」

　海都はそう言うと、私の膨らみの片方にキスをして、ピンと勃ち上がるその場所を口に含んだ。舌先で圧し潰したり、甘噛みしたりして、絶頂に向かって私を追い立てていく。

　──そんなのだめっ……！　気持ちいいところ、全部突かれて、弄られて、舐められて……私、また……！

「イくっ……海都、イッちゃうっ……！」

「イこう、夏希……俺ももうっ……」

　体が熱い。興奮により噴き出す汗が、身を寄せ合っている私たちの肌に張り付き、筋を作って滴っている。彼の首元に置いた手が滑りそうになるけれど、振り落とされないようにしがみ付く。

「ぁああああっ……!!」

　三ヶ所から同時に甘ったるい刺激を送り込まれて、あっという間に快感の受け皿が飽和する。私は鼻にかかった嬌声を上げながら、再度果ててしまった。

「っ……！」

　今にも蕩けそうな表情をしていた海都だったけれど、私の膣内の収縮が追い打ちになったらしい。勢いのままに腰を押し付けると、避妊具越しに欲望を放出する。

　吐精が終わり、彼が身体から引き抜かれるときの感触さえも、達して敏感になっている身体は刺激として捉えてしまう。私は荒い呼吸を繰り返しながら、小さく呻いた。

「……夏希」

　呼吸を整えたあと、海都が私の名前を呼んだ。触れるだけの短いキスをして、私の頭をふわりと撫でた

「悪い……全然余裕なくて」

「……平気。気持ち、よかったから」

　身体を重ねている最中には素直に口にできた言葉も、クールダウンしたあとでは恥ずかしく感じて、彼の目を見て伝えることができない。ちょうど視線にぶつかる彼の鎖骨あたりを見つめながらぼそぼそと呟くと、海都はホッとしたような息を吐いた。

「ならよかった。……俺も気持ちよかった」

　彼はもう一度私の頭を撫でてから、ナイトテーブルの上にあったティッシュボックスからティッシュを数枚手に取り、役目を終えた避妊具の処理をする。

「海都がここにいて、友達は心配してないの？」

　お互いに下着や服を身に着けたあと、ついさっきまで抱き合っていたベッドの上に腰を下ろして私が訊ねた。彼も私のとなりにやってくる。

「ちょっと疲れてるって伝えてるから大丈夫。だから、そっとしておいてくれてるんだと思う。みんなは夜通し向こうで飲み続けるのかも」

「……そうなんだ」

　掛け時計を見ると、ふたつの針がちょうど十二の上で重なっている。日付が変わっても誰も様子を見に来ないのは確かに妙だ。とすると、彼の言う通り、敢えて覗きに来ず気を遣っているのかもしれない。

「夏希のほうこそ、平気か？　そろそろ休んでおかないと、明日の行動に差し支えるだろ」

「私たちは、明日の夜の便で帰国するんだ。機内でずっと眠れるから」

　序盤に観光スポットはほぼ網羅したので、明日は午前にチェックアウトしたあと、クタ周辺のカフェやレストランでのんびり過ごす予定だ。あとは空港まで移動して待機したのちの搭乗なので、体力的にも問題はない。

「もう日本に帰るのか？」

　彼は少し驚いた風に訊ねる。そうか。そういう話はまだしていなかったっけ。

「うん。……今日がバリ最後の夜」

　──旅行の日程がもっと被っていたなら、もう少しだけ一緒にいられたのかもしれない。

　きっと似たもの同士の私たちは、同じことを考えているに違いない。

　私がこの部屋を出れば、今後、二度と海都と会うことはない。彼の連絡先を聞くことはできるけれど、きっとお互いにそうはしないだろうから。

「夏希がよければだけど……もし自分の部屋に戻りづらいなら、朝までここにいるか？」

　私の予感は的中した。海都は少し考えたあと、控えめに訊ねた。

「いいの？」

「ああ」

「ありがとう。……そうできたらいいなって思ってた」

　佑衣やハルの顔を見るのが気まずい。それももちろんだけど、この部屋にいたい理由は別のことに成り変わってしまっている。その事実に、私は何となく気付いていた。

　たとえ、恋や愛ではなくても。この旅行の終わりとともにお互いの存在すら忘れるような関係だとしても、もう少しだけ海都と一緒にいたい。

　夜が明けるまでの間、私は彼と濃密で甘美な時間を過ごした。

　

　朝四時過ぎ、私は海都のコテージを出た。

　結局私たちは、連絡先を交換することはなかった。それでも、別れ際の言葉が「さよなら」ではなく「またね」だったのは、お互い、いつかどこかで偶然に再会できることを期待したからなのだろう。

　──もっと違った形で出会いたかった。もしそうなら、私と海都の間にも何かが始まったかもしれないのに。

　後ろ髪を引かれる思いはあったけれど、自分のコテージに戻るまでの間に、目の前の現実と向き合うことに意識を傾けた。

　音を立てないように静かに自室の扉を開けると、いつの間にか佑衣と來未がそれぞれのベッドで眠っていた。昨夜は意外と早めに撤収したのかもしれない。足音を忍ばせ、自分のベッドに潜り込むと、睡魔はあっさりやってきた。

　数時間後、ふたりに起こされて眠い目を擦る私は、「陽気なバリ人に捉まっちゃって、朝までおしゃべりしてた」なんてうそをついて、彼女たちを安心させたのだった。
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　その旅行から六年後の、三月のある日。ＰＣの整理をしていたら、当時の写真が入ったフォルダを発見して、しばらく見入ってしまった。

　時の流れは速すぎる。就職直後の一、二年は慣れないことが多くて長かったけれど、少しずつ仕事がわかるようになってからは、駆け足で過ぎて行ったように感じる。　

　気の合う仲間たちと楽しく過ごした日々を思い返すと自然と笑みがこぼれた。

　私は最後までハルに告白しなかった。來未や侑真からはちゃんと伝えるよう促されたけれど、就職で生活や環境が変わることを理由に挙げ、「もう少し慎重に考えることにする」と、またうそをついて納得させた。

　その後、佑衣とハルから付き合い始めたという報告を受け、表向きには祝福をした。本当は心が抉られるように痛んだけれど、友達から熱心に謝られては無下にできない。

　それでも、どうしてもふたりのことを心から応援することができなくて、私はあの旅行のメンバーとの連絡を控えるようになってしまった。來未と侑真には申し訳ないけど、ふたりと話しているとどうしても佑衣やハルが話題に上るし、遊ぼうとなったときに彼らを誘わないわけにはいかなくなるからだ。

　もう連絡を絶って四年は経つけど、彼らはそれぞれお付き合いを続けているのだろうか。

　そんなことを頭の片隅で考えながら写真のデータを順に開いていくと、一枚だけ、彼ら以外の人物が映った写真がディスプレイに表示された。

　ベッドに横になって眠る海都のアップ。整った顔立ちに長いまつげを伏せた顔は、まるで芸術作品のようだ。

　晴れ晴れとした楽しい旅行の真っ最中。突然やってきた予想もしないどしゃ降りに傘を差し出してくれた彼のことを、どうしても忘れたくなくて、こっそり撮ったのだ。

　彼のおかげで、最終日は怒りや悲しみを飲み込んで過ごすことができた。そういう意味でも、海都にはとても感謝している。

　その恩人とは今日に至るまでやはり一度も会っていない。連絡先はおろか、住んでいる場所だって聞いていないのだから当たり前だ。再びまた偶然出会うようなことがあれば、それは奇跡としか言いようがない。もしくは、運命か。

　──だから、実際にその奇跡だか運命だかが降りかかってくるなんて、想像すらしていなかった。それはもう少し先、四月最初の出勤日のことだった。
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　月曜朝に行われる恒例のミーティングで、彼を紹介されたときのことが、今でもしっかりと脳裏に焼き付いている。

「今日からしばらく運営管理部一課でお世話になります。青野です」

　そう言って頭を下げた彼の風貌には見覚えがあった。

　爽やかな黒髪の短髪に、切れ長の一重の瞳。鼻筋はスッと通っていて、上下ともに薄い唇。小顔でスラッとした細身のスタイルで、冷たい印象を覚える外見だけど、部内のメンバーに快活に告げる様はハキハキとしていて感じがいい。大人の男性となった彼は、以前のシャープなイメージも保ちつつ、社会経験を摘んだせいか人懐っこさのようなものが滲んでいる。

　私はわが目を疑った。まさか。もし彼が私の知っているあの人なのだとしたら、私たちはとんでもない確率で再会したことになる。

　ミーティング後、総務担当から作成したばかりだという彼の名刺を見せてもらったことで、ほんのわずかにあった「他人の空似かも」という思いが打ち砕かれた。

　──青野海都。間違いない。海都だ。

　青の海に白い浜。私の名前とワンセットで、バリ旅行におあつらえ向きの名前だと笑い合った記憶が脳裏に蘇る。どこにでもいるようなフルネームじゃないし、本人と考えるのが自然だろう。

　奇跡。運命。そういう類のことが、今、自分の身に起こっている。

　その運命というヤツは意地悪だ。これから当面の間、業界経験の乏しい彼は私に付いて業務を覚えることになったのだという。

　どうしよう。突然のことで気が動転して、彼とどんな顔で話せばいいのかわからない。

「し……白浜夏希です」

　改めて部長の島しま根ねさんが彼を連れて私の席にやってきたので立ち上がった。もう会うことはないと思っていた海都を目の前に、自己紹介する声が震える。

「青野海都です。……初めまして」

　初めまして。彼は柔和な笑みを浮かべてそう言った。

　初めましてって……あれ？　もしかして──私のこと、忘れてる？

「わからないことも多く、ご迷惑をかけることも多いかもしれませんが、よろしくお願いします」

「白浜さんとは同い年だし、いろいろ訊きやすいと思います。白浜さん、お願いしますね」

　海都が丁寧にそう言い、頭を下げたあと、島根さんが私と彼の顔とを見比べて微笑む。

「は……はい」

　私は変に思われないように精一杯の作り笑いを浮かべて対応したのだった。
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　業務終了後、わが結ゆい福祉サービス株式会社の近くにある居酒屋には運営管理部一課の面々が集まり、海都の歓迎会をしているところだった。

　結福祉サービスは福祉事業を展開する法人で、運営管理部一課の業務は学童の開設や運営だ。私はエリアマネージャーとして担当の学童施設を巡回し、本部とのパイプ役することがメインの仕事で、状況によっては職員の採用にも関わったりする。

　職場をこの会社に決めたのは、働く親御さんが少しでも安心して利用できる学童を作るため──というと、あまりに優等生な回答だろうか。実際のところは、私が採用通知を得られた企業のなかで一番条件が良かったから、という、わかりやすい理由だったりする。

　私自身が幼いころに学童を利用していたわけではなく、あまり馴染みもなかったので、一課に配属されたときは正直戸惑った。でも、諸先輩方に仕事を教わり学童を知っていくうちに、この共働きの社会での施設の重要性や貢献度の高さに気付き、今はとてもやりがいがあると感じている。

　宴会用の個室の長机の端でビールの入ったグラスを傾けながら、私は長机の中心に座って談笑している海都を見た。

　──相変わらず、カッコいいなぁ。

　あのときのＴシャツとジーンズも似合っていたけれど、スーツ姿もよく似合っている。いかにも仕事のできるスマートな社会人、といった雰囲気だから、うちの女子社員は彼に視線が釘付けだ。いつもより彼女たちのテンションが高いように思うのは、多分気のせいじゃない。

　彼が女子社員の視線を集めるのには他にも理由はある。実は、彼はこの結福祉サービス株式会社の社長令息らしい。

　大学を卒業して勤めた会社を三年で辞め、それからはずっと海外に留学していたそうだけど、ゆくゆくはこの会社を背負っていってほしいという社長の強い希望があり、入社を決意。最初から幹部候補としての採用のため、組織全体を知るために各部署を順に回って一通りの業務を経験していく──と、そういう予定なのだという。

　……知らなかった。海都って、そんな重責を担う立場の人だったとは。

「青野さんって、デンマークに留学してたんですよね。じゃあ、デンマーク語はペラペラなわけですか？」

「日常会話に困らない程度には、くらいですかね」

「すごいですね～。私、デンマーク語ってひとつも知らないかも。尊敬しちゃいます」

「そんな、大げさですよ。何年か住んでいれば自然と身に付くようになってますから」

　ちゃっかり海都の横を陣取った女子社員が、いつもよりも若干高い声で楽しげに話すのを、海都が丁寧かつカタくなりすぎない絶妙なテンションで受け止める。

「留学してたってことは、もともと海外に興味があったんですか？」

「ずっと日本を出て、外の世界を覗いてみたいって気持ちがあったんです。だから時間があり余っていた学生時代には、海外旅行は頻繁に行きましたね」

「へぇ、いいですね。今までどんなところに行かれました？」

「デンマーク以外だと、フランスにベルギー、オランダ、アメリカのロスやサンフランシスコ、カナダにも行きました。東南アジアも多かったですね。タイ、ベトナム、マレーシア、フィリピンのセブ島、それと──インドネシアのバリ島」

　最後のワードに、飲みかけのビールを噴き出しそうになるのを、どうにか耐えた。

「白浜ちゃん、平気？」

「……あ、ありがとう。変なところに入っちゃって」

　むせる私を心配して、横に座っていた同僚が声をかけてくれる。私は何でもないように首を横に振って、再び海都に眼差しを向けた。

　六年前のあの夜、朝を迎える寸前までお互いを求めあったというのに──私のこと、本当に覚えていないんだろうか？

　これから同じ職場で働いていくのなら、過去のそういう出来事はなかったことにしたほうが、お互いやりやすいのかもしれない。後腐れのないワンナイトの相手のはずが、いきなり仕事上でのパートナーになるとは気まずすぎる。

　海都もそう思い至って、私のことを知らないふりをしている、とか？

　どちらにしても、妙に寂しい気持ちになってしまう。本当に覚えていなかったのだとしたら、彼にとって私はその程度の印象しか残っていないということだし、初対面のふりをしているのだとしたら、私との再会を歓迎していないとあからさまに意思表示されたのと同じだ。それが、寂しい。

「私、ちょっとお手洗いに」

「はーい」

　同僚に断りを入れて席を立つと、私は個室を抜けた。団体客用の個室が並ぶ廊下をエントランスに向かって歩いていく。

　この居酒屋はリーズナブルな価格帯の割りに、お店の造りが凝っている。フロアを分断するように川が流れていて、木製の格子の引き戸のエントランス付近にレジカウンターがあり、その横には下駄箱。そこから橋を渡し、会計待ちのためのベンチがふたつ置かれ、その先は店内へと繋がる造りになっている。

　エントランスフロアは無人で静かだった。私は気持ちを落ち着けるために片方のベンチに腰かけて、大きく息を吐く。

「……疲れた」

　平常心でいなければと思うけれど、同じ空間に海都がいると胸がザワついてしまう。俯いて、ストッキングのつま先を見つめながら口のなかで呟く。

「休憩ですか？」

「っ！」

　不意に降ってきた声に驚いて顔を上げると、そこには今日一日ずっと私の脳内に張り付いて離れない、彼の顔があった。

「どうしてここに……？」

「俺も休憩です。みなさん歓迎してくれてありがたいんですけど、ちょっとひと息つきたくて──となり、いいですか？」

「あ……」

　「はい」と頷くより早く、海都はもう座っていた。背もたれのないベンチは、大人がふたり並ぶといっぱいになるサイズで、私と彼は自然と密着する形になる。　

「白浜さんは、ここの会社にはずっと？」

　彼は身体ごとこちらに向け、そう訊ねる。

「……はい。新卒で入社してからなので」

　心臓がどきん、どきんと大きく脈打つのが海都に聞こえてしまいそうで、私は意識的に少し声のボリュームを上げた。

「確か、同い年ですよね」

「は、はい」

「じゃあ六年お勤めということですか」

「そう、ですね」

　──六年。私が海都と出会ってから経過した時間が、彼自身の口から発されたことで、私のなかでは大きな緊張が走る。例え記憶が薄れていても、これだけのヒントが出たなら、バリでの一夜の記憶が蘇っても不思議ではない。

「なら、同い年でも大先輩ですね。ご迷惑をかけるかもしれませんが、いろいろと教えてください」

　ところが、海都はにっこりと笑みを浮かべてそう言うだけだった。

　六年という長すぎる期間が、私との間に起こった出来事を掻き消してしまったということか。彼にとってああいう刹那的な時間は珍しくなくいちいち覚えていないという可能性もあり得る。もしくは、やはりかつてそういう関係だった相手と職場で再会してしまったことを、煩わしいと考えて忘れたふりをしているかだ。

「全然ですよ。でも、ご所望ならビシバシ行きますので、覚悟してくださいねっ」

　それなら私も同じように、忘れたふりを続けるまでだ。私は冗談っぽく言って笑った。

「それじゃ、ゆっくりしててください。私、そろそろ戻るので」

　何だかモヤモヤするけれど、彼との今後の付き合い方のスタンスが自分のなかで定まったのはよかったのかもしれない。

　彼を残して立ち上がろうとしたとき、それを制するみたいに海都の腕が私の膝の上の両手に伸び、その片方の手首を掴んだ。

「つれないな。バリのときは散々戻りたくないって俺の部屋に居座ってたのに」

　それまでよりぐっと距離感の縮んだ物言いは、まるで六年前にトリップしたかと錯覚しそうだった。あのときの彼と、目の前の彼の姿がオーバーラップする。

「……そのこと、覚えて……？」

「夏希も覚えてたんだ。よかった。オフィスで会ったときに知らん顔してたから、忘れられてるのかと思ってた」

「そ、それは私の台詞だよ。『初めまして』とかって言われたから、私のこと覚えてないのかと……」

「知り合いって言うには微妙な感じだし、あの場ではそうしておいたほうが無難かなと思ったんだ。そこを周りに突かれてもお互い困るだろ」

　確かに、一度知り合いであると告げてしまうと、関係性を深堀りされる可能性がある。私たちの場合、できればそれは避けたい。だから、あれがベストな振る舞いだったのだろう。

　彼は私のことを覚えていた。それも、会社で顔を合わせたときから、六年前に出会った『夏希』であると気付いていたんだ。

「──にしても、すごい偶然だな。まさか夏希がうちの会社にいるなんて思ってなかったよ。しかも、入社早々夏希の部下になるとはね」

「部下とか言って、自分は幹部候補の社長令息でしょ。私はただのエリマネだから」

「親父の会社とはいえ、なかに入って働くのは初めてだからな。部下は部下だよ」

「ていうか、留学してたって聞いたけど、就職しなかったの？」

　確か、六年前の記憶によると、彼は就職する予定だったはずだ。

「いや、したよ。いずれ会社を継がなきゃいけないのはわかってたけど、自分ひとりの力でどこまで出来るか試したくて。希望の会社に内定もらって、三年間そこで働いてた」

「ふうん、それって何系の会社？」

「広告代理店。コネクトリサーチって聞いたことある？」

「コネクトリサーチ!?　あるに決まってる」

　コネクトリサーチといえば、業界一位の最大手だ。ニュースなどでも名前が出ることは珍しくないので、誰でも一度は聞いたことがあるだろう。新卒採用の倍率もえげつないほど高いという噂だから、海都ってすごく優秀な人に違いない。

「そんなすごいところに入って、辞めちゃうなんてもったいないじゃない」

「やりがいはあって仕事自体も楽しかったけど、どうせこっちの業界に入るなら早めに方向転換しておいたほうがいいかもって思い直したんだ。で、福祉の整備が進んでるデンマークに興味を持ったこともあって、時間に自由が利くうちに少し勉強しようって」

「なるほど……」

　それで留学に繋がるというわけか。

　私のような庶民は、せっかく得たチャンスだから自分のやりたいことを貫きたいと思ってしまうけれど、彼はあくまで父親の会社を継ぐことを前提に物事を考えているらしい。

　それまでのキャリアが通用しない世界に飛び込むというのは抵抗があるものだから、それなりの覚悟をもって転職しているだろうことが伝わってくる。

「留学は、つい最近までって言ってたよね」

「期間は三年くらいかな。そろそろ日本に戻って働きたいって考え始めてた──っていうのは建前で、本音は日本が恋しくなったからなんだけど」

「三年間も日本を離れてれば恋しくもなるよ。言葉も文化も違うところで暮らすって、刺激も多いだろうけど、同じくらい大変なことも多そうだもんね」

「だからこそ、いいタイミングだったと思ってるよ」

　それまでの、お互いの反応を探り合うようなやり取りがうそみたいに、私たちの会話は軽快に弾んだ。

　ふと、バリ島の彼のコテージで話し込んだときのことを思い出す。あのときも、初対面だなんて信じられないくらいに彼とのやり取りが心地よかったっけ。

「──そういうわけだから、今後とも頼むよ。白浜先輩」

「せ、先輩はよしてよ」

　かしこまった呼びかたをする海都に、私がすかさずそう言い返す。

「さっきも言ったろ。夏希は六年目で、俺は入社直後。経験年数でいったら大先輩なんだから、甘んじて受け入れろよ」

　海都はからかうように言うと、私の肩をぽんと叩いて立ち上がった。

「……先に戻ってる。話せてよかった、またな」

「う、うん。また」

　私を見つめる彼の双眸が微笑によって細められる。顔立ちの割りにかわいらしい笑い方は、やはりかつて見覚えのあるそれだった。私は軽く会釈をして、彼の背中を見送る。

　姿が見えなくなると、私の唇から安堵と高揚感が入り交じった吐息がこぼれた。

　海都が私を覚えていてくれたことに、心からホッとしている。それどころか、うれしいとさえ感じている。

　あのバリ旅行のあと、私の心により深い爪痕を残したのは、佑衣とハルの裏切りではなく、海都との甘く切ないひとときだった。もう会えないとわかっているのに、彼との情事を思い出しては、またどこかで会えたならと妄想を巡らせることもあったし、彼と背格好の似た人を見かけては視線で追ってしまったりもした。

　社会人になってからは、不毛な想いをこじらせているのは彼氏を作らないからだと思い、合コンや友達の紹介がきっかけで出会った男性とお付き合いすることもあった。けれど、何か違うと感じてしまい、いつも三ヶ月も保たないでお別れとなってしまっている。

　現在も、彼氏はおろか好きな相手もいない状態だ。どうしてこうも恋愛が上手くいかないのか。その答えが、今日のこのときに初めてわかった気がした。

　私はきっと、心のどこかで海都と彼らを比べてしまっているのだ。

　海都と話したときの心と心がぴったり重なり合う感じを、彼らとの会話のなかに見出すことができなかったからなのだろう。

　楽しい思い出は美化されやすいものであるのは知っている。それも学生時代、失意の底にいた私に優しくしてくれた相手であればなおそうであるに違いない。

　でも、そうじゃない。こうして六年ぶりに彼と言葉を交わして、やはりあのときと同じ快さを感じているのだから。出来れば気が付かずにいたかった想いを、いい加減に認めなければいけないだろう。

　あの南の島での情熱的な一夜を経て、私は恋に落ちたのだ。

　友人の裏切りや暴漢から私を救ってくれた恩人である海都を、好きになってしまった。

「……困ったな」

　ため息交じりにひとりごちる。自分の気持ちに気が付く予定も、再会する予定もなかったのに。

　『話せてよかった、またな』

　直前の海都の台詞を思い出しながら、私は左胸に切ない痛みを感じていた。





◆◇◆






「これで一通り施設への挨拶は済んだね」

「ああ。ありがとう」

　会社に戻るため電車に乗った私たちは、空いている三人がけの席に座った。発車とほぼ同じタイミングで私が切り出すと、海都が感謝の言葉を口にした。

「気にしないで。業務だから」

「いや、こういう仕事って施設の人との関係が重要だろ。先方に歓迎してもらえるように丁寧に紹介してくれて、助かったよ」

「さすが海都、わかってるね」

　私は彼の言葉に笑って頷いた。

　海都が私と一緒に仕事をするようになって一週間が経とうとしている。

　エリアマネージャーは、施設と本部とを繋ぐ役目であるから、まずは施設への挨拶回りをということで、私が担当している各施設の施設長とのスケジュールを調整して、海都を紹介することになった。

　彼は明朗快活で気遣いに溢れ、空気も読める。ゆえに、どの施設のどんな責任者のもとに連れて行っても安心だった。彼の身元については各施設に伝わっており、「跡取り息子のお手並み拝見」と斜に見る人もいたようだけど、挨拶を終えたあとにはその印象も百八十度変わるみたいだ。

　彼の言う通り、私たちエリアマネージャーにとって、施設との関係はとても大切なものだ。特に、施設長とは普段から確固たる信頼関係を築けていないと、事故や怪我など重大な出来事が起きたときに「何も知らなかった」となりかねない。

　逆に言えば、常に施設の最新の情報を得られていれば、未然に防げる事故や問題もある。それを彼は、言われずともきちんと理解してくれているようだ。

「でも、私の仲立ちなんてなくても、海都のコミュ力ならまったく問題なさそうだったよ。さすがコネクトリサーチでバリバリやってただけあるなぁって感心した」

「コミュ力があるかどうかはわからないけど、人と接するのは好きだからな」

「へぇ、そうなんだ？　意外」

「そう？」

「うん」

　迷わず即答する。バリで彼と出会ったとき、最初は口が悪いというか、ぶっきらぼうな感じがした記憶がある。人と積極的に話したい雰囲気ではなさそうだったのに。

「……確かに、昔はそうでもなかったかもしれないな。最初の会社に入って、仕事でいろんな人とかかわるようになって楽しいと思い始めたのかも」

　私の思考を読み取ったみたいに、海都はちょっと考える仕草をして呟く。

「なるほどね。成長したってことか」

「何か上からだな」

　彼がおかしそうに声を立てて笑ったので、私もつられて笑った。

「──初めて就職したのは六年前か。むしろ、六年も経てば成長してないとマズいだろ。社会人としても、人としても」

「そうだね」

　その通りだ。六年も経っているんだから、社会人としても人間としても成熟していなければいけない。

「と言いつつ、私、自分が成長してるかどうかは自信ないな。自分自身のことは客観的に見れないし」

「夏希も十分成長してるよ。……って、六年前に一度しか会ったことない俺が言うのも何だけど」

「そうかな」

「ああ。ま、状況が状況だったから余計にそう思うのかもな。第一印象が、夜中に不用意に外ウロついてる無防備なヤツってイメージだったから」

「自分だって、海見に行こうとしてたくせに」

「そうそう。だから他人のこと言えないって話、したよな」

　口を尖らせて反論すると、海都は大きく相槌を打って懐かしそうに瞳を細めた。

「……おまけに部屋に戻りたくないとか言って、強引に他人の部屋に着いて来たから、めちゃくちゃだなと思ったけど──仕事でかかわってると、意外にちゃんとしてるんだなって見直してたところ」

「馬鹿にしてる？　そんな当たり前のことで見直されても」

「怒るなって」

　第一印象の悪さが窺える物言いだ。拗ねる私を見つめて彼がまた声を立てて笑ったとき、電車が急ブレーキを踏んだ。私の上半身はその反動でとなりの海都に抱き留められる形になる。

　仕立てのいいスーツの胸元に飛び込むと、見た目よりもずっと逞しいその胸板の感触にドキドキした。と同時に、ふわりと彼の香りが鼻腔をくすぐる。

　この感触や香りを私はすでに知っている。意識すればするほど、胸の鼓動はさらに高鳴っていく。

「──大丈夫か？」

　多分、そう声をかけられなければ、しばらく彼の温もりに浸っていただろう。

「ご、ごめん。大丈夫」

　我に返った私は慌てて身体を離して謝った。

「ならいい」

　彼の顔を見れなくなるくらい動揺している私に対し、海都は涼しい顔でそれだけ言った。

「…………」

　車内に急ブレーキを謝罪するアナウンスが流れたあと、会話が止んだ。

　気まずい雰囲気を出してはいけないのはわかっているけど、彼を意識するあまり世間話のひとつも思いつかない。私は心の内の動揺を悟られないため、わざと何か思いついた風に小脇に抱えたトートバッグからスマホを取り出し、メールのアプリを起動した。

　そこには仕事関連の新着メールがいくつか届いていたけれど、私は中身を見るふりをして今しがたの出来事に思いを馳せた。

　──バリではもっとすごいことをしていたくせに、不可抗力によって身体が触れ合ったことにこんなにも心を乱してしまうとは、自分で自分が情けない。

　この一週間、行動をともにしているうちに、海都への好意は募っていくばかりだった。有名企業で働いていただけあり、仕事の覚えも速いし、同じ部内の人との人間関係も上手くいっている。そんな器用な彼を尊敬しているし、同僚としても、男性としても、頼もしいと感じている。やはりこれは、まごうことなき恋だ。

　でも、恋心を自覚したからといって、何かこちらからアクションを起こしたりはしていないし、することもないだろうと思っている。

　今や海都は仕事仲間となったのだ。この会社で働き続ける限り、彼との縁は切れることはない。つまり、一時の感情で告白をしてフラれでもしたら、その先ずっと気まずい思いを抱えたまま働くことになり──それは困ってしまう。

　私と海都の間に流れる空気は、古くからの友人という雰囲気で、決して悪いものではない。だからこそ、下手に自分の気持ちと向き合って行動したりせず、この空気感をキープしておいたほうが仕事が円滑に進むような気がする。

　私たちはもう、失恋に嘆く大学生じゃない。日々の業務に影響が出ないようにするにはどうしたらいいか考えたら、彼とは一定の距離感を保って付き合っていくのが最良であるとの結論に達した。

　──海都との間に起きた出来事は、一度全部忘れてしまおう。

　あの甘酸っぱい思い出は、海都のことを吹っ切れるまで封印する。彼はただの同僚であり、それはこれから先も変わらない。

「昼、食べそこなっちゃったな」

　海都の言葉に腕時計を確認する。施設をふたつはしごしたので、もう十四時近い。

「今日はもう急ぎの仕事ないし、食べて戻ろう。会社の近くで安くておいしい、おすすめの中華屋さんがあるんだ。そこなら十五時までやってるから開いてるはず」

　異性への恋愛感情を忘れるには、友達になってしまうのが一番てっとり早い。海都とも、仲のいい仕事仲間という関係性を確立することで、男女の情調を持ち込ませないようにすればいいのだ。そのためには、必要以上に距離を取りすぎるのもよくない。

「いいね。楽しみ」

「気に入ってもらえればいいけど」

　私は意識的に口角を上げて言った。

　大丈夫。恋愛が上手くいかないのには慣れているから、いつものことだと思えば諦めもつく。

　私は湧き上がる寂しさに蓋をして、それごと胸の奥にしまい込んでしまうことに決めたのだった。





◆◇◆






「青野くんってすごく頼りになるのよね。こないだもすごくいい研修を持ってきてくれて。それも、オンラインのね」

　我が社が運営するアカシア学童保育クラブ。その事務室の片隅にある応接セットで、村むら田た施設長の興奮した声が響く。

「そうなんですか」

　私はその向かいのソファに座って頷き、彼女の言葉の続きを待った。

「車崎先生の研修って人気があってなかなか取れないんだけど、『オンラインなら希望者が全員受講できるし、比較的安価だから会社の研修費の稟議も通りやすいですよ』って。うちの職員は学童が初めてって子が多いから、まずは知識だけでも得させたいと思ってたんだけど、そういう意味でもありがたかったわ」

　車崎先生というのは、児童心理学の権威で、保育園・幼稚園向けの講演活動や研修を主軸に活動している大学教授だ。いわゆる学童期と呼ばれる小学校低学年から高学年の子どもの心身の発達をテーマにした著作も多く出版しており、うちの施設の職員にもファンが多い。

「備品の修理とかちょっとした頼みごとも快く引き受けてくれるし、細かいことにも気付くし、対応も早いし。本当いい人が入ってくれたと思うわ。私的には百点あげちゃうわよ」

　海都が私とともにエリマネの仕事をするようになって一ヶ月が経ったので、世間話の延長で担当の施設長に彼の評判を聞いて回っているのだけど、例外なくべた褒めだ。

　うちの学童の施設長は五十代の女性が多いこともあり、若く溌剌としていて見た目もカッコいい海都は気に入られているようだ。

　海都は飲み込みが早いので、早速このアカシア学童保育クラブに関しては、彼ひとりに管理を任せている。

「百点ですか。すごいですね」

「そりゃあもう。今までのどのエリマネより優秀なんだもの」

　今までのどのエリマネよりも──か。当然、そのなかには私も入っているのだろう。

「──あ、ほら、業界に入って間もないのにって意味よ」

　村田施設長もすぐに失言に気が付いたらしく、慌てて声を張り上げてフォローしてくれる。

「いえ、あの、青野さんがすごくデキる人だっていうのは、一緒に働いていればよくわかりますので。私のほうが勉強させてもらっている感じです」

　内心で少し傷つきつつも、笑顔を作ることでごまかした。

「──お忙しいところありがとうございました。そろそろ会社に戻りますね」

「お疲れさまです」

　私は本心を悟られないうちに退散することに決め、ひとり用のソファから立ち上がって頭を下げた。すると、村田施設長も同じように立ち上がり、頭を下げてくれる。

　──さすが海都だな。敵わないや。

　どこか晴れない心のまま、私はアカシア学童保育クラブを出たのだった。

　

　周囲の海都に対する評価が上がれば上がるほど、妙に焦ってしまう。

　業界の経験年数で見れば、私が彼に教える立場なのだろうけど、実際は逆だった。この一ヶ月というわずかな時間でも痛感した。

　それは仕方ないことなのだと自分自身に言い聞かせる。何と言っても、海都はすべての就活生が一度は憧れるコネクトリサーチで働いていた人なのだから。たとえ畑の違う業種だとしても、働くことに対する勘というか、要領のよさには光るものがある。それは、そばにいる私にこそよくわかった。

　けど、それでもなお──私が長年、コツコツと時間をかけて得た知識や方法を、誰に教わるでもなく会得している彼の姿を見ていると、すごく嫉妬してしまうのだ。

　私は六年間、この仕事にしか従事していないにもかかわらず、まだまだ上手く回らないことが多い。なのにどうして、入職したばかりの海都がそれをいとも簡単にこなせてしまうのだろう、と。

『青野くんってすごく頼りになるのよね』

『今までのどのエリマネより優秀なんだもの』

　会社に戻ってからも、村田施設長の言葉が頭のなかをぐるぐる回っていた。

　もっと仕事でかかわる人たちに頼りにされたいし、評価されたい。

　受け持つ仕事は常に一生懸命やっているつもりだけど、まだまだ足りないということなのだろうか。ならば、もっと頑張らなければ。

「お疲れさま」

　通勤用のトートバッグを置いて自分のデスクに着いた直後、右どなりのデスクで事務作業をしていたらしい海都が椅子に座ったまま私のほうを向いて話しかけてくる。

「……お疲れさま」

「アカシアだっけ。村田施設長、特に変わりないって？」

　同じ部署の人間同士であれば、Ｗｅｂ上でスケジュールの閲覧ができるようになっているから、おそらく海都は私のスケジュールを覗いたのだろう。

「うん。……青野さんのこと、すごく褒めてたよ。今までのエリマネのなかで一番優秀だって」

　海都とは付かず離れずの距離感をキープしようと試みていたけれど、結局のところ、私たちは仕事上でかかわる機会が多い。もともとフィーリングも合うし、いつの間にやら気が向いたときに雑談を交わせる親しい友人のような関係性が出来てしまった。

　とはいえ、誰が聞き耳を立てているかわからないし、公の場では名前で呼び合うことはできず──たとえふたりでの会話でも、会社ではきちんと苗字で呼び合うことは忘れない。後半部分を皮肉たっぷりに言う私の顔を見て、海都が困ったように笑う。

「あの人、妙に俺のこと気に入ってくれてるんだよな。そういう意味ではラッキーだけど」

「村田施設長だけじゃないよ。他の学童の施設長もみんな、青野さんいいねって大絶賛」

「そんな面白くなさそうに言うなよ」

　本人を目の前にして、つい心のなかの声がダダもれになってしまったところを、海都にすかさず突っ込まれた。

「そりゃ面白くないよ。『先輩』とか言って持ち上げておいて、私が傍についてる必要なんてまったくないくらい完璧な振る舞いをしてるんだから。……おかげで私の仕事量はだんぜん減ったし、担当の施設運営も順調だけど、何か複雑」

「いやいや、むしろそれが目指すところなんだからいいだろ。俺たちの仕事は事故なく施設を回すことに意味があるわけで」

「……正論すぎて反論できないところも、何だかな」

　思わず納得してしまう言い分が悔しくて、私はため息とともに呟いた。

　海都は正しい。彼が施設長たちに受け入れられて、それでそれぞれの施設が問題なく運営できているなら、それが一番だ。でも、私が言ってるのはそういうことじゃない。

「あのな、どうして張り合おうとするんだよ」

「……別に、張り合ってるわけじゃないけど」

　そもそも自分が彼と張り合えるような力があるなんて思っていないから、その表現は正しくないのだけど──そんな未熟な私にも、プライドはあるのだ。

「なら──」

　海都が何かを言おうと口を開きかけたとき、

「白浜さん、ちょっといい？」

　運営管理一課の中心にあるデスクから、部長の島根さんが私を呼ぶ声が聞こえてきた。

「はい」

　私はすぐにそちらに顔を向けて返事をすると、海都に断りを入れて立ち上がり、彼女のデスクに向かった。

「ごめんなさいね、帰ってきて早々」

「とんでもないです」

　島根さんが申し訳なさそうに眉を下げたので、私は恐縮して両手を振った。

　国語の教員免許を持つという彼女は、ところどころ白髪の混じった黒い髪を後ろでひとつに結び、丸みを帯びたフレームの眼鏡をかけており、図書館の司書をしていそうな雰囲気がある。

「これを見てほしいんだけど」

　島根さんはＡ４サイズのペラ紙を一枚こちらへ差し出して言った。受け取ると同時、言われた通りにそこに書かれている文章を視線の先でなぞってみる。

「……新しい学童クラブの公募、ですか」

「そうなの。うちの会社も応募しようと思っているんだけど、今ちょっと業務が立て込んでいてね。プロポーザルに向けての資料の作成と取りまとめを白浜さんにお願いできないかなと思ったの」

　行政区から学童の運営事業者の公募が出るのは珍しいことではない。同業他社もこぞって応募してくるだろうことは確実なので狭き門ではあるけれど、決まれば大きい仕事だ。

そんな重要な資料の作成を任せてもらえるのだという。

「や、やります！」

　一瞬の間もなく即答すると、島根さんはホッとしたみたいに表情を綻ばせる。

「そう、助かるわ。……今回は準備する資料が多いみたいだから、大変だと思うけど……でも、青野くんもいることだし、ふたりで取り掛かれば安心ね」

「いえ。……期限まで一ヶ月近くもあるんですよね。少しの間、青野さんに施設のことをお願いして、私ひとりで仕上げます」

　これは自分の力を評価してもらえるいいチャンスなのだと思った。そのためには、ひとりでやりきらなければ意味がない。ペラ紙の下のほうに記されている提出期限は五月末とある。それだけ時間があれば、誰かの手を借りずともすみそうだ。

「えっ、大丈夫？　ひとりでまとめるには負担が大きいと思うけど」

「大丈夫です。お願いします、やらせてください」

　確かに作業量は多いかもしれないけど、だからこそやりがいがあるものだし──それに、ひとりでもやりきれることを示したいという意地があった。

　私が深々と頭を下げると、島根さんは少し逡巡していたようだけど、ほどなくして根負けしたとばかりに笑った。

「……わかったわ。でもその代わり、こまめに進捗状況を教えてくださいね」

「ありがとうございます！」

　私はもう一度頭を下げて島根さんに感謝の言葉を述べると、そのペラ紙を持って自分のデスクに戻った。

　これが通れば、島根さんはもちろん部署全体からの評価もぐんと上がるはずだ。

「えらいご機嫌だな。何かいいことでもあった？」

　手元の紙の内容を改めて確認していると、再びとなりから海都が話しかけてくる。

「何でわかるの？」

「もどって来るときスキップしてただろ」

　不思議に思って訊ねると、彼が呆れて言った。

　思いがけず大事な仕事を振ってもらい、舞い上がっているのがバレている。　

「べ、別にっ」

「うそが下手だな」

「じゃあ、まぁ言うね。新しい学童クラブの公募の資料作成を任せてもらえたの。だから申し訳ないけど、締め切りの五月末まで担当施設とのやり取りは青野さん主体でお願いしたいんだけど……いいかな？」

「もちろん」

　私が素直に切り出すと、彼は快く頷いてくれた。

「──他にも俺にできることがあれば何でも協力するから、遠慮なく言ってくれよ？」

「うん。ありがとう」

「大役任されてよかったな。頑張って」

　海都はそう言って微笑むと、それまでのように自分のノートＰＣに向かって事務作業に戻った。

　何だか風向きがよくなってきた。私は期待に応えるべく、早速その最重要案件に取り掛かり始めたのだった。





◆◇◆






　資料作成には正直、骨が折れた。行政区が求める書類は証書類も含め百ページ以上にも及び、すべて手配しなければならないうえに、ファイリングして選考委員の人数分用意しなくてはならないのだ。

　そのファイリングに関しても細かなルールがいくつもあり、書類のサイズや様式などすべての要件を満たしていないと受理してもらえないという厳しさだ。

　とはいえ、会社にとって大切な新規案件の仕事を任されたというよろこびで、そんな苦労など厭わずに進めていくことができた。担当施設の巡回を海都にお願いしたことで時間的な余裕もできたので、集めた資料や作成した書類のチェックも丁寧に行うことができてよかった。

　　

「ふぅ……全部問題なし、かな」

　二十時。もう運営管理部一課のあるフロアに残っているのは私だけだ。作成した十五冊のフラットファイルをすべてチェックし終え、安堵の息を吐く。

　──やっと終わった。この一ヶ月、長いようであっという間だったな。

　提出期限は明日の昼。結局ギリギリまでかかってしまったけれど、島根さんが区役所の担当者とアポイントを取ってくれているので、私の仕事はここまでとなる。

　事業計画書などの上司のチェックが必要なものは事前にデータで渡してＯＫをもらっているし、あとは運営事業者に選出されることを祈るのみだ。

　さて、どうしよう。このまま真っ直ぐ家に帰ってもいいけれど、この充実感のままひとりでお疲れさま会をしたいような気もする。

　なんて考えていたところで、フロアの入り口から靴音が聞こえてきた。こんな時間だというのに珍しい。反射的にそちらを振り向く。

「青野さん」

「お疲れさま、白浜さん。……って、この時間なら誰もいないだろうから、取り繕う必要もないか」

　社内では苗字で呼び合うのが暗黙のルール。けれど、周囲に気兼ねする必要がないことに気付いた彼が、小さく笑った。

「やっぱりまだいたか。新規案件の資料作成、終わった？」

「うん、いまちょうど、ね」

「すごい量だな。これひとりで全部準備したのか」

　私のデスクの前にやってきた海都が、そこに積んであるファイルの山を見て目を瞠る。一番上の一冊を手に取って訊ねた。

「一ヶ月あったから、どうにかね」

「やるじゃん。大変だったろ」

　感心した様子でページを捲る彼の様子を見て、私は内心で得意になっていた。　　

「そっちは施設からの帰り？」

　けれど、そんなことはおくびにも出さずに淡々と訊ねる。

「そう、やまゆりにね。直帰すればよかったんだけど……別に用事があったから」

　やまゆりとは、我が社の運営するやまゆり学童保育クラブのこと。私の担当施設はほぼ都市部にあるのだけれど、やまゆりだけは郊外にあり、行って帰ってくるのに多少時間がかかる。

「別に用事？」

　何だろう。不思議に思って問い返すけれど、海都はあまり積極的に話したい様子ではなかったから、それ以上は詮索しないことにした。

「ていうか、本当は私の仕事なのに、行ってもらってごめん」

「気にするなよ。夏希の仕事は俺の仕事でもあるんだから。当たり前だろ」

　移動に時間を取られる仕事を押し付けてしまった形になって謝る私に、海都は何でもない風に笑って首を横に振った。

「……ありがと」

　そうやって快く言ってくれるのがうれしい。

　彼は仕事はチームでするものだという考え方が根付いている人で、例え自分の仕事の範疇でなくても積極的に動いてくれる。そのために拘束時間や面倒が増えたりすることを本当に何とも思っていないのだ。すごいなぁ、といつも思う。

「しかし、公募の資料作成か。確か、役所はこういうのの体裁めちゃくちゃうるさいんだよな」

「そうだよ。提出物のサイズとかファイルする順番とか、全部決まってるし」

　熱心にファイルを眺める彼のために、私は椅子から立ち上がり、行政区が出した作成要領が書かれたプリントの束を渡した。フラットファイルを一度閉じ、作成要綱の束を受け取った海都がまた目を瞠った。

「こんなのあるんだな。これ読むだけでも疲れそう」

「でしょ。ここに書いてる通りに仕上げないと受け取ってもくれないらしいよ」

　応募するすべての事業者がまるまる同じ体裁で提出すれば、選考する側も比較しやすいという意図があるのだろうけれど、少しでも違えば選考対象にすらならないというのは、やはり厳しすぎるのではないだろうかと思ったりもする。

「……ん？」

　と、作成要項に目を通していた海都が眉を顰めた。それからすぐ、フラットファイルを開いて次々とページを捲っていく。

「どうしたの？」

「夏希、これ通しページ番号振ってないけどいいのか？」

「え？」

「作成要項の最後に、すべての資料に通しページ番号を振ることって書いてある」

「うそっ！」

　私は海都から作成要項を奪い取るようにして受け取ると、彼が指で指し示す場所を頭のなかで読み上げる。……本当だ。確かにそう書いてある。

「全部確認したはずなのに……」

　網羅したはずが、取りこぼしがあったことに今さら気付くなんて。

　──どうしよう。私は途方に暮れた。

「綴じてある資料を活かしたほうがいいかな……それとも、一度破棄してデータに通しページを振って印刷し直す……？」

「仕上がりを考えたら、データがあるものはデータに通しページを振るのがベストだろうな。面倒かもしれないけど。……俺は証書とかの原本に印字するから、夏希はデータがあるものを順番にページ割り振って」

　誰に問いかけているわけでもないひとりごとに、海都が真面目に返答してくれる。彼はスーツの上着を脱いで自分のデスクの椅子の上にかけると、すべてのフラットファイルを抱えてフロアの隅にあるコピー機へと移動しようとする。

「ちょ、ちょっと海都っ。いいよ、夜遅いし。私ひとりでするから」

　慌てて呼び止めようとするけれど、海都は顔だけこちらを向けた。

「さすがにひとりじゃ間に合わないだろ。明日提出なのに」

「かならず間に合わせる！　これは私に任せてもらった仕事だから、私がするの。海都に助けてもらう必要なんてない」

　ひとりでこなして評価されたい。そんな気持ちが先走って強い口調になってしまう。

　ため息を吐いた海都がようやく立ち止まって、傍にある誰かのデスクに抱えたファイルを下ろした。

「……だから、どうして張り合おうとするんだって」

　続けて何か言葉を続けようとしたようだけれど、左手の腕時計で時間を確認した海都が小さく首を横に振った。　

「──いい、わかった。ならこうしよう。これは助けるんじゃなくて貸しだ。俺に夏希の力が必要になったときに、その貸しを返してくれたらいい」

「……貸し」

　あとから考えれば単に言葉のアヤであり、彼に手伝ってもらう事実には変わりないのだけど、ありえないミスが発覚した直後の私は動揺していて、すぐにその思考に辿り着くことができなかった。

「それでいいってことで。……時間がもったいない。悩む暇があったらひとつずつデータ編集して。俺はコピー機で証書類のページ振ってくるから」

　決まりだと言わんばかりに、海都が再びフラットファイルの山を抱えてコピー機の傍まで歩いていき、近くの席にそれらを下ろした。

「わ、わかったっ……」

　とにかく時間がない。私は席に着くと、ノートＰＣを開いて提出物のデータの編集を始めたのだった。

　

「これで十五冊全部綴じ終わったか？」

「うん」

　すべての作業が終わったのは一時すぎ。私たちは綴じ込み作業のスペースを確保するため、社内の小会議室に場所を移していた。ロの字型の角を挟んだ正面にいる海都の問いに、私が頷く。　

　通しページ番号を振っていくだけならもう少し早く済んだのだけれど、資料のなかにこれまで見過ごしていた誤字や脱字を発見して印刷し直したり、自由様式だと思い込んでいた書類に指定の様式が存在していたことを知ったりと、自分でも「何それ？」と疑いたくなるような凡ミスのせいで思いのほか時間がかかってしまった。

　私の答えを受けて、海都の表情も安堵で綻んだ。小さく伸びをしたあと、彼が明るい調子で口を開く。

「お疲れさま。とにかく無事に終わってよかったな」

「……よかった」

　無事に終わった。これで期限に間に合う。そう思った途端、心の底からホッとして──視界が、熱く込み上げてくるものでぼやけた。

「──間に合わなかったらどうしようかと思った……本当に、よかった」

「うん、よかった。だから泣くなよ」

「ごめん」

　散々手伝わせて迷惑をかけたうえに泣き出すなんてひどいと思うけれど、堪えられなかった。私を元気づけるように肩を叩く彼に謝ってから続けた。

「……それと、ありがとう。海都がいてくれてよかった。私ひとりだったら、パニックになっちゃってたかもしれない」

　直前になって慌てるのが嫌だったから、コツコツ時間をかけて準備してきたということもある。提出前夜にすべてやり直しだなんて──もしひとりの状況だったらと想像するだけで恐ろしい。

「ひとりで間に合わせる、なんて言った自分が恥ずかしい。……やっぱり海都には敵わないや。さっきは偉そうなこと言って、ごめんなさい」

　自分の愚かさに嫌気がさして、彼の顔を見つめる勇気がない。私は俯いてもう一度謝罪の言葉を口にする。

「──白状すると、海都に嫉妬してた。会社に入ってから、私なりに努力してやってきたつもりだったけど、海都は私が積み重ねてきた知識や信頼を一瞬でものにしてて……私ももっと頑張らなきゃって、焦っちゃってた」

「だから全部ひとりでやろうとしてた？」

　海都が囁くような優しいトーンで訊ねる。

「……うん」

　何とか評価されたいという気持ちが空回りして、結局こうして海都に負担をかけてしまっているのが情けない。

　ミスの内容にしてもそうだ。入社して二、三年の若手社員ならまだしも、今年で六年目になるのに、こんな単純な間違いをいくつも犯すとは。

　自業自得だし、みっともないからせめて泣くのは止めようと思うのに、涙は勝手に溢れて、私の頬を濡らしていく。

「そういうことか」

　海都は小さく息を吐くと、同じトーンで続ける。

「夏希のこと、担当の施設長みんなが褒めてるよ。いつも施設のこと気にかけて連絡してくれるって感謝してた」

「……そうなの？」

　目元を拭いながら、少しの驚きとともにようやく彼の目を見て訊ねる。彼は穏やかに笑んで「そう」と頷く。

「俺も施設回ってるから、そういう話聞くんだ。自分自身の評価って見えづらいし、一生懸命やってるからこそ気になるのもわかるけど、俺と夏希は敵じゃなくて同じ部署の仲間だろ。ましてや、今はペアを組んで業務にあたってるんだし、俺が評価される場面では同じくらい夏希だって評価されるものなんだよ。だから、張り合う必要なんてまったくないわけ」

「…………」

　海都の言葉を聞いて、腑に落ちた。そうか。私と海都はペアを組む仲間だった。

　私と彼の受け持つ仕事が順調なら、私たちのチームがうまく仕事をこなせたということ。それはきちんと自分自身や相手の評価に繋がっている。

　──海都より頑張って評価されなきゃなんて思う必要はないんだ。それよりは、彼と一緒に頑張って評価されることを目指すべきなのだ。

「海都の言う通りだね。わかってたはずなのに、焦りで大切なことが見えなくなってたのかも。……改めて教えてくれて、ありがとう」

　この人はやっぱりすごい。同い年なのに、私にはないものをたくさん持っている。

　目の前の彼を心の底から尊敬しつつ、一緒に働き始めてから断固として認めずにいた、異性としての彼に惹かれる想いが急速に膨らんでいく。

　ドキドキしちゃだめだ。今や彼は職場の同僚であると同時にその会社の跡取り息子なのだから、恋愛対象にするべきじゃない。

　バリでの一夜は、私も彼も若かったし、心が弱っていたから起きた事故のようなものだ。その延長線上に何かがあるわけはない。だから、これ以上彼との距離を縮めるべきではない。

　頭のなかで警報音が鳴り響けば鳴り響くほど、ドキドキが加速する。むしろ、その警報音が胸の高鳴りに聞こえてくるくらい。

「……泣き顔を見たのは、バリのとき以来だな」

　まるで私の思考を読んだみたいに、彼がぽつりと呟く。彼もまた、私と同じようにあのときのことを思い出していたのだろうか。

　頬に幾筋もついた涙の跡を手の甲で拭っていると、海都が私の背中をそっと撫でる。

　あの夜もそうだった。彼はこうやって、泣き続ける私を慰め続けてくれていた。

「バリでもたくさん海都に助けてもらったね。そう考えたら、海都に返す借りはひとつじゃ済まないのかも」

　不意に、数時間前に「これは貸しだ」と言われたことを思い出して微かに笑う。返さなければいけない借りは、過去の分を含めればいくつもある。

「あのときは、俺も夏希に助けてもらったよ」

　すると、当時に想いを馳せているのか、海都はまるで眩しいものでも見るように両目を細めた。

「あの夜、夏希に出会えたから吹っ切れた。失恋の痛みを忘れることができたんだ」

「うん、私も。……海都のおかげで、最後まで楽しい旅行だったよ」

　海都が私の苦しい気持ちを受け止めてくれて、ほんのひとときでも安らげる時間をくれたからこそ、自分の居場所に戻ってからも冷静でいることができた。

　彼が私を助けてくれたように、私も彼にとっての助けになれていたのであればうれしい。

　言葉が途切れても、私と海都はただ見つめ合っていた。意志の強そうな、射抜くような眼差しを受け、どきん、どきんと大きく音を立てて心臓が早鐘を打つ。

　と、海都の手が、テーブルの上に置いている私のそれに触れた。拭った涙の滴ごと手のひらで包み込むように、私の指先をきゅっと握る。重なり合う指先から、ひとつながりの皮膚のうえを彼の体温が伝播していく。

「夏希」

　今まで聞いた彼の声音のなかで、最も甘さや熱を帯びた響きだった。私は彼の双眸をそのまま見つめ返すことで返事の代わりにする。私の指先を握る彼の手のひらに、ほんのちょっとだけ力がこもる。

「……さっきの貸し、今、返してもらってもいいか？」

　わずかに掠れた音色は、彼が興奮をまとっているしるしだ。その切なげでいて艶やかな響きをいつかも耳にしたのだから、わかる。

「夏希がほしい。六年前のあのときみたいに……夏希を抱きたい」

　心のどこかで期待していた台詞が、海都の口から放たれる。

　小さく息を吸い込んで驚いたのは、言葉の内容そのものではない。やはり、私たちは似ているのだと再確認したからだ。

　──これ以上、彼との距離を縮めてはいけない。

　──せっかく仲のいい同僚としての関係を築けているのだから、それを壊すような行動をするべきではない。

　頭ではわかっているのに、どんなに繰り返し言い聞かせても、心は納得してくれなかった。海都のことを知れば知るほど、自らに課した戒めに抗いたくなる。

　この期に及んで、自分の気持ちを押し隠すことはできない。

　たとえ先が見えなくても、やっぱり海都が好き。好きだから触れたいと思うし、触れてほしい。六年前のあの夜に感じた彼の温もりを、もう一度教えてほしい。

「嫌か？」

「……嫌なわけない」

　海都は空白を戸惑いと解釈したみたいだったから、私は首を横に振って答えた。

　嫌だなんて思うはずはなかった。

「……私も、海都に抱いてほしい。あのときみたいに」

　もう、私のなかの警報音もすっかり鳴りを潜めていた。

　かつてのように、彼にすべてを委ねたい。抱いてほしい。衝動にも近い思いに突き動かされてそう言うと、彼は重ねた手とは反対のそれで私の頭を撫でた。

　そして後頭部を支えるように引き寄せると、私たちは六年ぶりに唇を重ねたのだった。






３







　初めて入る彼の部屋は、スタイリッシュな空間だった。

　オフィス街の中心にある五階建てのデザイナーズマンションの最上階、ロフト付きの１Ｋ。広々とした十畳ほどのスペースから階段で繋がる四畳程度のロフト、という間取りだ。コンクリート打ちっぱなしの壁に大きく真四角にくり抜かれた窓が特徴的で、昼間なら太陽の光を存分に取り込めそうだと思った。

　部屋のなかは整理整頓が徹底されていて、きれい好きなのだろうという印象を受ける。ダイニングテーブルセット、ソファなどのファブリックはすべて白で統一されていて、モデルルームみたいだ。

「すごくセンスのいいお部屋だね」

　一通り部屋を眺めさせてもらったあと、彼に着いてロフトに続く階段を上りながら言う。

「大学のときの友達に不動産関係の仕事してるヤツがいて。それこそ、一緒にバリ旅行した友達なんだけど。日本に戻るタイミングでそいつに紹介してもらったんだ」

「なるほどね」

　確かに、こういう物件を進めてくるのは私たちと同じ若い世代だろう。

「で、こっちが寝室」

　階段を上った先で彼がロフトの明かりを点けた。周囲が暖色灯に照らされると、まず真っ白なシーツに覆われたセミダブルのベッドが目に飛び込んできた。その後ろには背の低い本棚が置かれている。

　清潔感溢れるホテルライクなシーツは、バリでのあの夜のことを連想させる。

　──私、このまま海都とセックスしちゃうんだ。

　会社を出るときも、彼とタクシーに乗るときも、この部屋に足を踏み入れるときも──自分自身に幾度となく「本当にいいの？」と確認し、納得したというのに。いざ、その瞬間が訪れると、期待と不安が入り交じったソワソワした感情に支配され、落ち着かなくなる。

　疲労困憊の私たちは、今日は休みを取ると決めていた。ふたりとも先週の土曜、学童クラブのイベントで出勤していたから、その分の代休を今日に当て込むことにした。

　出来上がった資料はすべて島根さんのデスクに置かせてもらっているから、提出に際しての準備も万端。だから、彼と過ごす時間はこれから十二分にある、と言えるわけだ。

　……お互いにそれを承知している状況だから、余計に意識してしまうのかもしれない。

「……ろ、ロフトかぁ。ひとり暮らしだと、一度は憧れるよね」

　羞恥から、ロフトの広範囲を占拠している白い寝具を視界から外したかった。意識していると悟られないように、周囲を見回す素振りを見せながら敢えてロフトについて触れてみるけれど、声が上ずってしまい、上手くいかない。

「もしかしてだけど、緊張してる？」

「っ……」

　何ごとにおいても観察力の鋭い海都には、やはりお見通しのようだった。振り返りざまにズバリと言い当てられて、瞬間的に言い返すことができない。

「そういえば、あのときもそうだったっけ。夏希は思い切りがいい割りには、いざとなると狼狽するよな」

「あ、あれはまぁ、若かったのもあるし……ていうか、こういう場面で緊張するなってほうが難しいでしょ。誰とでもすることじゃないんだから」

　若さを理由にしたのは、もちろん気恥ずかしさからだ。六年も経過していても、本当のことをさらっと口にできるほど、私は素直にはなれない。するとそれを聞きつけるなり、海都は愉快そうに片眉を上げて笑った。

「誰とでもすることじゃないけど、俺とならしてくれるんだ？」

「い、意地悪！」

　似たような会話をかつて交わしたような気がした。揚げ足を取って揶揄する彼に小さく叫んだ。

「……いい歳してそういうこと言うのって、重い？」

　おそらくだけど、彼にとってセックスとは私が思っているほど特別な行為ではない。もちろん本人に確かめたことはないけれど、かつて身体を重ねたときにとても女性慣れしているという印象があったから。そういう人にとっては、私みたいに三十歳を目前にして、露骨に緊張を態度に出す女性は面倒くさいのではないだろうか。

　芳しくない反応をされたらどうしようという怯えから、声量が小さくなる。すると、海都は首をしっかりと横に振った。

「別に重いなんて思わない。もちろん、うれしいよ。夏希にとって俺は特別なんだって思えるから」

「海都……」

　そう、海都は特別だ。海都となら、セックスしてもいい──いや正確には、したい、と思う。誰にでも簡単に抱ける感情ではない。

「俺にとっても夏希は特別だよ」

　彼は甘くそう囁くと、私の手を引いて私を抱きしめた。触れ合う場所から彼の体温が伝わってくる。

「──さっき、本当はすぐにでも夏希を抱きたかった。よく理性が利いたなと自分で感心したよ」

　耳に直接熱っぽい吐息がかかると、彼の欲情した声音も相まって、ぞくぞくした興奮が背中を走っていく。

「でも悪いけど、これ以上はもう無理」

「んっ──」

　海都はもどかしそうに言うと、私の唇を奪った。

　そう。キスをしたというより、まさに奪ったという表現が的確だ。強引に上下の唇と歯列を割り、舌先をねじ込ませて口腔や口蓋を刺激する、その激しさは、呼吸を忘れてしまいそうになるほどだった。

　敏感な口の粘膜を舌でくまなく舐め上げられ、戸惑いに縮こまっている私の舌を掬い上げられ、擦り合わせることで刺激になる。下肢がきゅんと疼く切ない感覚が溢れていくのを感じながら、私もおずおずと彼の背中に腕を回した。

「ふ、ぁ……ん、く」

　しばらくお互いの唇や舌先の感触を味わったあと、ようやく彼の唇が離れた。

　まるで口内を犯されているみたいなキスだった。無防備な口腔を責め立てられ頭の奥が痺れていた私は、焦点の定まらない目で彼の顔を見上げる。

「蕩けた顔して……煽るなよ」

　彼の瞳に点っていたほのかな情欲の火が、大きく燃え立つのがわかった。

「ただでさえ、夏希がほしくてしょうがないのに」

　堪りかねた口調で言った海都が、もどかしそうにスーツの上着を脱ぎ、ネクタイの結び目を掴んで緩めた。

　それから、私をベッドに押し倒す。白いシーツの敷かれたマットの上で、覆い被さってくる海都を見上げる。いつかも見た景色だ。

「ぁんっ……」

　彼の熱い手のひらが、私の頬から首筋にかけてをするりと撫でた。乾いた指先の感触が、官能的な刺激を残して肌の上を滑っていく。

「──その声……もう一度聞きたいって思ってたよ。夏希の気持ちよさそうな声」

「やぁ、そんな風に撫でたらっ……」

「夏希は感じやすかったよな。……今も同じ？」

「ひぁあっ……！」

　首筋から顔の輪郭にかけて、ゆっくり時間をかけて往復したあと、輪郭の線を辿るみたいになぞった人差し指が耳輪をくすぐり、親指とともに耳朶を優しく撫で擦る。神経に直接触れられているみたいな、肌が粟立つ何とも言えない強い刺激に、無意識のうちに大きな嬌声がこぼれてしまう。

「ここ好き？　なら、もっと気持ちよくしてやるよ」

　まるで弱点を見つけたと言わんばかりに、彼が意地悪に笑った。そして、片耳が天井に向くように私の顔を横にすると、耳朶にかかる髪を耳輪にかけた。それから、耳孔にそっと息を吹きかける。

「っ……！」

　普段、外気に触れない場所だからこそ、新鮮な刺激にびくんと肩が跳ねた。

　耳朶全体に柔らかな感触がそっと触れて離れる。彼の唇だ。少しずつ場所をずらして、何度もキスを落とす。

「ん、ぁ……ふぅっ……」

　指よりもソフトなタッチが心地いい。あくまでも触れるだけの刺激は意図的に焦らしているようでもあり、私のなかの官能を引き出して高めていく。

　耳輪を唇で食むと、舌先を少し出し、今度はリップ音を立てながら、やはり幾度となくキスを繰り返す。

　音を出しているのは、私の快感を煽るためなのだろう。事実、ちゅっ、ちゅっ、と水っぽい音を立てられることで、頭の内側にキスをされているような、不思議でいて鮮烈な快感が駆け巡る。

　いやらしい音がこんなに頭のなかに響いてくるなんて──

「……だめっ──頭の奥、溶けちゃ……っ！」　

　彼の背中に回している腕に力がこもる。海都の舌は耳輪だけでは飽き足らず、耳の裏側の付け根の部分を突くように撫でてきた。背中をぞくぞくと駆け抜ける切なさに、思わず肩に力が入る。また違った快楽の軌跡を残す愛撫を受け、私は呼吸を荒くした。

「女性は耳が性感帯の人が多いって、知ってる？」

　裏側をぐるりと一周したあと、来た道を戻るようにもう一周撫でつけられる。ゆっくりと、丹念に、絶えず耳元で繰り返される愛撫の合間、海都が囁き声で訊ねた。

「き、聞いたことはある、けど……」

　大学時代の女子会では、お酒が回ってくると赤裸々な恋バナが始まることがあった。そのとき、仲間のひとりに「一番気持ちいいと思う場所は耳」と言っている子がいたのを思い出す。そのときはまったくピンと来なかったので、記憶に残っていた。

「脳で感じるらしい。言葉とか、声のニュアンスとかで」

　彼はそれまでと同じ、どこか艶のある囁きを落としたあと、唇を耳朶へ近づけて愛撫を再開させる。耳朶に吸い付き食んだあと、その上に位置する尖りに舌を這わせた。普段はまったくといって気にかけたことのない、軟骨のある緩やかな曲線を描くでっぱり。

「はぁっ……」

「──ここ弄られると、女性が一番感じやすい場所を転がされてるみたいに気持ちよくなれることもあるって。……試してみようか？」

　海都はわざと私の興奮を煽るように、しっとりとした囁き声のまま問いかけてくる。そして、私の答えを待つことなく、舌先でころころとその尖りを転がし始めた。

「ぁはぁっ──やぁ、ちょっと待ってっ……！」

「ん？　どうして？」

「だって──ぁあ、そこっ……！」

　そこを愛撫されたのは初めてだったけれど、神経が多く通っている耳の一部であるということは、まさしく性感帯。その性感帯を無遠慮に刺激されれば、下肢を貫くような強い悦楽が湧き上がる。

　彼が敢えて秘核を連想させるような言い方をしたことも、快感に拍車をかけた要因かもしれない。実際に、私は脳内で秘裂の上側に隠れた敏感すぎる突起を海都の舌によって転がされているのを思い浮かべ、羞恥とともに大きな悦びを得た。海都の言う、「女性が脳で感じる」というのが的を射ている証拠だろう。

「そこ、転がしちゃやだぁっ……！」

「何で？　ここ、嫌い？」

「あっ、あぁっ──んんっ……嫌いっ！」

　──本当は嫌いじゃない。むしろ、もっとしてほしいと思っている。

　でも何となく、それを素直に認めるのは憚られた。彼の思うつぼに嵌まっているのが悔しかったし、始めて触れられる場所でこんなに反応してしまう自分がアブノーマルであるように思えて、恥ずかしかったのもある。

「本当？　気持ちよくないんだ」

「んっ……気持ち、よくなんてっ……」

「じゃあ、これは？」

「んはぁっ……!!」

　そんな強がりは、耳珠に吸い付かれたことですぐに勢いを失った。想像のなかでは、身体中で最も敏感な粒に吸い付かれているのと同じだ。

　そのうえ歯を立てられると、早くも快感の目盛りが振り切れそうになる。

「かわいい声。すごくそそる」

「ぁああぁっ……それ、だめ、なのっ……！」

「気持ちよすぎるから？」

　図星を突かれて返事に詰まってしまう。私の思考を見透かした海都が喉を鳴らして笑った。

　お腹の底が熱い。まだ局部には指一本も触れていないのに、こんなに気持ちよくされてしまうなんて。

　しばらく耳珠を弄んだあと、海都の舌は耳のあらゆる場所を蹂躙した。そして。

「──ここも、膣内にするみたいに挿れたり出したりすると気持ちいいよ」

　最後に残った耳孔に舌先を突き入れ、細かくピストンを始める。挿入を示唆する台詞を囁かれると、どうしても想像せずにはいられない。

　頭のなかに、六年前の記憶が過った。私の身体を彼の逞しいもので何度も貫かれたとき。紺青の空に橙色が交じる時間帯まで彼を受け入れ、幾度となく果てたこと。

「あはぁっ──……!!」

　私は海都の愛撫に翻弄されて快楽に喘ぎながら、それらの情景を次々と脳裏に浮かべていく。

　これだけの時間が経っていても色褪せずつぶさに蘇るのは、何かの折に繰り返し思い返しているからだ。海都と過ごした恍惚の数時間を、数えきれないほど反芻した。

　──海都の舌が、私の耳孔を掻き回している。穴の外側をなぞり、舌先を尖らせて穴の中を擦り、いやらしい水音を立てる。

　下肢が切なく震えて、内側から蜜がとろとろと滴り落ちるのを感じた。私の頭は、妄想と実際に施されている愛撫とを一緒くたに解釈し、本当に下肢を貫かれていると勘違いしたのかもしれない。

「耳だけでそんなによがってたら、あとが保たないよ？」

　思う存分耳孔を責め立てたあと、至近距離で私の表情を覗き込みながら海都が言った。

「ぁ……ぅ、はぁっ……」

　休みなしに快感を与えられ続けて、すでに飽和しそうな状態だった私だったけれど、何とか言葉を理解し、ぼんやりと彼の瞳を見遣る。

　海都は満足げに微笑むと、私のブラウスのボタンを上から順番に外していく。ブラウスと同じ白色のキャミソールをたくし上げ、つるんとしたサテン生地のベージュのブラをずり上げる。そこからふるりと顔を出した左右の膨らみを、下から持ち上げるようにして指先で優しく愛撫する。

「ここ、勃ってる」

　膨らみに触れながら、海都がその中心でピンクに色付く蕾を視線の先で示し、指摘してきた。

「だ……だって、海都が耳、するからっ……」

「耳で気持ちよくなって勃ったんだ？」

「ぁんっ！」

　不意をつくみたいに、彼の親指の腹が左右の膨らみの上にあるそれぞれの蕾を軽く圧し潰した。それから、その頂の微かな窪みを撫で擦り、刺激され、私は鼻にかかった高い声で啼いた。

「その声、もっと聞かせて」

　彼はブラとキャミソールを脱がせてから、親指をぺろりと舐めて唾液を塗した。そして再びぴんと勃ち上がったふたつの頂を圧し潰し、指先で捏ねるように転がす。唾液で滑りがよくなったせいで、さきほどよりも甘美な刺激が走った。

「ふぁ、んんっ……海都っ……！」

「──夏希、答えて。耳で気持ちよくなったから、こんなにここを尖らせてるのか？」

　頂を指の腹で撫で擦りながら問いかける海都。彼は、肯定の言葉を私の口から直接引き出そうとしているようだ。でも。

「そんな恥ずかしいことっ……んはぁっ……言わせないで」

　秘部に触れられたわけではないのに反応していると知られるのは、とてもはしたないことのような気がしたから、すんなり認めるのは憚られる。止まない甘やかな愛撫に打ち震えながらはぐらかすと、海都は意外そうに眉を上げてから、唇の端をつり上げて意地悪に笑った。

「これからもっと恥ずかしくていやらしいことするのに？」

「っ……あっ、待って」

　彼の両手がウエストに降りたので制止をかけるけれど、間に合わなかった。その手は膝丈のフレアスカートのジッパーを素早く下げて取り払ってしまう。

「待たない」

　そう返事をすると、海都は瞬く間にストッキングをも脱がした。私の下半身は、ブラと揃いのショーツ一枚になってしまったことになる。

　海都の指先がショーツの中心に触れる。生地越しに触れる秘裂の熱と、入り口から溢れた蜜の滴りを感じたらしい彼がまた笑った。

「こんなになるまで気持ちよかったんだ」

　彼が言葉で指摘する通り、ショーツの布地は彼の巧みな愛撫によりとろとろした愛液でぐっしょりと濡れてしまっている。彼が人差し指で秘裂を突いただけで、布地から押し出された愛液がじわりと滲み出てくるほど。

　──こんなに濡れてしまっているなんて、恥ずかしい。

　動揺して思考が停止しているところを、海都はお構いなしにショーツを下ろして脱がせてしまう。最後の砦を失い無防備極まりないその場所がよく見えるようにと、彼は私の両膝を折り、軽く開いた。

「入り口がぱくぱくして、まるで俺を誘ってるみたいだな」

　人差し指を秘裂に宛がうと、生理的な反射か、もしくは恍惚への期待か、愛液に塗れた入り口が切なげに戦慄く。

「違っ、そんなんじゃ──」

「違うって濡れ方じゃないけどな」

「あぁんっ！」

　彼は宣言と同時に、宛がった人差し指をそのままゆっくりと膣内に差し入れた。潤いに満ちた内壁を掻き分け、付け根までを容易く受け入れる。

「すんなり俺の指を受け入れて、締め付けてくる。膣内、熱い……」

「動かさないでっ……響いちゃう、からっ、んくぅ……！」

　膣内で指先を細かく動かされると、内壁に擦れて切ない感覚が生じてしまう。逃れようとして無意識に身を捩ると、むしろ指先に当たって悦びはさらに増した。

「かわいいよ、夏希」

　刺激に対して従順な反応を見せる私を見下ろす海都が、甘く囁いた。私を煽り立てるためか、あえて時間をかけて指を出し入れしながら、親指で蜜に濡れた恥毛を搔き分け、秘裂の上側に位置する秘核を探った。

「ぁああっ！」

「ここもこんなに腫らして──辛いだろ？」

　高ぶりにより膨らんだその芽を優しく撫でながら、彼が問う。触れられただけで、電気が走ったみたいな強烈な感覚が下肢を支配した。

「イかせてやるよ」

　彼はそう言うと、膣内を人差し指でピストンしながら、親指の腹で無遠慮に敏感すぎるその場所を転がした。

　瞬間的に耳珠を愛撫されたときの感覚が蘇った。そのときよりもずっと強い悦楽が下肢に、全身に、襲いかかってくる。

「やぁ、海都──だめ、そんっ……ぁ、んんんんっ……!!」

　あっという間の出来事だった。私の身体は宙に放り出されたみたいにふわりと浮き上がり、頭のなかで何かが弾ける。

「もしかしてもうイった？」

　私の身体に直接触れている海都には、絶頂の様子が伝わったのだろう。意外そうに訊ねて、もう片方の手を私の頭のほうへ伸ばした。興奮と身体の火照りにより滲む汗で額に張り付く前髪を払い、そこにちゅっとキスを落とす。

「あ、ぁ……はぁっ……」

　そんな微かな刺激にさえもぶるりと身を震わせながら、私は鼻先が触れそうな距離で私を見つめる彼の瞳を、定まらない視点で見つめ返す。

「もっと乱れてみせろよ。夏希が気持ちいい場所、俺にもっと教えて？」

「ぇ……？　あぁっ──！」

　直後、彼の姿が視界から消えた。すると、私の両膝を抱えた海都が、開いた脚の中心にある秘裂へと顔を埋めた。達したばかりでじんじんと痺れているその場所を、彼の唇が、舌が、責め立ててくる。

「か、いとっ……！　それ、いやぁっ──」

「いや？　ここはこんなに赤く潤ませて、『もっとして』って言ってるのに？」

　秘裂に溜まった滴りを舌先で掻き出したあと、彼は艶めかしい音を立てながら蜜を吸い上げる。それだけに留まらず、まだ快感の余韻で痛いくらいに感じやすくなっている突起を舌先で突き、掬っては味わうように転がした。

「ぁあっ！　ふぁ、ぁんんっ!!」

　今の私は、舌の表面の凹凸を鋭い刺激として捉えてしまう。舌先が秘核に触れるたびに、途方もない悦楽が私の感覚を乗っ取ろうとしてくる。その大きな波に抗うため、私はこれまでよりも大きく身体をのけ反らせるけれど、それは単に海都に対して自分自身が激しい快楽の渦のなかにいることを示すだけにすぎない。

「ここ、イイんだろ？」

「だ、めぇっ……！　またすぐ、イッちゃうっ……！」

　明らかに私のリアクションを愉しんでいる彼に、私は悲鳴のような声を上げて言う。決して大げさな物言いではなく、気が触れそうなほどのあの激しい悦びが、再び目の前に迫っていた。

「膣内もいじめてほしい？」

　愛撫の合間に、海都がくぐもった声で訊ねる。はなから私の返答など聞く気はなく、彼は先刻までそうしていたみたいに自身の指を潤いに満ちた膣内へ差し入れた。今度は、人差し指だけではなく中指も。

　二本の指を揃えて、内壁を擦るようにまたピストンする。もちろん、まだ絶頂感を引きずっている硬くしこった突起に吸い付き、嬲ることも忘れない。

　痛みにも似た快楽は思考する力を奪っていく。まるで下半身だけ神経の配線を組み替えられたみたいに、触れられて弄られる場所から激しい歓喜が湧き上がる。　

　ダメ、気持ちいい──頭のなかがふわふわして、何も考えられない……！

「ぁ、あ、あっ、ぁああ──……!!」

　左右それぞれのつま先にぐっと力がこもる。私はまたはしたない嬌声を上げながら、彼の愛撫にまた果ててしまった。彼の指が引き抜かれたことによって生じた喪失感は、安堵と少しの寂しさを伴う。

「膣内が締まったから、またイッたってすぐわかった」

　本能のままに呼吸を繰り返し、酸素を取り込むことで、少しずつ思考の靄が晴れてくる。

　私の表情を覗くため、抱えている両脚を下ろした海都が身体を跨ぐように左右に膝を着いた。覆い被さる形で私を見下ろす。

「……っ」

　ただでさえ身体が熱いのに、羞恥で首から上がさらに熱を保つ。肉体の反射とはいえ、こうも従順に反応してしまうとは。

「……何か悔しい。海都、昔もそうだったけど、女の人に慣れすぎてない？」

　恥ずかしさやら情けなさやらで顔を覆った私の口から、つい恨み言がこぼれると、彼は小さく笑った。

「そんなことないだろ」

「そんなことあるよ。……キスも、触れ方もスムーズすぎる」

　ジャッジできるほどいろんな人と経験があるわけではないけれど、以前から海都はキスやセックスが上手い人であると思っていた。年月を重ねてまた触れ合ってみて、当時よりもさらに上手になっているような気がして、どうにも面白くなかった。

　だってそれは、あれから彼が他の女性と何度も身体を重ねているだろうことを意味するから。

「スムーズなのは嫌ってこと？　……夏希は意外とリードしたいほう？」

　──ところが、海都は私の言葉を違った意味で解釈したようだ。私が場の主導権を握りたがっているのではという問いは、まったくの見当違いなのに。

「ち、違う、そういうわけじゃ」

「いいね、そういうのも。俺、夏希にリードされてみたい」

　慌てて否定してみるけれど、彼のほうは妙に乗り気になっている。私を抱き起すと、いたずらっぽい瞳で私を見つめた。

「──今度は俺のこと、気持ちよくしてくれる？　俺が夏希にしたみたいに」

　海都が私にしたように──つまり、彼が気持ちいいと思う場所を愛撫すること。

　この歳だし、そういう経験がないわけではないけれど、私よりも異性を知っていそうな彼を相手に愛撫を施すのは、少しの思い切りと開き直りが必要だ。……でも、どうせなら海都にも気持ちよくなってほしい。

「……いいよ。上手くできるか、わからないけど」

　恥じらいのせいでくぐもった声音で答える私。彼はそんな私を見ると、満足げに微笑んだ。

　

　ネクタイを解き、ワイシャツとスラックスを脱いだ海都がベッドマットに足を投げ出して座った。枕元のヘッドフレームを背凭れ代わりに、同じくベッドに座って数分後の光景を思い浮かべてはそわそわしている私へと視線を注いでいる。

「来て、夏希」

「う、うん」

　ほんのちょっとだけ逃げ出したくなる気持ちを押し殺し、彼のとなりに移動する。

　彼の裸を見たのはこれで二回目。学生時代はずっとバスケをしていたと、バリの夜に教えてもらったのを思い出した。

　スーツを着ている姿からは想像できない、しっかりと筋肉のついた体型だ。二の腕のあたりに盛り上がるふたつの曲線や、意外と肩幅があり引き締まった背中は、いかにもスポーツマンらしい身体つき。頼りがいのありそうな、男性的な魅力に溢れている。

　あのときもカッコいいと思ったけど、今は雰囲気が落ち着いたせいか、大人の男の人って感じがして、もっと素敵になったのではないだろうか。

「その格好で上目遣いされるの、堪んない」

　海都が興奮に濡れた瞳を細めて笑う。その言葉で、一糸纏わぬ姿で膝を着き、やや上半身を屈ませる体勢で彼を熱心に見つめてしまっている自分に気付いた。どっと激しい羞恥が襲ってきて、私は自分の胸を隠すように自身を抱きしめる。

「ご、ごめん……無意識だった」

「無意識で俺のこと煽ってたのか？　おかげで、もうこんなだけど」

　海都は苦笑して言いながら、ネイビーのボクサーパンツの前を示した。その場所は硬く張り詰めたもので隆起していて、頂点には先走りが滲みワントーン濃くなっている。

「──責任取って、気持ちよくして」

「わ、わかった……」

　濃紺に色付く布地に視線が釘付けになってしまいつつ、こわごわと手を伸ばし、ボクサーパンツ越しの高ぶりを撫でた。

「っ！」

　布地の向こう側でそれがぴくんと跳ねたのがわかる。驚きを喉奥に呑み込みながら、形を確かめるみたいに何度も指先を往復させる。

「……っ、夏希、イイよ」

　海都の唇から上ずった声がこぼれる。反応してくれていることがわかって少し自信を得られたので、私の動きも徐々に大胆になる。布地の上から指先で括れた部分を優しく擦ったり、根元にあるずっしりとした柔らかな膨らみをやわやわと揉んだりする。そのたびに、怒張は硬度を増し、ぴく、ぴくと細かく震えた。

　彼の呼吸が荒くなってきたところで、私は覚悟を決めてボクサーパンツの前を寛げた。天を衝くようにしっかりと上を向いたそれが、やっと解放されたとばかりに飛び出てくる。

　大きく張り出した先端部分。その頂にある鈴口からは、じれったい愛撫によるものなのか彼の快感の証が透明な筋を作って裏筋を濡らしていた。

「すごい……こんなに……」

　思わずそんな感嘆がもれた。私の拙い愛撫でこんなにも反応してくれたとは。

「辛いよね。……ちゃんと、気持ちよくするから」

　私は滴る先走りを指先に纏わせながら、今度は直接怒張に指先を這わせる。

「んっ……！」

　ぬるぬるになった手のひらで、根元から先端まで、先端から根元まで──と怒張を扱いていく。粘膜を滑る甘い痺れに、海都が苦痛にも似た呻き声を上げた。

　じかに触れてみると、彼自身はさらに大きく膨張したように思う。私は内心で激しくドキドキしていた。

　あのときもこんなに大きかっただろうか。頭の片隅で時を遡ってみるけれど、当時はいろんなことがあって気が動転していたし、細部までの記憶はなかった。

　男性の平均サイズなんて知らないけれど、それ以上であることは間違いないだろう。これを自分の膣内に収められるだろうか……なんて、心配になってくるほどだ。

「夏希……気持ちいい」

　呼吸を乱し、快感を訴える海都の表情は、いつになくセクシーだった。男性をセクシーだと思ったのは、彼が初めてかもしれない。

　いつも多少のことでは動じずに、自分のペースを保ち続けている海都が、私の愛撫によって余裕を失っているのが新鮮だ。彼のそういう顔をもっと引き出したいという悪戯心が、私をさらに積極的な行動に移していく。

　私は彼の太腿に片手を着いて、もう片方の手で怒張を支えながら上体を屈め、鈴口にキスをした。一際大きくびくんと跳ねるのが何ともかわいらしくて、私はその動作を繰り返す。

「……夏希」

「ごめん。海都が気持ちよさそうにしてる顔見てたら、少しだけ悪戯したくなっちゃった」

　咎めるようなニュアンスで彼が私を名前を呼んだので、小さく謝る。仕切り直しとばかりに、舌先を伸ばして鈴口からその舌の曲線、裏筋、幹の方と順番に舌を這わせていく。その度に、ぺちゃ、ぴちゃ、と控えめな水音が響いた。

　わずかに塩辛い味がする。これが海都の味だと思うと、下肢がどうしようもなく疼いた。触れられているわけではないのに、彼を舌先で愛おしむだけで自分自身も再び高ぶりを覚えてしまう。

　気が付くと、彼自身を口いっぱいに受け入れての愛撫に移行していた。裏筋に舌を当て、頭を上下に動かしての口淫。動かし始めはゆっくりでぎこちなかったけれど、繰り返すうち、それなりに滑らかな動きに変わっていく。口のなかの海都自身が、爆発しそうなくらいに硬く太く膨張し、熱のこもった呼吸にも、切なげな声が交じるようになる。

「──夏希、ストップ」

「あっ」

　もう少しで彼が達しそう──そう思った次の瞬間、彼が私の肩を軽く押して、限界近くまで高ぶった自身を私の口から引き抜いた。

「……気持ちよくなかった？」

　反応してくれていたと思っていたのに。私は顔を上げ、唇を濡らす自身の唾液を拭いながら、敢えてそのタイミングを逃した彼に訊ねる。

　海都は呼吸を整えながら、首を横に振った。

「すごく気持ちよかった」

「じゃあ、何で？」

　私がもう一度訊ねると、彼は真摯な瞳で私を見つめて言った。

「言ったろ、夏希を抱きたいって。……このまま夏希の口でイかせてもらうのも気持ちいいのはわかってるけど、そうじゃなくて──夏希と一緒に気持ちよくなりたかった」

「海都……」

　──ずるい。突然、そんなうれしくなるようなことを言ったりして。胸に甘いときめきが押し寄せてきたのと同時、下肢がきゅんと切なく疼いた。

「……な、何か、すごく恥ずかしいこと言われたような気がする」

「俺も、めちゃくちゃ恥ずかしいこと言った自覚ある」

　私たちは顔を見合わせて笑い合った。それから、自身に避妊具を装着したあと、海都が私を手招いて、自分の上に座るように促す。私はその言葉に従い、抱き着くような形で彼に跨った。

「……夏希、そのまま座って、挿れてみて」

「海都……んっ──」

　片手を彼の首元に回し、もう片方の手で彼の怒張を支えながら、入り口に切っ先を宛がった。膣内はとめどなく溢れる蜜で滑りがよくなっている。ゆっくりと腰を落とすと、みちみちと音を立て、海都が私の膣内に挿入ってきた。

　全身の毛が逆立つような強烈な感覚だった。ゆっくりと内壁を擦り上げ、狭い場所をいっぱいに満たしていく。

　いつかも経験した圧倒的な質量が、私の身体を侵食する勢いでその存在を示すと、空白を埋めるように奥へ奥へと進んで行った。

「ぁああっ………!!」

　最奥に到達した彼の切っ先がそこをこじ開けんばかりにノックした刹那、目が眩むような激しい悦楽に包まれる。

「待って、揺らしちゃダメっ……！」

「どうして。気持ちいいから？」

　私が必死に頷くと、海都はぺろりと唇を舐め、わざと下から突き上げるように腰を動かしてくる。

　──ダメ、膣内が擦れてまたイッちゃうっ……！

「海都──イく、イくうっ……！」

「イって、夏希。イくときの顔、俺にちゃんと見せて」

　私は甲高い声で宣言すると、また激しい快楽の波に掻っ攫われて全身を震わせた。両手で私の腰を支えながら、海都の声が甘く囁く。すぐ傍で、彼が私の顔を見上げている。

　──絶頂の瞬間を海都に見られている。その興奮も相まって、全身の血液が逆流しそうなほどの恍惚で動けなくなった。私は彼の首元にきつくしがみ付きながら、その感覚が薄れていくのをひたすらに待った。

「……今、膣内がすごく締まって、俺もヤバかったかも」

　強張っていた身体が弛緩していくことで、私が少し落ち着きを取り戻したと悟ったらしい。海都が呟くように言って笑った。

「……だめって言ったのに」

　呼吸を整えながら、強引な責めを咎める。すると、海都は私を宥めるみたいに頬に口付けた。

「悪い。夏希のこと、とことん感じさせたくなって」

「もしかして、さっきの悪戯のお返し？」

「それもあるけど……」

　彼はちょっときまり悪そうに視線を彷徨わせている。私が言葉の続きをじっと待っているのがわかると、躊躇いつつ続けた。

「いや、俺のこと慣れてるとかいう割りには、夏希だって同じだからさ。バリのときよりも、上手くなってた」

　海都が放ったのは意外な言葉だった。

「──もちろん、六年も経てば彼氏だって何人かいただろうし、あのときのままってことはないだろうってわかってるつもりだけど……他の男の影が見えたのが嫌だったっていうか」

　小さく首を傾げ、考えながら言葉を紡ぐ海都。彼自身も、自分の気持ちを測りかねているのかもしれない。私は、その言葉に淡い期待を抱かずにはいられなかった。

　──ものすごく私にとって都合よく解釈するとしたら、それは嫉妬のようなものなのだろうか。だから、自分自身の手で私を目いっぱいに感じさせたかった、とか？

　本当に嫉妬であるならどんなにいいだろう。だってもしそうなら、私と海都は少なからず同じ感情を抱いていることになるのだから。

　私は甘えるように彼の胸に頬を擦りつけた。

「海都のことだけ考えられるように……もっと、夢中にさせて？」

　彼の鼓動が速まるのとほぼ同時に、私の膣内に留まる彼自身の質量が増すのを感じた。

「……またそうやって煽る」

「だって」

「わかった」

　私が言い訳を口にしようとするのを、言葉を被せるようにして彼が制した。

「……あのときみたいに、俺のことだけ考えてろよ」

　海都はそう言って、深く唇を重ねてきた。

「んっ……！」

　口腔に差し入れられた彼の舌を追いかけているうちに、下肢の繋がった部分を再び揺すられる。何度も達してとろとろに解れている膣内を、彼の猛ったものが滑るように擦り、甘美でいて激しい刺激を刻んでいく。

「はっ、ふぅっ……ん、くっ……ふぅんんっ！」

　その間も口のなかでは彼の舌が暴れている。歯列をなぞり、口蓋を舐め上げ、粘着質な音を立てながら唇同士を何度も触れ合わせ、柔らかな感触を楽しむ。

　それから、彼の手が無防備な胸の膨らみに伸びてくる。たゆんとしたバストを持ち上げるように愛撫し、先端を摘み上げ、指先で刺激する。

　──彼と触れ合うすべての場所が気持ちいい。息つく暇もない快感により入り口からとろとろと溢れた蜜は、彼が律動するたびにぐちゃぐちゃと水っぽい音を立て、聴覚からも欲情を煽り立ててくる。

「はぁっ……夏希、気持ちいい？」

　唇が解放されるのと同時に、海都が訊ねる。

「ぁっ──気持ちいいっ……おかしくなっちゃいそうなくらいっ……！」

　オーバーでなく、本当に気をやってしまいそうだった。

　もしかしたら、快楽と苦痛とは表裏一体なのかもしれないと思う。気持ちいいのも度が過ぎれば、辛く感じることもあるのだ。鋭い悦楽が束になって襲いかかってきている今が、まさにその状態だった。

「俺も、夏希の膣内気持ちよすぎて──」

「海都、かい、とっ……！」

　何を訴えたいわけでもないのに彼の名前を呼んだのは、切れ味のよすぎる肉体的な快楽が恐ろしくなったからかもしれない。彼が傍にいるというのに、まるでひとりで知らない世界に放り出されてしまいそうな心許なさがあった。

「夏希──」

　私の不安を汲んでくれたのか、彼は私をしっかりと抱き締めながらクライマックスに向けて抽送を速めた。腰が大きくぶつかることで深いところに怒張が届きやすくなる。頂上に向かって階段を駆け上がる私の身体は、海都の形を膣内に刻み付けるみたいに収縮をはじめる。

「～～～っ……!!」

　四度目の絶頂は、最早嬌声も出なかった。小動物のようなか細い、吐息のようなそれをやっとのことで吐き出すと、海都も短い呻きを上げた。

　その直後、私の膣内で彼が歓喜の迸りを放ったのがわかる。

「はぁっ──ぁ、はぁっ……」

　体力を使い果たした私は貪欲に呼吸を繰り返しながら、彼にしがみついたままその身体にしな垂れかかった。汗ばんだ肌と肌で触れ合う感触でさえも、愛撫のように感じてしまってゾクゾクする。

　息が整ったあと、私たちはそうすることが自然であるように、またキスを交わした。触れるだけでは満足できず、どちらからともなく舌を差し入れ、互いに蕩けるような愉悦を味わい尽くす。

　どこまでも甘ったるく官能的な口付けは、私たちが再び身体を繋げるまでのわずかな猶予期間にすぎなかった。
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　眠りから覚めると、香ばしいコーヒーの香りが鼻腔をくすぐった。

「おはよう、夏希」

　仰向けになってシーツに包まっている私を、海都が真上から覗き込んだ。

「……おはよう」

「そろそろ起きるころかなと思ってコーヒー淹れたけど、飲む？」

　上体を起こして彼の手元に視線をやると、シンプルな白いマグが見えた。温かいブラックコーヒーがマグの七割くらいを満たし、湯気を立ち上らせている。

「うん。もらってもいい？」

「もちろん。それ飲んでて」

　海都は快く微笑むと、マグを私に手渡してロフトを降りていった。視線で彼の背中を追いかけると、スウェットの下を身に着けてはいるものの、上半身は裸のまま。

　私は受け取ったマグをヘッドフレームに置いてから、すぐに枕元に置いていた自分のスマホを確認した。もう十時を過ぎている。

　最後に時刻をチェックしたのが、眠りに落ちる五時前。十分な睡眠を取ったとは言えないのにしっかり目が冴えているのは、このイレギュラーな環境のせいだろうか。

　シーツの下を覗いてみる。眠る前と同じ、何も身に着けていない生まれたままの姿。

　ついに海都と一線を越えてしまった。改めてそれを認識すると、罪悪感と高揚感が同時にやってくるような、不思議な感覚に胸がきゅうっと苦しくなる。

　──いや、正確に表現するなら、一線はとっくの昔に越えていたのだった。それをなかったことにして仲のいい会社の同僚を貫いていたのに、再び彼と触れ合ったことで、また名前のつかない関係に逆戻りしてしまった。

「どうした、真面目な顔して」

　ロフトの階段を上がってきた海都の声にハッとして、そちらを向いた。片手にはもうひとつマグが持たれている。

「もしかしてブラック、苦手だった？」

「ううん。いつもブラックしか飲まないから」

　彼はコーヒーに手を付けずに考え込む私の様子を見て、口に合わないのかと思ったようだ。私は小さく首を横に振ると、マグを持ち上げてコーヒーを一口含んでみせる。

　……美味しい。海都が淹れてくれたものだと思うと、余計に。

「何となくそうかなとは思ってたけど、合っててよかった」

　海都が安心した風に笑い、自分もコーヒーを一口飲んでからヘッドフレームにバグを起き、ベッドの上に腰掛けた。

　私と海都はコーヒーの好みも一緒だった。ミルクも砂糖もなしのブラック。選ぶ理由も一緒で、味というよりは眠気覚ましのため。ブラックの苦みが、眠気を連れ去っていってくれるような気がすると、会社から担当施設への移動の折に話したことが思い出される。

「海都、何時から起きてたの？」

「俺もついさっき起きたところ。もう十時かってびっくりしたけど、寝たのも遅かったからな」

「そっか。……平日のこの時間に仕事以外のことしてるなんてないから、変な感じするね」

　エリアマネージャーは会議以外では個々で行動していることが多いので、上司のＯＫがもらえれば直前の申請でも問題ない。

　島根さんは「代休は溜めずに、休めるタイミングで休んで」と常に口酸っぱく言っている人なので、例え彼とふたり揃って急遽休みを取得してもお咎めはないだろう。事実、深夜に出した代休申請に対しても、島根さんからは『提出書類お疲れ様でした。今日はゆっくり休んでください』との快い返事が届いていた。

「夏希」

　名前を呼ばれてそちらを向くと、顎先に彼の手が触れ、軽く引き寄せられて──唇が重なった。ブラックコーヒーの味がする、苦いキス。

「今日は何か、予定ある？」　

「な、ないよ。もともと休むつもりじゃなかったし」

　昨夜のアクシデントがなければ、今頃は出勤していただろう。突然のキスにドキドキしてしまいながら答える。　

「じゃあ、もう少し一緒にいられるんだ？」

　彼は私のマグを片手でひょいと取り上げてから、彼の分のそれのとなりに並べた。そして、私の身体を後ろからやさしくハグする。彼の温もりが剥き出しの背中からじかに伝わってきて、否応なしにときめいてしまう。

「俺は、もっと夏希と一緒にいたい。……夏希は？」

「わ、私は……」

　一瞬返事を躊躇ったのは、私のなかの理性的な部分がまた揺さぶりをかけてきたからだ。彼と再び身体の関係を持つに至るまで、それは何度も何度もしつこく問いかけてきた。あくまで仲のいい同僚の線からはみ出てはいけないと強く訴えかける警告音。

「……私も、海都と一緒にいたい」

　けれど、実際に発したのは偽らざる本心だった。

　もう自分を誤魔化さない。私は海都が好き。だから一緒にいたいと思うのは、ごく自然な感情であり、彼がそれを受け入れてくれるのであれば、隠す必要なんてない。

「よかった」

　後ろから抱きすくめられているから、彼がどんな表情をしているかまではわからない。でも、その柔らかな声には安堵の響きが乗って聞こえた。

「ねぇ、あの……私たちって」

「うん？」

「……ううん。何でもない」

　彼の表情が見えない今だからこそ訊いてみようと思ったけれど、できなかった。

　あけすけに関係性を問い質してもいいものだろうか。そもそも、どんな風に訊ねたらいいのだろうと考えてしまう。こういう曖昧な状況には慣れないから、わからない。

　男性と付き合うときは、いつだって慎重すぎるくらいに段階を踏んでいる──なんて、海都が知ったら驚くだろうか。驚くに違いない。彼とだけは、今までそんな順序なんて一度も守ったことがないのだから。

「そうだ、お腹空いてない？　朝ごはんの時間は過ぎちゃったけど」

　私は疑問符を頭の端に追いやりながら、違う話題を切り出した。

　彼とふたりきりでいる今に集中したかった。この関係に名前を付けなけれはならない瞬間は、近い未来にかならず訪れるはず。同じ部署で、仕事上でも密接にかかわる私たちだから、慌てる必要はないのかも。

「何か食べに行こうか。近所のカフェのモーニング、ランチの時間までやってるし満足度高いからおすすめなんだけど」

「モーニングなのにランチって、どういうこと？」

　いいかげんな設定に思わず噴き出した。私の笑いにつられたみたいに、海都の笑い声が聞こえる。

「そういうの気にしない感じの、おおらかな店なんだよな」

「気になるから行ってみたいかも。すごく楽しみ」

「了解。でもその前に」

　海都が私の身体を反転させて、向き合う体勢になる。そして私をベッドに押し倒すと、瞳を悪戯っぽく光らせた。

「──まずは夏希を味わってからでもいい？」

「……もう」

　呆れた声を出しながら、まったく嫌ではなかったし、むしろ求められていることがうれしかった。

　この日、私は海都と恋人同士のような甘く満たされた時間を過ごしたのだった。
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　荷物をぎゅうぎゅうに詰め込んだトランクを一度開いてしまったら、再び蓋をするのは困難だ。それと同じで、一生懸命押さえ込んでいた気持ちが解き放たれてしまうと、なかったことにはできなかった。

　翌日、私は朝の満員電車に揺られながら、海都と過ごした時間を思い返していた。

　彼に求められたあと、身支度を整えておすすめだというカフェでモーニングを食べた。海都はサンドイッチとコーヒーのセットで、私はパンケーキとコーヒーのセット。彼が話していた通り、メニュー表に「モーニングはランチの時間までオーダー可」との記述を見つけて、またふたりで笑った。

　モーニングを食べながら、海都といろんな話をした。といっても、毒にも薬にもならないし、内容もあるようでないような話ばかりだったけれど、たくさん笑ったことだけはよく覚えている。カフェの年季の入ったソファに座ってコーヒーを啜る海都の表情も、いつかバリでみたあのくしゃっとした笑みに彩られていた。

　カフェから戻ると満腹感も手伝い、私たちはまたロフトにあるベッドに舞い戻った。そして小一時間眠ったあと、どちらからともなく目を覚まし、キスをしたり抱き着いたりしてじゃれ合った。

　次第にキスやハグだけでは済まなくなり、またセックスに没頭する。海都は昨夜のうちに私の身体を知り尽くしていたから、ずっと雲の上にいるみたいなふわふわした感覚のなかでその快感を貪った。

　夕方になり、日が落ちてきたころ慌ててシャワーを浴び、彼の家を出た。最寄り駅まで送ってくれた海都と「またね」と挨拶を交わした。いつかの別れをなぞっているみたいに。

　明日会社で会うのがわかっているから、あのときみたいな寂しさは感じなかったけれど、ほぼ一日一緒にいたにもかかわらず、なお離れがたいという我儘な感情が顔を出したりして──やっぱり、海都のことが好きなんだと実感した。

　昨日の記憶を精査していくうちに、海都のちょっと掠れたセクシーな声や、私の身体に触れる指先の感触、熱っぽい視線なども思い出され、ドキドキが蘇る。

　これから仕事だというのに、こんな煩悩に振り回されていたらいけない。気を引き締めて運営管理部一課のあるフロアの扉を明け、自分のデスクへ向かった。

「……あれ？」

　デスクの周囲に漂う違和感に、すぐに気付いた。ない。私のデスクの右どなりにあった海都のデスクが、きれいさっぱり片付けられているのだ。

「おはようございます、白浜さん。提出書類ありがとうございました。昨日無事に提出し終えましたよ」

　わけがわからずデスクの前で立ち尽くしていると、島根さんが後ろから声をかけてくれる。私はすぐに振り返った。

「おはようございます、提出ありがとうございました。……あの、青野さんのデスクなんですけど」

「あれ、言ってなかった？　彼は六月から経理部に移ったの」

「えっ、そうなんですか？」

　部長の前だというのにやけに大きな声を出してしまって、慌てて口を抑えた。

　──全然知らなかった。

　島根さんの話では、彼はもともと短期間で各部署を回って業務内容を把握する目的があったから、五月いっぱいをもって運営企画一課での勤務は終えたということらしい。

「……青野さん、そんなこと一言も」

　今月からは別々に働くことがわかっているなら、教えてくれてもよかったのに。昨日、あれだけ長い時間をともにしていたにもかかわらず、そんな話はまるで出なかった。

「そういうところちゃんとしてそうなのにね、青野くんって。そういうわけだから、青野くんに振ってた仕事はこれまで通り白浜さん自身に請け負ってもらうことになるので、またよろしくお願いしますね」

「はい、承知しました」

　私は彼女に頭を下げてから、自分のデスクに着いた。それから、やけにがらんとしてしまった右側の空間を見遣る。寂しいのは、景色だけではない。

　改めて、どうして教えてくれなかったんだろうという思いが心に過る。彼は私に付いて仕事をしていたのだから、もし部署が変わるのならまずは私に伝えるのが筋ではないのだろうか。島根さんもそう言っていたように、彼はそういう部分はしっかりしているはず。

　ならば、敢えて私には伝えなかったということか。……どういう理由で？

「青野さん、経理部に移っちゃったんだって？」

「らしいですよー。目の保養になってただけに、私すごくショックです」

　手元のスマホを眺めるふりをして納得のいく理由を考えていると、後ろのデスクの女子社員ふたりのひそひそ声が聞こえた。他人の会話を盗み聞きする趣味はないけれど、内容が海都のことだったから、つい耳をそばだててしまう。

「何、もしかして青野さんのこと狙ってたの？」

「狙ってるってわけじゃないですけど……でも、ちょっとでもご縁があればなぁ、とは思ってました」

「残念だけど、青野さんには決まった相手がいるから」

　決まった相手──というワードに心臓がどきんと跳ねた。

　まさか、私と海都の関係に気付いてる、とか？

「──青野さん、『ジョイケアカインド』の社長令嬢と婚約の話が進んでるらしいよ」

　ところが、続けて聞こえてきた言葉は、私の想像とはまるでかけ離れていた。

「『ジョイケアカインド』って……うちの競合のですか？」

「そう。島根さんと青野さんがそんな話をしてたの、偶然聞いちゃったんだ。だから、間違いないと思う」

「それって政略結婚じゃないですかー。会社の規模を大きくするためってわけですね」

「そういうこと。だから、青野さんがよそ見をすることはないと思うなぁ」

「あーあ、残念。って、もとから彼とどうにかなるなんて期待すらしてないですけどね」

　楽しげなふたりの笑い声を聞きながら、私の心はどんよりと沈んでいた。

　海都が『ジョイケアカインド』の社長令嬢と婚約する……？　そんなの、全然知らない。

　でも、後ろの彼女は島根さんと海都の会話を直接聞いたような言い方をしていた。であれば、海都が婚約することを島根さんに打ち明けていたと考えるのが自然だ。

　そのとき、あるひとつの仮定が、頭のなかを閃光のように駆け抜けた。

　どうして海都が私に何も伝えず部署を移動したのか。そして、婚約の話が出ていたにもかかわらず、どうして私と身体の関係を持ったのか。

　──体よく遊ばれたということなんじゃないだろうか。そうなら説明がつく。

　海都にとっての本命は、競合他社の社長令嬢だったのだ。

　過去に一度身体だけの関係を持った私は、男性としての欲望を満たす相手にはうってつけだ。海都は自分自身が六月に入れば別の部署へ移るとわかっていただろうから、顔を合わせなくなれば自然と関係も切れるだろうと踏んだんじゃないだろうか。

　考えを巡らせながらショックを受ける反面、妙に納得してしまう自分がいる。

　彼がとても女性慣れしている人であるのは、出会ったころから知っていた。それに昨日、彼の口から「好きだ」とか「愛してる」なんて類の言葉を一度も聞かなかった。

　それらが仮説の裏付けのように思えてしまい、高揚していた気持ちが一瞬にして冷めていく。何となく、私と海都は同じ想いを抱いているのではと感じていたけれど、それはあまりにも都合のいい解釈だったみたいだ。

　心のどこかで、このまま海都と付き合うのだろうと期待していた自分を殴ってやりたい。

　深く傷つきながらも、これが自業自得であることは理解しているつもりだ。どんなきれいごとを並べても、所詮私と海都は身体から始まった関係。彼は私をそういう女だとしか見ていなかったということだ。

　ひどい話だ。ひどいし、ずるい。肝心なことを曖昧にしたまま身体だけの関係を結んで、それでフェードアウトしようとしているなんて。海都がそんなずるい男性だとは思わなかった。

　客観的に考えれば、そんな男のことなんてすぐに忘れて、こちらから関係を断ち切るべきなのだと理解できる。

　けれど、どういうわけか私の海都に対する想いは変わらなかった。

　自分でもどうかしてると思う。こんな扱いをされても、まだ海都のことが好きだなんて。

　私の想いが報われる日は絶対にやってこないのだとわかっているのに──それでも、「誤解なんじゃ？」とか、「何かしらの事情があるのでは？」なんて、ほんの少しの可能性に縋ってしまいそうな自分がいる。

　……馬鹿みたい。そんな希望を持ったところで、彼が私を想ってくれるわけはないのに。

　──昨日の海都との時間をまた思い出す。それが楽しい思い出であればあるほど、胸が苦しくなるのだった。






４








　海都が運営管理一課を去って三週間も経つと、デスク右側のがらんとした景色にもすっかり慣れた。三月まではそれが当たり前だったのだから、以前に戻ったと表現するほうが正しいか。

　あれから海都からは、メッセージアプリ宛てに何度か連絡があった。

　てっきり私とは距離を置きたいものだと思っていたから、彼のほうから連絡が来たのは意外だったけれど、内容は異動を知らせなかったことを詫びる文面ではなく、私たちの関係について言及するものでもなく、「飲みにいかないか」という誘いだった。

　本音を言えば行きたい気持ちもまだあったけれど、私はそれらをすべて断った。彼の目的は仕事の話や世間話をするために飲みに行くことではなく、それを口実に私をベッドに誘うことなんじゃないかと考えたからだ。

　海都のことは好きだけど、だからといって都合のいい女になりたいわけじゃない。彼がもし本当に婚約するというのであれば、こんな不毛な関係は続けるべきじゃないのだ。

　海都は自分の立場をよく理解している人だ。再会した直後も、この会社を継ぐことを軸に自分の人生を組み立てているようなことを言っていた。そんな彼だからこそ、自身の結婚も会社の未来を見据えて決意したとして、何ら不思議はない。

　最初から、私と彼とでは住む世界が違ったのだ。たまたま六年前、あのバリの夜に出会ってしまったのがいけなかった。あのとき出会わなければ、こうして海都のことをいつまでもずるずると引きずらなくて済んだかもしれないのだから。

　幸いにして運営管理部と経理部はフロアが違う。このまま私のなかの彼の痕跡が薄れれば、時間の経過とともに忘れることができるだろう。そのときが来るまで、これまで以上に仕事に打ち込んでいればいい。

　思考を日々の業務で満たすため、今日は一日施設の巡回を詰め込んだ。最後の施設を終え、状況報告を纏めるために会社に戻ったのは二十時。途中、夕食を取ってもよかったのだけど、施設間の移動で疲れていることもあり、食事を挟むと戦意を喪失してしまいそうだったのでよしておいた。

　すっかり無人となり真っ暗だったフロアに明かりを点けたあと、自分のデスクに着いてＰＣの電源を入れる。

　すると、誰もいないはずのフロアに私ではない、誰かの靴音が響いた。

「こんな時間から仕事？」

　聞き覚えのある声に振り返ると、そこには私が今一番会いたくない男性の姿があった。

「……青野さん」

　私はその人の名前を、敢えて他人行儀に呼んだ。今はそうする必要のない状況であると知りながら。

「俺たち以外誰もいないよ、夏希」

「青野さんこそ仕事の帰り？」

「どうした、何か怒ってる？」

　よそよそしい態度を曲げない私に、彼が困り顔で訊ねる。

「別に怒ってないけど」

　私はうそをついた。彼に対して怒っていることはたくさんある。異動を黙っていたこと。婚約者がいるのに私と関係を持ったこと。そしてそれを打ち明けずに、私と都合のいい関係を続けようとしていること。

　でもそれらを本人に伝えるつもりはなかった。伝えたところで、何か事態が変わるとは思えなかったからだ。

　海都は私のデスクの前で立ち止まると、素直に「そう」と頷いた。

「帰ろうとしたら、夏希が会社に入っていくのが見えたから、戻ってきたんだ。それ、急ぎの仕事じゃないなら、今夜こそ俺に付き合ってくれない？」

　──ほら、またそうやって誘ってくる。

　何度誘われても私の意志は変わらない。彼と目線を合わさないように、ＰＣのディスプレイを見つめながら口を開いた。

「……ごめん。これ明日までに島根さんに送らなきゃなんだ」

「わかった。じゃあ、終わるまで待ってる」

「え、でもどれくらいかかるかわからないし」

「いくらでも待つよ。夏希が時間を空けてくれるなら」

　断ったつもりが、彼のほうはそう受け取らなかった。困惑した私は、少し考えてから言った。

「……私、今日は施設の巡回ばっかりで疲れてるの。また今度にして」

「なら、いつにするかは夏希が決めてくれる？　その日は空けるようにするから」

「し……仕事次第だから、いつっていうのは言えないよ。確実じゃないし」

　『また今度』はやってこない。どうせ反故にする約束を交わすのは気が引けたから、察してほしいのに。

「予定が変わったら変わったで構わないよ。そのとき教えてくれれば」

「無理なものは無理なの！　いい加減気付いてよ」

　まったく折れる気配のない海都に、顔を上げてつい大きな声を出してしまった。少し驚いた風な彼の表情に、いよいよはっきりと伝えるしかないのだと思い至る。

「──もう、海都とふたりで会ったりはできない」

「何で？」

　私のきっぱりした物言いに、すぐに疑問詞が返ってくる。その声は硬質で、怒りにも似た感情が透けて見えた。同じ声音で彼が続ける。

「俺とのことはなかったことにしてほしいって、そういう意味？」

「むしろ、そうしたいと思ってるのは海都でしょ」

　まるで私が非難されているようで、思わず棘のある言い方をしてしまう。冷静になれと自分に言い聞かせ、深呼吸をひとつした。

「……婚約者がいるんだもんね。『ジョイケアカインド』のご令嬢だっけ。正式に発表するって決まれば、私とはフェードアウトするつもりだったんじゃない？」

　私は結婚が纏まるまでの繋ぎでしかない。自分で言葉を紡ぎながら、その事実に打ちひしがれて言葉が震える。

「何のことだよ」

「海都と島根さんがその話してるのを聞いてた人がいたの。婚約の話が進んでるって」

「……そういうこと」

　すると、それまで間髪を容れずに返答していた海都が、そう呟いたあと急に黙り込んでしまった。

「心当たりがあるから、弁解しないの？」

　わかりきった問いかけをしながら、私は手元のキーボードを睨むように俯いた。

　この期に及んでほんの少しでも弁解してほしいと願ってしまっている自分が滑稽だ。婚約が事実なら、どんな言い訳が返ってきたとしても納得する理由にはならないのに──それほどまで、私は彼に恋焦がれているというのか。

　この場から消えてしまいたいと思い始めたとき、海都が決然と切り出した。

「その話をする前に、夏希に訊きたいんだけど……俺と夏希は、今どういう関係だって認識してる？」

　一度は訊ねようとして引っ込めた言葉を、そっくりそのまま彼に問われて言葉に詰まる。

「……職場の同僚だったよね。今は、別々の部署になっちゃったけど」

「それだけ？」

「…………」

　海都がどういうつもりでそんな質問を投げかけているのか、私にはさっぱりわからなかった。何て答えるのが正解なのだろう。今度は私が黙り込む。

「夏希、俺の目を見て」

　彼の真剣な声に、反射的に顔を上げた。私を見下ろす彼の瞳は、まっすぐ私に向けられている。後ろめたさややましさを一切感じない、真摯な眼差し。

「俺は、軽い気持ちで夏希を部屋に呼んだわけじゃない。あのとき、泣いてる夏希を見て……好きだって気持ちを抑えられなくなったから、意を決して誘ったんだ」

「え……」

　聞こえた言葉を頭のなかで上手く処理できなくて、フリーズしてしまう。

　海都が、私を、好き？

「……だって、婚約者って」

「確かにそういう話もあったよ。でも断ったんだ。いくら会社のためとはいえ、結婚相手は自分で決めさせてくれって。もう父親から了承も得てる」

　海都がため息を吐いて言う。落ち着いた話しぶりから、焦りや誤魔化しめいたものは微塵も感じられない。

「その話をなぜか島根さんが知ってるから、経緯を話しただけで──まさか、それを別の誰かに聞かれてるとは思ってなかったけど。……ここまで納得した？」

　潔白を示すかのように、満面の笑みを浮かべて彼が訊ねる。

　私は控えめに頷いた。少なくとも今の話のなかに限定すれば、矛盾は感じられない。

「で、さっきの話に戻るけど……俺は夏希と付き合いたい。でも、夏希がどう思ってるかはわからないだろ。あの日、きちんと話をするべきなのはわかってたけど、せっかくふたりきりでいられるタイミングだったから、楽しく過ごしたい気持ちが先行して……結局訊けなかった」

　あの日というのは、私が海都の部屋で過ごした日のことだろう。彼もまた、私と同じことを訊ねようとしていたのだという。

「そう思ってくれてたのが本当なら、どうして部署移動のことを黙ってたの？」

　私はずっと疑問に思っていたことをついに訊ねた。彼の話していることがすべて真実なら、あまりに誠意のない行動に感じてしまう。

　すると、彼の表情が初めて曇った。申し訳なさそうに眉根を寄せている。

「何度も言おうとしたよ。でも、俺からしてみたら仕事を途中で放り出して部署を去るわけだから、なかなか言えなくて。メッセージで伝えることもできたんだろうけど、こういうのって直接話すべきことだと思ったから、面と向かって話そうって決めてた。ふたりで書類を仕上げたときも、本当はそれを伝えるのが目的で会社に戻ったんだよ。これを逃したらチャンスはないと思って。……でもあのあと結局バタバタして、言えないままになったのは悪かったと思ってる」

「……伝えようとはしてくれてたんだ」

　ひとりごとのような呟きに、海都が頷く。

「その詫びも兼ねて一度ちゃんと話ができればと思ってたんだけど、夏希は全然乗り気じゃなさそうだっただろ。だから余計に夏希がどう考えてるのかわからなくなったんだ。俺とセックスしたのは、ただの気まぐれだったんじゃないかって」

　そこまで言うと、海都は再び強い意志を宿した眼差しを私に向けた。

「この際だからはっきり訊きたい。俺の気持ちはさっき言った通りだ。夏希の気持ちを聞かせてほしい。……俺のこと、どう思ってる？」

「…………」

　私はすぐに返事をすることができないでいた。

　彼のことは忘れなければいけないのだと思っていたから、そうする必要はないと知り、狼狽しているというのが正直なところかもしれない。

　──しっかりしなきゃ。海都と私の想いが重なっていたなら、彼は最も訊きにくいことを私の代わりに訊いてくれたのだ。なら、私からも、きちんと気持ちを伝えなければ。

「……好き」

　私は椅子から立ち上がり、私の言葉を待つ海都にそう告げた。動揺と高揚感に震える声は、まるで自分のものではないように聞こえた。

「海都が好き。私も、海都と付き合いたいって思ってた」

　もしかしたら、彼と初めて出会ったときから抱き続けていたのかもしれない想いを、ようやく口にする。口にしてからようやく、海都が私を恋人にしたいと考えてくれているのだと実感することができた。

　届くはずがないと思っていたこの気持ちを、彼も私に対して抱き続けてくれていた。その事実に、無上のよろこびが込み上げる。

「よかった。……やっぱり俺たちは似てるんだな」

　うれしそうに瞳を細めて笑う海都につられて、私も頬が緩んでしまう。

「そうだね」

　──だからこそ、互いに惹かれ合ったのかもしれない。

　甘いときめきに脈打つ胸の鼓動の音が心地よい。海都が「おいで」と言わんばかりに両手を広げたので促されるまま、その胸に飛び込んだ。

　大好きな彼の温もりに抱かれながら、私は怖いくらいの幸せを噛み締めていたのだった。
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　六年前のあの夜のことを、俺は忘れたことがない。

　なぜなら、俺にとって衝撃とも呼べる出来事がふたつも起きた夜だったからだ。

　ひとつ目は、好きな人に彼氏がいると知ったこと。

　俺はその瞬間のことを、事細かに覚えている。大学でよくつるんでいた、同じ学科の男友達三人と訪れたバリ旅行の初日。とにかく楽しむならアルコールをとばかりに、仲間のコテージで飲み会が始まった直後のことだ。誰がどこに座っていたとか、何を飲んでいたとかまで説明できるくらい、詳細に記憶している。

『オレ、実は智ち咲さきと付き合い始めたんだ』

　野の崎ざきの突然のカミングアウトに、その場が沸いた。智咲は俺たちと同じ学科で、にこにこした笑顔がトレードマークのかわいらしい女性。周囲の男子学生で、彼女を狙っているヤツは多かった。

『海都みたいなイケメンじゃなくても、頑張れば振り向いてもらえるってことだよな』

　いかに苦労して野崎が智咲をオトしたのかという話を延々聞かされたあと、野崎が俺に振ったので、『何だそれ』と笑ってみせた。仲間内では俺は女性が途切れないタイプだと思われていたから、当時、この手の話になるとよく話題に出されがちだったのだ。

　確かに、高校生以降、女性と付き合っていない時期というのがほとんどなかった代わりに、彼女が変わるサイクルも早かった。基本的に告白をされたら断らないし、別れたいと言われたら素直に応じた。早い話が、相手の女性に執着がなかったのだ。自分は恋愛に対してドライであると認識していたから、それで普通だと思っていた。

　でも、智咲に対してだけは少し違った。きっかけは、彼女がそんな俺の恋愛観にもの申してきたからだったと思う。

『海都くんがしてるのって、恋愛じゃないよね。好きじゃない人と付き合うって、相手に申し訳ないと思わないの？』

　最初は彼女の主張がよくわからなくて困惑した。俺と付き合いたいと言ってくる女性を、理由もなしに拒むほうが申し訳ないじゃないかと。

　反発する気持ちと同じくらい、智咲に対して興味が湧いて、彼女をもっと知りたいと思った。他の誰でもなく、智咲のことが知りたいし、できるなら傍で笑い合いたい。

　きちんと恋愛というものを知ったのはこのときだ。そう、智咲の言う通り、今まで俺が恋愛だと思っていたものは、そうではなかったのだ。

　野崎は男の俺から見てもいいヤツだ。彼ならきっと智咲を幸せにしてくれるだろう。だから、水を差すべきじゃない。この楽しい宴にも、ふたりの関係にも。

　俺はそう判断して、時差に慣れないことへの疲れを理由にコテージへと戻った。生まれて初めての失恋をしたばかりだった俺は、どうしてもひとりになりたかった。そうでなければ、四泊五日も続くこの旅行を波風立てずに終えることはできないだろう。

　不意に、海が見たくなった。夜の闇のなかではまともに見ることも叶わないだろうけれど、砂浜で波音を聞くだけでも、擦り切れた心に癒しを与えてもらえそうだと思ったのだ。

　本当なら、あまり夜にひとりで出歩くのはよくないのだが──それ以上に、滅入りそうな気持ちを少しでも上向かせたかった。そして結果として、この行動は間違っていなかったと言える。

　俺は冷蔵庫に突っ込んであった缶ビールを一本取り出し、気晴らしに呷りながらホテルを出た。

　その途中で、ふたつ目の衝撃をもたらした彼女──夏希と出会うことになったのだ。

　

「今の言葉が、夏希の本音だって思っていいんだよな？」

　終業後のオフィス。やっと捉まえた夏希を腕の中で抱き留めながら訊ねると、彼女は小さく頷いた。

「なら改めて伝えたいことがあるんだ。聞いてもらってもいい？」

「……うん」

　今度は少しの緊張を含みつつも、はっきりとした声音で答えた。

「俺と結婚を前提に付き合ってほしい」

　この三週間、夏希に伝えたかった言葉をようやく伝える。

「……結婚？」

　夏希が俺の顔を見上げた。二重のぱっちりした茶色い目が、大きく見開かれている。

「いきなりで驚かせたらごめん。でも、夏希が俺の部屋に来てくれたあの日、確信したんだ。これから先、夏希よりも好きだと思える女性には、出会えないだろうって」

　俺を見つめる彼女の瞳が、さらなる驚きで揺れた。きれいにカラーリングされている肩までの茶色い髪を撫でながら、俺は続けた。

「六年前……たった数時間だったけど、夏希と過ごしたあの時間のことがずっと忘れられなかった。旅行中も、帰国してからも、今ごろ夏希は何をしてるだろうって考えたし、あの場で連絡先を訊かなかったことを、すごく後悔もした」　

　まさか失恋をしたその直後に、恋に落ちるなんて思わなかった。

　第一印象は、正直なところあまりよくなかった。夜中にひとりで外をフラつく日本人の女性。きっと歳は同じくらいだろうと想像できたけれど、浅はかな行動に呆れたものだ。

　「見捨てる気？」とゴネられたときも、本音は面倒くさいと感じていた。ところが根負けして部屋に招いてみたら、その印象は一転した。

　夏希と過ごした時間は、まるでオーダーメイドの靴を履いているときのようだった。心のあらゆる場所にフィットして、とても心地がいい。初めて出会ったとは思えないほど話が弾んだし、波長も合った。

　そして俺たちにはいくつもの共通点があった。大学生であること。就職を控えていること。似た雰囲気の名を持つこと。そして──失恋という傷を抱えていること。

　失恋と友達の仕打ちに涙する彼女を、どうにかして慰めたかった。あのときの俺にはあんな方法しか思いつかなかったけれど、夏希は俺を拒まなかった。

『私は大丈夫だから。海都も何も考えずに、ただ気持ちよくなれるようにして……？』

　彼女の身体を貫きながら、脳裏に一瞬だけ智咲の顔が浮かんだ。間違いなく、夏希はあのとき俺の一番の理解者だった。彼女の優しさに甘えながら、俺たちは何度も互いの身体を求め合った。まだ残る相手への未練を振り切るみたいに、激しく、何度も。

　まるで恋人同士かのような甘く情熱的な時間を過ごしたあと、夏希は俺のコテージを去っていった。連絡先を訊かなかったのは、彼女との時間が短い夢だと感じていたからだ。夢はかならず覚める。俺たちにはそれぞれ生きなければいけない現実があるのだから、お互いに深入りするべきではないのだ、という感情が働いた。

　ところが夢は覚めなかった。というか、今も覚めていない。あの夜を境に、智咲への想いを吹っ切ることができた代わりに──俺の目の前で涙を流す彼女のことを、頻繁に思い出すようになってしまった。それは誰と付き合って、誰とセックスをしても同じだった。

　立ち寄る飲食店で夏希と後姿の似た女性を見かけると、目で追ってしまうのが習慣になった。直後、彼女ではないと知ってため息を吐くところまでがお決まりのパターン。自分でも、馬鹿なことをしているなという自覚はあった。

　俺は夏希に恋をしていた。狂おしいほど、彼女ともう一度会いたいと願っていたのだ。

「だから……こうしてまた会うことができて、すごくうれしかった。俺は神様なんて信じてないけど、このときばかりはいるかもしれないと思ったよ。俺たちは出会い方があんな感じだったから、今度はもっとじっくり夏希のことを知れたらいいなと思ってた」

　俺はほんの数センチ先にいる愛しい女性をおもむろに見つめ、微笑んだ。

「夏希の一生懸命さや真面目さを見て、もっと好きになった。代休取ってふたりで過ごした日は、やっぱりバリのときと同じで、心地よくて癒された。となりにいるのが当たり前みたいな、お互いの空気が溶け込むような感覚は、他の女性とは感じられなかったから──だから、決めたんだ。夏希にプロポーズしようって」

　俺は秘めていた想いをはっきりと口にしてから、彼女の両肩を掴むように両手を乗せた。

「この六年、いつも頭のどこかに夏希がいた。だから、この気持ちが簡単には変わらない自信がある」

　六年は長い。赤ん坊ならランドセルを背負うようになる年月だ。それほどの長い間夏希を想い続けたのだから、心配はない。

「もちろん、今すぐ気持ちを固める必要はないよ。俺の一方的な想いだっていうのは、わかってるつもりだし」

　とはいえ、無理強いするつもりは毛頭なかった。俺と夏希の想いの大きさが違うだろうことは理解している。俺としては、ふたりで一緒にいられるのであればどんな形でも構わないのだ。

「一方的なんかじゃないよ」

　すると、それまで俺の話にじっと耳を傾けていた夏希が呟いた。

「……本当に、私たちってよく似てる。びっくりしちゃった」

　みるみるうちに彼女の双眸が潤んでくる。大きな瞳から、今にも涙がこぼれ落ちそうだ。

「私もそう……初めて海都と出会ったあの日から、海都に惹かれてた。あのあと誰と付き合っても海都と比べてしまって、長続きしなかった。だから……海都が言ってること、よくわかるの」

　片側の眦から涙がぽろりと一粒こぼれ落ちた。泣き笑いのような表情になる彼女が、愛おしくてたまらない。

「……よろしくお願いします」

　かしこまった口調で言った夏希の唇を、反射的に奪ってしまう。

　──そうか。俺たちは、最初から想い合っていたんだ。

　彼女の甘い口腔を味わいながら、俺はしばらくの間、身体中を駆け抜ける多幸感に浸ったのだった。
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「海都……んっ、何か……いつもより、激しっ……」

「……当たり前だろ。夏希がプロポーズＯＫしてくれたんだから」

　夏希を連れて自宅に帰ってくると、ふたりの荷物を玄関に置いたまま、ロフトに上がった。俺はベッドに彼女を押し倒し、オフィスでそうしたように彼女に口付け、その柔らかな感触を味わう行為に夢中になった。息継ぎの隙がないと訴えるかの如く夏希が呻いたので、俺は一時唇を放して答える。

「ぷ、プロポーズっていうか……結婚を前提にって話、でしょっ……」

「さっきの夏希の話、そういう文脈だった？　俺と同じ気持ちでいてくれるって言ってたけど」

　他の誰かでは代わりがきかないのだと、彼女も言っていたように記憶している。であれば、もう一生添い遂げるしかないだろう──なんて、自分に都合のいい解釈をしてしまった。

「んっ──！」

　離れていたわずかな時間を取り戻すみたいに、再び彼女の唇を捉まえる。舌先で下唇の輪郭をなぞり、口腔へと侵入させると、彼女のそれを掬って擦り合わせる。頭のなかに心地よい痺れが生じた。

「逆に俺以外と結婚するイメージ、湧くの？　俺は湧かないよ。結婚するなら夏希だって、ずっと考えてたから」

　彼女の身体から力が抜けたところで、もう一度唇を解放して訊ねる。

　すると、夏希はただでさえほんのりと上気していた頬を朱に染めて唇を噛み、視線を落とした。

「ずるい……そんなこと、照れもせずに言うんだから。言われてる私のほうが照れる」

　──かわいい。あらゆる彼女の表情のなかでも、恥じらう顔が一番好きだ。いつも明るく勝気な彼女の、隠れた一面を見ている気になれるから。

「照れるは照れるよ。でもこういうときくらい、ちゃんと自分の気持ちを伝えないと……俺がどれだけ真剣に夏希を好きかが伝わらないだろ」

　俺たちは、何かひとつボタンをかけ違っていたら、もう二度と会えない運命だったに違いない。幸運にも再会できたわけだから、この一意専心な思いを余すことなく伝えたいのだ。

「～～っ、そういう慣れてるところだけ、嫌い」

　ところが彼女には、それが口説き文句のように聞こえたらしい。羞恥で首まで赤くしつつも、拗ねた様子で呟いた。

「だから慣れてないって。何でそう思う？」

「今のだって、女の人がよろこびそうな台詞じゃない。……実際、言われてうれしいけど」

　『女慣れしてる』というのは、これまで夏希に何度か言われてきた言葉だ。意図的にそういう言葉を選択しているつもりはないから、言われてもどうしようもない。笑い交じりに訊ねると、彼女は面白くなさげに少し顔を背けた。

「もしかして俺の言葉、信用されてないの？」

「し、信用してないとかじゃないけど……今までの彼女とかにも言ったのかな、とか」

「ふうん、なるほどね」

　自然と口元が綻んだ。自惚れでなければ、嫉妬してくれているということなのか。

　あまり彼女からストレートに好意を示されたことがないため、そういう反応がうれしい。同じ部署内で働いていたときも、彼女は俺と競おうとする節があったから、こんなかわいらしい台詞を聞いたことがなかった。

「じゃ、ま、いいや。言葉が信用できないなら、身体で実感してもらうしかないよな」

　俺は夏希を組み敷いたまま、まず自身のワイシャツを脱いだ。それから彼女のブラウスのボタンを上から順に外して脱がせてしまうと、フレアスカートのサイドについているジッパーを下ろし、こちらも同じように取り払った。キャミソールと下着のみになると、いつも彼女が愛用している花の香りの香水が微かに香った。

「俺が夏希を本気で好きだってこと──これから、嫌っていうほどわかってもらうから」

　耳元で囁くと、彼女の瞳が小さな驚きと大きな期待とで見開かれた。そのまま、彼女の弱点だと知った耳朶にキスを落とし、唇と舌とで丁寧に愛撫する。

「あ、それっ──だめだってっ……んんっ……！」

「知ってる。夏希がすぐ気持ちよくなっちゃうところだもんな」

　早速、声の調子が湿り気のあるものに変わって気をよくした俺は、耳輪を甘噛みしながら、片手で頬からフェイスライン、首筋、鎖骨をフェザータッチで撫でていく。乾いた指先で微かに触れられる感触に、夏希が堪らずぶるりと身を震わせる。

「今日は夏希の全部を俺に気持ちよくさせてほしいんだ」

　息遣いが徐々に乱れてくる彼女のキャミソールを脱がせると、レースが施されたベビーピンクのブラが顔を出す。彼女の白い肌にとてもよく似合う色味なので、もっと眺めていたい気もしたけれど、それも脱がせてしまう。

「──好きだよ、夏希」

　俺は唇にキスを落としたあと、彼女の首筋に顔を埋めた。唇を押し付けたり、舌先で擽りながら、少しずつ場所をずらして下降していく。その間、さっきそうしたように、片手で彼女の肩や腕、脇腹を撫で、淡い刺激を与えていく。

「何これっ……ぞくぞくするっ……」

　肌の上を走る性質の違う刺激に、彼女が声を上ずらせて言う。

「夏希のすべてにキスしたい。俺の気持ちが本物だって、伝わるように」

「……ぁっ……！」

　たっぷりと、これでもかというくらいの時間をかけて、彼女の全身にキスを施す。肩、腕、指先、指の間も丁寧に舌を這わせ、太腿、ふくらはぎ、足先に至るまでを愛おしんだ。

「ふぅっ……ん、ぁ……やぁっ……」

　夏希の身体はどこを舐めても甘く、彼女の香りを感じるたびに下肢が切なく疼いた。最初はシャワーを浴びてないからと抵抗を示し、身を硬くしていた夏希だけど、普段丁寧に触れられることのない場所を愛撫され、次第にその新鮮な刺激が生む柔らかな快感に溺れていった。

　それから脇腹や胸の膨らみなど、中心部に移ったけれど、俺は意図的に胸の先端や秘部を避け、代わりにピンクに色付く乳輪の外側や、ブラと揃いのショーツをずらし、下着のラインの少し外側に丹念に唾液を塗していく。

「やだぁっ……それ、変な気持ちになるからっ……」

「うん。下着の中心、色が変わってきてる」

　俺はちょうど色味の境目となっている場所をそっと撫でた。すると、夏希が切なげな吐息をこぼす。

「恥ずかしいから、言わなくていいよっ……！」

「だって本当のことだろ」

「あんっ！」

　俺は同じ場所を、今度はもう少し強めに突いてみる。すると彼女は、もっと明瞭な発声で快感を示した。

「海都っ……」

「うん？」

　名前を呼ばれて顔を上げた。興奮に潤んだ目で彼女が何を訴えたいのかを、俺は知っていたけれど、気付かないふりをして訊ねる。

「意地悪……わざとでしょ」

「さあ。俺は、夏希の全部にキスしたいって言ったよ」

　──もっとも、夏希には俺が何を考えているかなんてお見通しだったらしく、言外に詰られる。俺はとぼけたふりをして、下着のラインをなぞるように太腿にキスをした。短く声を発しながらびくびくと彼女が反応する。

「……まだ全部、されてない」

「エロいな、夏希は。感じるところ、舐めてほしくなったんだ？」

　彼女が示しているのは、決定的な刺激をもたらす上下ふたつの性感帯だ。夏希が恥じらいつつも不服そうに言った。その顔が愛らしく、ついいじめてみたくなった俺は、揶揄めいた言葉でそう訊ねた。

「ち、違うっ……」

「そう、違うんだ」

　ならあくまで焦らし続ける。そう意思表示した俺は、性感帯との境界線にあたる部分を重点的に責め始めた。胸の先の淡い色味を指の腹で撫でたり、中心部の濡れたショーツを脱がせ、露になった下腹部の、恥毛との境目をちろちろと舌先で刺激し、とことん期待を煽ってみる。

「ぁ、あ、ああっ……ふ、ぁっ……」

　夏希は背中を駆け上がっていく悦びにか細い声を上げ震えながらも、それが渇望している際立った愉悦ではないことに、物足りなさを感じているようだ。彼女のもどかしそうな表情や、内股を擦りつける動作ですぐにわかった。

「ふぅっ……ん、くぅっ……」

「太腿、もうびしょびしょだ。さっきから溢れっぱなし」

　俺の愛撫に、夏希の身体は従順なほどの反応を示している。入り口から溢れたとろみのある蜜は、彼女の堪えがたい興奮を示すかのように粘度を増してきている。

「……か、海都のせいなんだからっ……わかってるくせに」

「どうする、舐めてほしい？」

　直接言葉にしてもらうことで、自分自身の興奮も高められる気がした。俺が見下ろしながら再度訊ねると、夏希はほんの少しだけ躊躇したものの、思いを遂げるには肯定するしかないのだと考え至ったようだ。けれど、恥ずかしさとの葛藤で、泣きそうな顔をしている。

「……夏希？」

「……海都って、こういうとき……本当に意地悪だよねっ……」

「夏希は強情だよな」

　恨みがましい視線を受けながら、そんな表情すらいとおしいと思う。そのくせ、すぐに屈服してしまうところも。

「ちゃんと伝えてくれないと、ずっとこのままだけど」

　俺は夏希が刺激を求める場所から遠ざかるように、鼠径部に舌を這わせる。身体の内側から外側に向かって、舌先で螺旋を描きながら愛撫を施す。一番外側のラインまで到達すると、またゆっくりと内側に向かって小さな円をいくつも描いていく。

「ぁ──……やぁ、何でっ……」

　恥丘に上らず、肝心な場所を避ける動きに、夏希が抗議の声をもらした。

「夏希がどうしてほしいか、教えてくれないから」

　陥落するまで、きっとあと少し。最後の一押しとばかりに、最も秘部に近い内側の鼠径部の柔らかな皮膚に吸い付いた。ちゅっ、ちゅっと音を立てながら、これまでとは少し違った快感を施していく。

「んはぁっ……だ、めっ……んぁ、ああっ……！」

　俺の唇の動きに合わせて、夏希の肩がびくんびくんと震える。未だ与えられない決定的な刺激が待ち遠しくて、じれったさから瞳を潤ませている。

　根負けした夏希が、悔しそうに口を開いた。

「こ……こんな風にされたらっ……我慢できない──言う、言うからっ……お願いっ……舐めて気持ちよくして」

「わかった」

　その言葉を待っていた。頷くと、俺はぴんと勃ち上がった胸の先に吸い付いた。

「はぁあっ……！」

　艶やかな声を上げながら、夏希は待ちわびていた直接的な刺激を噛み締める。咥えこんだ先端を唇で食み、扱いてから、甘噛みして徐々に強い愛撫に変えていった。そのたびに、彼女は鼻にかかった妖艶な声で囀った。

「散々待たされたあとだからか、いつもより感度がいいね」

　夏希はもともと敏感なほうだとは思うけれど、男としてはそのほうがうれしい。俺の施す愛撫を気持ちいいと思ってくれていることが、よくわかるから。

「胸だけでそんなにイイなら──こっちをされたらどうなる？」

　左右の頂を刺激し、蕩けている表情の夏希を見下ろしながら、俺は彼女の両脚を大きく開いた。高ぶりにより、潤んだ秘裂に水溜りができている。その水溜りに顔を埋め、舌を這わせた。

「ぁあ──……！」

　舌先が入り口付近の襞をかき分けた瞬間、夏希が大きく背を撓らせ、快感を訴えた。

「すごい声。そんなに舐めてほしかったんだ」

　愛しい女性が自分の愛撫で乱れている光景ほど、そそるものはない。俺は強い悦楽を覚えながら、秘裂への愛撫を続けた。入り口に溜まった蜜を啜り、襞の隙間を丁寧に舐め、敏感な突起を剥いて舌先で突く。彼女の嬌声は、愛撫の鋭さが増すごとにすすり泣くようなそれにへと変わっていく。

「こんなに赤く充血して……早くイきたくてしょうがないって感じだな」

　艶やかに光る秘芽は、女性が最も気持ちいいと感じる場所。軽く歯を立ててみると、夏希の下肢がびくんびくんと痙攣した。どうやら、あっけなく達してしまったらしい。

「まだイっていいとは言ってないだろ？」

「ぁ、う……だって……」

　もちろん、夏希を追い立てるために愛撫していたのだから、この敏感な場所を刺激することで彼女が絶頂するのではという思考はきちんとあったけれど、彼女の羞恥に塗れた表情がかわいくて、つい意地悪な言葉が出てしまう。

「そんなにイきたいなら、たくさんイけるように……ここ、いっぱい気持ちよくしてやるよ」

　もっと乱れた夏希が見たい。いっそ、絶頂により敏感になっている性感帯を重点的に責めることにした。胸の頂に手を伸ばし、摘んで擦りながら、舌先で秘裂を撫でつけ、入り口を押し広げる。鮮やかなピンク色にドキドキしながら、舌先を指先に見立てて膣内に差し入れると、柔らかな媚肉がきゅうっと締まった。

「やだぁっ……！　気持ちいいから、それだめっ……！」

「気持ちよくしてるんだよ。夏希がたくさんイけるように」

　がっちりと太腿を押さえながら、なかば強制的に快楽を与えていく。指先で赤く腫れた突起を弄りつつ、舌の表面でも刺激してやると、夏希は身体中を突っ張らせながら激しい電流のような快感を受け止めていた。

　もっと愛しい彼女の痴態が見たい。俺の手によって快感に酔いしれる夏希の姿を。

「あ──……イ、くっ……ぁああ……！」

　さほど時間を要さずに、彼女がまた達した。悦楽の証とばかりに下肢を濡らす蜜を舐め取っていると、夏希が震える手で俺の髪を撫でる。俺はその手を優しく握ったあと、顔を上げて彼女の額にキスを落とした。

「……かわいい」

「ぁ、ああっ……海都っ……」

　我を忘れんばかりの快感に身を震わせながら、夏希が掠れる声で俺の名を呼んだ。

　まるでアルコールに酔ったときみたいな表情だ、と思った。かつてバリのコテージでともにビールを飲んだときの彼女も、こんな表情をしていたかもしれない。

「キスだけじゃ……足りないの……」

　二度達しても、身体の奥を激しく揺さぶるような強烈な感覚を知ってしまっている彼女には、まだ満たされないものがあるのだろう。甘えるような瞳のなかに劣情が点っている。

「ねぇ、もうおかしくなっちゃう──海都、お願い……」

「俺の真剣な気持ち、わかってくれた？」　

「わかった、わかったからぁっ……これ以上焦らさないで」

　悪戯っぽく問いかけると、夏希が何度も頷きながら懇願する。この本能的な欲求を、自分でもどうしていいのかわからないといった風に、眉根を寄せて。　

「ごめん。意地悪しすぎたな。……でも、夏希の反応がかわいくて」

　夏希の気持ちが自分にあることがわかって、浮かれているのかもしれない。彼女に謝りつつ、ベルトを緩めてスラックスの前を寛げた。そのままスラックスを脱いで、傍らに押しやる。

　下着越しの怒張は、その上からでも形がはっきりと認識できるほど膨張しきっている。触れられるのはおろか、何か刺激を与えられたわけでもないのに、こんなに反応してしまっているのは、愛する女性に触れていたからに他ならない。

「夏希のことが好きすぎて……もうこんなになってる」

　俺が言うと、夏希はその猛った怒張を見つめたままに、太腿をもじもじさせている。きっと、これが彼女を貫くときのことを想像しているのだろう。俺自身も、その想像を可能な限り早急に現実にしたかった。

　下着を脱ぎ、ヘッドフレームに準備していた避妊具のパッケージを、逸る気持ちのままに破って装着する。それから、夏希の両膝を抱えて硬く反り返ったものを秘裂に宛がった。彼女の腰がひくんと跳ねる。

「海都の……熱い」

「膣内に挿れたらもっと熱く感じるかもな。……確かめてみて」

　うっとりと呟く彼女にそう返すと、俺は蜜を塗しつけた怒張を、とろとろに解れた膣内へと一気に突き入れた。

「はぁ、ぁあああっ……!!」

　感極まった彼女の声が響いたのと同時、内壁を擦り上げて最奥へと到達する。脳を蕩けさせる甘く切ない感覚に意識を攫われないよう耐えながら、ゆるゆると動き始める。

「……どう、熱い？」

「熱い……それに、膣内でどくどく脈打ってるのがわかるっ……」

　恍惚とした声音に、背筋をさらに色濃い興奮が駆け抜けた。　

　彼女の全身を愛撫しながら、俺もどれほどこの瞬間を待ちわびたことか。前戯と同じくらい、ゆっくり時間をかけて彼女の膣内を味わおうとしたにもかかわらず、身体が言うことをきかずに、欲情の赴くままに抽送を始める。

　……自分で思っているよりも、余裕がないみたいだ。

「──夏希」

「ぁ、あ、んはぁっ……！」

　彼女の奥を叩きながら名前を呼んだ。彼女は、短く喘ぎながら俺に視線を向けてくれる。

「もう一回……好きって言葉、聞きたい」

「ぁ……んんっ……！」

「聞かせて？　……そうすれば、もっと気持ちよくなれそう」

　夏希は多分、あまり愛情表現が豊かなタイプではないのだろう。でも、そんな恥ずかしがりやなところさえもかわいらしく思えるから、それはそれで構わない。

　ただ、確かめたかった。俺が彼女を愛しく思っているのと同じくらい、彼女からも愛されていることを、もう一度実感したかったのだ。

　真上から夏希の表情を窺ってみる。最初は戸惑いが浮かんでいたけれど、彼女は羞恥心を振り払うように目を閉じ、小さく息を吸い込んだ。

「……す、きっ……」

　そして、弾む呼吸の合間に、確かにそう口にした。

「海都が好きっ……愛してるっ……」

「俺も愛してるよ、夏希」

　恥じらいを纏った愛の言葉を聞いた瞬間、全身の血液が沸騰したみたいな激しい歓喜が襲ってきて、俺はしゃにむに夏希の膣内を突いた。

「ぁあっ、はげ、しいっ……！　こ、われちゃうっ……！」

　──ごめん。今は優しくできそうにない。

　声にして伝える余裕もないくらい、俺は身体の奥底から込み上げる熱に浮かされていた。　繋がった場所からはぐちゃぐちゃと絶えず淫らな音が奏でられ、耳からも責め立てられている気分になる。

　もっとだ。もっと、夏希と快楽を貪りたい。

　俺は抽送を続けながら夏希の片足を上げると、自身の肩の上に乗せた。それから、もう片方の足を跨いで、彼女の身体を横向きにする。

「はぁっ、ぁあっ……！　ふか、いっ……！」

　夏希とより深い場所で繋がり合うと、それまでとは違った場所が刺激されるのだろう。彼女の嬌声が一際高くなった。

「何、これ──やぁ、気持ちいいっ……ぁあっ……！」

「奥まで届くから、俺も、気持ちいいよっ……」

　正常位では届かない、彼女の最奥に位置する弱いところに当たっている。切羽詰まった彼女の声は、その快感が凄まじく鋭利なものであることを伝えていた。

「イ、くっ──こんなの、だめぇっ……!!」

　接合部が痙攣し、夏希が絞り出すような声を上げて果てた。その間も、俺は律動を止めない。

「やぁっ……気持ちよすぎて、怖いっ……海都っ……！」

「夏希、大丈夫だよ。俺がそばにいるから」

　行き場なく彷徨う夏希の手を強く握った。互いの指と指を絡める、いわゆる恋人繋ぎで。

「あぁぁっ、ん、はぁっ……！お、かしく、なっちゃう、本当にっ……！」

　何度達しても襲ってくる快楽の波は、まだまだ夏希を許さない。髪は乱れ、汗や涙でメイクも落ちかかっているけれど、淫らに悶える彼女はとても美しい。

　──夏希のすべてを愛してる。

　彼女に出会えてよかった。夏希がそばにいるから、俺はこんなに満たされた心持ちでいることができる。

　俺は本能が訴えるままに、律動のスピードを速めた。それに合わせて、夏希の嬌声の感覚も短くなる。絶対にオフィスでは聞くことの出来ない甘い声。俺だけが知っている、淫らな彼女の声。　

「ぁ、んはぁっ……奥、気持ちよくて──またイっちゃうっ……海都っ……！」

「俺も……もうっ……！」

　俺は彼女を高みに導くために、空いた手で剥き出しの秘芽を転がした。彼女の膣内がきゅんと締まり、絶頂へのカウントダウンが始まる。

「夏希」

　俺はもう一度彼女の名前を呼び、その艶やかな唇にキスをした。ぷっくりとした膨らみを押し付けて、舐めて、啄むと、溜め込んでいた快感が一気に飽和する。

「海都っ、あぁあああっ──……!!」

「夏希っ……!!」

　夏希が上り詰めたと同時に、俺にも目が眩むような絶頂がやってくる。彼女の膣内に自身を埋め込んだまま、欲望の残滓を吐き出した。

　俺たちは呼吸を整えたあとも、繋いだ手をしばらく離さなかった。






エピローグ








「おはよう、夏希」

　目が覚めると、海都の声が降ってきた。となりで眠っていたはずの彼は一足先に目覚めていたらしく、上体を起こした姿勢で私を見下ろしている。

「おはよう」

　バスローブ姿の彼に挨拶を返しつつ、いつもとは違う風景に、一瞬自分がどこにいるのかわからなくなった。

　──そうだ。ここは新婚旅行と挙式とを兼ねて訪れたバリのホテル。私たちは昨日、無事に挙式を終えたところだったはず。

「身体は平気？　疲れてない？」

「う、うん……平気、だと思う」

　海都がどういうつもりでその質問を投げたのか、すぐにわかった。私は身体を起こすと、照れながら呟くように返事をした。それから、バスローブの前が少しはだけていることに気付いて、慌てて直す。

「よかった。無理させてたら悪いなって思ってたから、安心したよ。……結婚式が終わって、夏希が俺の奥さんになったんだと思ったら、気持ちが先走って」

　確かに、昨晩の海都は激しかった。環境や心境の変化のせいもあるのだろうけれど、まるで付き合い始めのころみたいに際限なく私を求めてきてくれて──正直、いつ眠りに落ちたのか覚えていない。

「そっか。私、『青野夏希』になったんだよね。まだ呼ばれてないから、実感湧かないけど」

「会社でも夏希は苗字変えないんだったっけ。そうなると、意外と普段呼ばれる機会は少ないかもな」

「そうだね」

　便宜上、会社では旧姓の白浜を名乗ることにしたから、海都の言う通り、今後も「青野さん」と呼ばれる機会はレアなのかもしれない。

　結婚しても仕事は続けたいとの意志を、海都のご両親は快く受け入れて下さった。寧ろ社長であるお父さまからは、『息子ともどもぜひこの会社を引っ張っていってほしい』とありがたい言葉まで頂戴したから、これからもエリマネとして頑張って行く所存だ。

　結婚前は身分差があることに対して不安や躊躇いがあったけれど、いざ話を進めてみたら特に問題や揉めごとなどもなく、義両親とはとてもいい関係を築けている。海都もうちの両親と上手くやってくれているし、前途は洋々だ。

「今って何時？」

　私がとなりの彼に訊ねると、彼は枕元に置いていたスマホに視線を落とした。

「七時半」

「チェックアウトは何時だっけ？」

「十時だったと思う」

「じゃあこれから支度して、食事して、ちょっと休んで出ればちょうどいいね」

　今私たちが宿泊しているホテルは、タンジュンべノアという高級リゾートホテルが並ぶエリアにある。五つ星ホテルとあって、食事も豪華で美味しくサービスも行き届いているので、このまま連泊したいところなのだけど、今日と明日は予めクタ地区にホテルを取ってある。そう、私たちが出会ったあのホテルだ。

　思い出のバリで挙式すると決めたときから、七年前に泊まった件のホテルに立ち寄ろうと、海都と話をしていたのだ。そして、それならいっそ宿泊しよう、と。

　ふと、脳裏に七年前の光景が映し出される。あの日の早朝、海都のコテージから自分のコテージへと戻ったときの、何とも言えない寂しさが蘇るようだった。

　あの日の私が、のちに海都と結婚することを知ったら、ひどく驚くだろう。当たり前だ。彼女はきっと、再び海都と出会うことなんてないと思っているのだから。

「夏希」

　物思いにふけっていると、海都が私の片手を取って優しくキスをしてきた。

「んっ……」

　舌先で口腔内を弄られると、頭の奥にじんわりと心地よい痺れが走る。

「もっと舌出して」

「ふぁ、んっ……」

　海都に促されるがままに舌を出し、彼のそれと絡めて感触を味わう。昨夜だけでも何回も繰り返した行為なのに、身体はその刺激に慣れることなく快感として捉える。

「──キスだけと思ったんだけど、悪い。スイッチ入った」

　彼の両手が私の肩を押し、ベッドの上に押し倒された。と同時に、彼は私のバスローブのひもを解いて合わせ目を左右に開いた。生まれたままの姿を彼に晒してしまうこととなる。

「え、だって朝食の時間っ……」

　私は恥ずかしさで合わせ目をもとに戻そうとするけれど、その手はあっさりと払いのけられてしまった。

「あとでルームサービスでも取ればいいよ。今は、夏希を抱きたい」

「……勝手なんだから」

　そうボヤいてみせたけど、悪い気はしていない。むしろ求められるということは、彼の関心が私にあるという証明なのだから、素直にうれしかった。……私の身体が保つかどうかという問題は、もちろんあるけれど。

「これからも、ずっと一緒だ」

　耳元で海都が甘やかに囁いた。耳朶にかかる吐息にぞくぞくして、身体が震える。

「……うん」

　私の首元に顔を埋め、唇を這わせてくる彼の髪をゆっくりと撫でて頷く。

　私は、愛する人とともにいられるよろこびに浸りつつ、彼の愛撫に溺れていったのだった──
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　こんにちは、もしくは、こんばんは。小こ日向ひなた江え麻まです。

　前作、『欲情はライバル同期に鎮めてほしい～煽られたらただの同僚には戻れない～』に引き続き、濃蜜ラブルージュさまにて二作目の作品を書かせて頂きました。こんなに早く次のお話を出して頂けるとはありがたいです。少しでも楽しんで頂けましたでしょうか。

　前作もですが、オフィスもののなかでも同僚ものってとても好きなんですよね。普段から相手のことをよく知る機会があるからこそ、キュンなポイントも見つけやすいというか。それにちょっと捻ったワンナイト要素を入れてストーリーを組み立ててみました。

　今回、前半部分の舞台がバリ島になっていますが、私自身、海外旅行が好きで、特に時間がゆっくり流れる感じがする暖かい気候の国は大好きです。バリもそのなかのひとつで、本当にコスパがよく、楽しかった記憶があります。

　ご時世的にも環境的にも遠方への旅行が難しいので、原稿に「あー南の国行きたいなー」という気持ちをぶつけてみた所存です。

　海外に行くと毎度、妙に何でもできる感覚に陥るのですが、あれ何なんでしょうね。絶対に気のせいだとはわかっているんですが、自分の日常と切り離されたようで解放的に感じるのも、海外旅行の魅力のひとつなのかもしれません。

　旅先で運命の出会いをして恋に落ち、再会をして、想いを伝えあったあとにめでたく結婚した夏希と海都ですが、片想い期間が長かった分、きっと幸せになってくれることと思います。もっと友達以上恋人未満なときの彼らのエピソードを書きたいなぁ、と思ったりもしましたが、名残惜しいくらいがちょうどいいのかもしれません。

　最後になりましたが、担当編集さま、透明感があってかわいい＆カッコいい夏希と海都を描いて下さった緒お花はなさま、、この作品に関わってくださったすべての方々に感謝申し上げます。

　そして、このお話を読んでくださったあなたにも、深く、深くお礼申し上げます。本当にありがとうございました！　

　またお会いできたらうれしいです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。






小日向江麻
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